









































これはゾンビですか？14




はい、どうせひきこもりだけど
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ「掃除だっ！　歴史に名を残すほどの、大掃除だっ！」




第一話「って！　貞子除霊したのかよ！」

第二話「どんだけどんだけ、どんだけ掛けるの、ソルト～って奴でしょ？」

第三話「スカートは脱いでるぞ？　見るか？」

第四話「天下統一なんて、するもんじゃないです」




エピローグ「妾はどうせ負けるだろう──負けるだろうが、きっと勝ってみせるっ！」







　あとがき





























　俺は、目を丸くした。

　これほど、目が飛び出るんじゃないかと思ったことはないね。

　これほど唐とう突とつで、これほど衝しよう撃げき的なことはない。

　電話の向こうから聞こえてきた友ゆ紀きの声が、頭の中で反復されていく。

「頭とう領りようが、刺さされた」

　頭領というのは、言わずもがな吸血忍にん者じやを統とう括かつする血ち反へ吐ど男で、魔ま法ほうの世界ヴィリエでは悪あく魔ま男だん爵しやくなんて言われて恐おそれられた人物だ。

　誰だれが、なんて問題じゃないな。

　ただ、人が刺されたなんてことを友達から聞かされただけで十分さ。

　とは言ってもまあ、三日に一回は木の葉の剣けんで刺されている俺が、何な故ぜこんなことで驚きよう愕がくのあまり声を失わなきゃいけないのか。

　それは、悪魔男爵が刺されたってタイミングが絶ぜつ妙みようすぎるからだ。

「刺されたって──蚊かに？」

　一応、そこを確かく認にんしておこう。

　俺は、携けい帯たい電でん話わの向こうで慌あわてふためいている友紀に、それこそ蚊が鳴くような声で聞いた。

「蚊に刺されただけで電話なんかするかよっ！」

　そりゃそうだ。

　アホで有名な友紀だが、さすがにそこまでの頓とん珍ちん漢かんではないだろう。

「せいぜい、ハチにでも刺されないと電話はしてこないよな」

「まあ、ハチだったら、連れん絡らくするかもな」

「で、容態は？」

　俺は真剣な話だと確定したので、きりっとした低い声で聞く。

「お、おう。頭領ってほら、いつも体調が悪いじゃねえか」

「そうだな」

　悪魔男爵は一〇〇年ほど前、ヴィリエの女王『リリア・リリス』に対してクーデターを起こし、そして敗北した。

　そして、そのときに『常に瀕ひん死しになる』っていう呪のろいを掛かけられてしまった。

　だから、何をするにもすぐに血反吐を吐はくんだが──

「錦にしき踏ふめ絵の中退だって……だったかな？」

　…………突とつ然ぜんの暗号に、俺は戸と惑まどった。友紀は何を言いたかったのだろうと、話題を手た繰ぐる。俺は何を聞いたんだっけ？

「あー、意識不明の重体な」

「それだっ！」

　なるほど、それは大変だ。

　今までに、重体になったことは多々あるが、意識不明だったことはない。

　まさか、本当に死んじまうんじゃないだろうか。

　いっつもいっつも死にかけているもんだから、まあそうそう死んだりはしないだろうが。

　あのふてぶてしい奴やつが、そうそう死にはしないと信じるしかないか。

「歩あゆむ、何の話をしているのです？」

　隣となりにいたポニーテールの少女が話しかけてきた。

　スレンダーな長身の体に、ボインボインな胸を持った、誰が見ても『いい女』それが、セラだった。

　普ふ段だんは電話の時に話しかけてくるような空気の読めないことをするような奴じゃないんだが、どうにも俺が大変な話をしてるもんだから、心配になったんだろう。

「ああ、何でも、頭領が刺されたって」

　さくっ。

　俺は刺された。

「と、頭領がっ！　このクソゴミっ！　何故それを早く言わないのですっ！」

　木の葉を剣に変えて、俺の脇わき腹ばらをさくっと突つき刺したセラは、その凜りんとした表情が崩くずれるほどに衝撃を受けていた。

　そりゃあそうだろう。彼女は吸血忍者。そして、刺されたのはその頭領だからな。

「友紀、場所は？」

「病院だ。吸血忍者の経営する──」

「吸血忍者の病院にいるって」

「ありがとうございます」

　一言返すと、まるで忍者のようにその場からふっと消えた。

　どうやら、頭領が心配で心配で、いても立ってもいられなくなったんだろうね。

　ひらひらと木の葉だけを残して、冬の夜空へと消えていった。

「今、セラがそっちに行ったわ。俺も行った方がいいか？」

　ふう、と白い息を空中に吐き、俺は電話の向こうへ話しかける。

「いや、今は吸血忍者以外立ち入り禁止だぜ」

　残念そうな声だった。

「誰にやられたとかは分からないのか？」

「そうなんだぜ。でも、オレたち吸血忍者がやるわけがない。きっと、それ以外の勢力なんだ」

　なるほど、だから、吸血忍者以外立ち入り禁止か。

　犯人は誰なのか。

　そこで重要なのは、どうして刺されたのか、という動機だ。

　タイミングが悪すぎる。

　何故ならば、俺たちは明日あした、三世界サミットを開こうとしていた。

　魔法の世界ヴィリエ。

　死者の向かう世界、冥めい界かい。

　そして、俺たちの生きるこの世界。

　頭領は、俺たちの世界の代表者だった。

　アメリカ大統領でも日本総理大臣でもなく、吸血忍者の頭領が。

　この世界の秩ちつ序じよを守るのが国の役目で、異世界からこの世界の秩序を守っていたのが吸血忍者たちだと言っても、間ま違ちがってはいないからな。

　だが、意識不明の重体となれば、明日のサミットには来れない。

　つまり、サミットを潰つぶしたい誰かの陰いん謀ぼうと考えるのが自然だろう。

　ムカつく。

　俺は和平交こう渉しようが出来るようにしたいんだ。

　何故それを潰したがる？

　戦争がやりたいのか。

　どこのクソったれがやったか知らないが、絶対に暴あばいてやる。

　じっちゃんの名にかけるまでもなく。

「誰がやったのか、こっちでも探してみるが、困ったな。サミットが中止にならなければいいが」

「明日だろ？　そーだよなー。一応サラスが代役したがってたけど」

「あいつを家には呼びたくねえな」

　サラスはすぐに逆セクハラをしてくるからな。

　家なんて逃にげられない場所に現れたら、きっと大変なことになる。

「──相あい川かわぁ」

「どうした？　急にエサが足りないときの子犬みたいな声を出して」

「……相川も……気を付けろよ？　頭領みたいに、誰かに刺されるんじゃねえかって心配なんだ」

　俺は小さく笑ってしまった。

　友紀が少し、ほんの少しだけ可愛かわいいと思ったからだ。

　こいつの心配そうな声は、逆にこっちが心配してしまいそうになる。

「あー、まあ俺も狙ねらわれる可能性はあるかもな。だが、その心配はもう遅おそい」

「え？」

「さっき、セラに刺されたから」

　俺は、含ふくみ笑いをしながら冗じよう談だん交じりに言う。

「ええ！　だ、大だい丈じよう夫ぶなのかよ！」

　友紀は戸惑いを見せる。

　おっと、不ふ謹きん慎しんなギャグだったな。

「俺がこんなに元気なんだ。頭領だって、きっと大丈夫さ」

「そうだな。ありがとう相川。オレ、相川を信じるよ！　きっと、頭領は大丈夫だ」

　やっと、本来の元気な友紀の声が戻もどってきて、俺は嬉うれしかった。







　家に帰った俺たちは、とりあえずセラを待とうと、居間へ向かったのだが──

　ずるーん。

　廊ろう下かに落ちていたビニール袋ぶくろに足を取られ、肩かたまでの茶ちや髪ぱつの髪かみをした魔ま装そう少女、ハルナがチャップリンばりのこけ芸を見せた。

　その一四五センチメートルほどの小さな体が、壁かべに後頭部を打ち付けつつも床ゆかに這はいつくばる。

　その足の滑すべり方は、まるでストリートファイターのベガ様並みで、頭を打ったことで受け身に失敗。

　背中を強打して、打ち上げられた魚のようにのたうち回っていた。

　思わず笑ってしまう、見事なこけ芸。

　今このレベルのこけ芸が出来る人間がいるだろうか。

　ウッチャンナンチャンのウッチャン以降、ちゃんとした『こけ芸』を見た覚えがない。

　思わず、俺は拍はく手しゆをしてしまった。

「笑うなこのバカアユムっ！」

　ブレイクダンスの応用なのか、背中を床に付けたままくるりと回転し、俺のスネに蹴けりをかます。

　痛みを感じない体だったが、想像しただけで痛かった。

　恥はずかしいからって、それを隠かくそうとして急に暴れ出す奴っていますよねー。

　ぴょんと飛び起きたハルナは、恥ずかしいのか目を閉じて、居間へと向かったのだが、床に落ちていたかっちかちのフライドポテトを踏ふんづける。

　さらにそのまま体勢が崩れて、扉とびらの縁ふちに鼻を強打する。

「うっきゅうううう……」とアシカか何かのような鳴き声を出したあと、ハルナはくるりと振ふり返り、びしっと右手を挙げて宣言する。




「掃そう除じだっ！　歴史に名を残すほどの、大掃除だっ！」




　俺は啞あ然ぜんとしていた。

　廊下にビニール袋を落としたのはどうせお前だし、フライドポテトを食べきらなかったのもどうせお前だし、それをぶちまけたままほったらかしにしたのもどうせお前だろうと言ってやりたかった。

　ウチの家で汚よごすのはこいつしかいないからだ。

　だが、あえて言わなかった。

　明日、ここには『王』という肩書きの、それはそれはセレブレティでいて、ハイソサエティでいて、ブルジョアジーで風ふう雅がな奴らがやってくるのだ。

　ちょっとした粗そ相そうで、険悪な雰ふん囲い気きを作ってはいけない。

　イライラした気持ちの人間達が話しても、平和的な交渉にならない。

　大掃除、大だい歓かん迎げいである。
















『大掃除　許可』

　と書かれたメモを俺に見せたのは、銀色の髪をした少女だった。

　プレートアーマーにガントレットという西洋のような格好の、可愛らしい少女だ。

　その可愛らしさを、このまま二時間ほど使って語りたいところだが、やめておこう。

　まあ、今言うべきなのは、彼女が『居間の主』であるということだろう。

　ここは俺の家だが、居間は最も早はや彼女のモノ。

　俺はどこをどう弄いじって貰もらっても構わないが、彼女がダメだと言えば反対しただろう。

「よーし、やるぞっ！　ねぶたっ！」

　アホ毛をぴこんと跳はねさせた少女が賛同した。

　俺もまあ概おおむね賛成だったのだが、懸け念ねんすべきことがあって、そんなに盛り上がれなかった。

　別に、青あお森もり辺りのエレクトリカルパレードが怖こわい訳ではない。

　まあ、祭りみたいに騒さわぎ立てて掃除をされるのは確かに鬱うつ陶とうしいけども。

　明日あしたに控ひかえた三世界会議開かい催さいに向けて、準備を行う。

　それは、必要だと感じていた。

　しかし、どうだろう。

　今のままの方が、庶しよ民みん的で安心感を与あたえるんじゃなかろうか。

　ハルナが大掃除を始めたら、きっとリフォームになるだろうね。

　最悪、ほとんど原型を止とどめないような、「なんということでしょう」状態になりかねない。

　まあ、いっか。

　どうせハルナだったら、どんなリフォームを行おうが、すぐに飽あきて元に戻してくれるはず。

　そう、ヴィリエの魔装少女ならば、元に戻すことが出来るんだ。

　…………出来るよな？

　それが、俺の懸念だった。

「なあハルナ。ねぶた祭りのテンションで掃除をして貰っても構わないが、あとで元に戻せるんだろうな？」

「ハルナちゃんに出来ないことは、何もないっ！」

　腕うでを組んで偉えらそうにふんぞり返る。

　うーん。いまいち信用出来ないな。

　こいつは、どんな質問でもそう答えそうだ。

『私が　出来る』

　だが、ユーが言うなら話は別だ。

　だったら、盛せい大だいにやっちまった方がいいかもな。

「セラが帰ってきたら、驚おどろくような用意をするか」

　サプライズは重要。

　旅館に着いたとき、部屋を見て「へーすごーい」と言えなければ、旅行をした気にはならないだろう？

　やると決まれば、それはそれは盛大なリフォームをやってやろうじゃないか。

「あたしが掃除をするとなれば、それはそれは凄すさまじいから、覚かく悟ごするんだな！」

　ふっふっふ。

　腕を組んで、足にこびりついたフライドポテトを床に擦こすりつけることで取る。

「なんなら、いっそリフォームしてしまってもいいかもな。全体的な模も様よう替がえだ」

　俺の言葉に、ハルナがアホ毛をピコピコさせる。

「やっていいんだなっ！」

『気分も　変わる』

　素す敵てきな提案に、ユーもご満まん悦えつのご様子だった。

　気分転てん換かんか──もしかして、ユーは俺が頭とう領りようが刺さされたことに落ち込んでるなんて心配していたんだろうか？







　とまあ、そんなこんなで大掃除が始まった訳だが──どうせ、通すのは一階の居間だけであって、俺の部屋やハルナの部屋など、二階をどうこうする必要はない。

　とりあえず、居間にあるものを全すべて縁えん側がわから外に出すために、ピクニック等でおなじみの、七色のストライプ柄がらのビニールシートを庭に敷しき詰つめた。

　居間には、大型のプラズマテレビと、それを置く台。

　丸いちゃぶ台と四角い座ざ布ぶ団とん。

　まあ、あとは日用品やらの入った棚たながある程度で、ポスターもソファもない和室だが──十分清せい掃そうは行き届いている。

「まず、どれから動かそうかね」

「テレビだなっ！」

　ゾンビパワーを駆く使しすれば、簡単にテレビを持ち上げることが可能だ。

　ユーはちゃぶ台を、ハルナは──

「あーちょちょちょちょちょちょ……あよーっ！」

　障子の格こう子し状じようになった小部屋的な部分を、一つ一つ突つき破っていた。

　あの野や郎ろう──あれ、子供の頃ころからずっとやりたかったのに。

　日本人の道徳心からはまずやらない行こう為いだが、彼女は破は壊かい大好き魔ま装そう少女だからな。

「和のテイストなんざ捨ててしまえ！」

　そして、とんでもない暴言を吐はき捨てやがった。

　醬しよう油ゆのシミや、お茶のシミなどで見事に汚よごれたカーペットも取り外す。

　一通りの仕事が済んで、すっきりした居間を見ると、この部屋はこんなに広かったのかと実感する。

　モノが置いてないと、部屋ってこんなに清すが々すがしいモノなんだななんて思う。

　まあ、モノがないと不便なんだけどさ。

「さて、何をする？」

「棚を自作する！　あたしはあたしのデザイン以外認めないかんなっ！」

　めんどくせえな。

「じゃあ、ホームセンターでも行って、買い物をすませよう。もう少し人手が欲ほしいところだな。あと、足と」

　ただの高校一年生である俺には、資材を運うん搬ぱんするような乗り物は動かせない。

　まあ、せいぜい自転車ぐらいだろう。

「ふっふっふ。ハルナちゃんに任せなさい」

　そう言いながら、ハルナはびしっと免めん許きよ証しようを取り出した。

　プラチナカードの、クロサイにすら乗れるという、便利アイテムだ。

　当然、この国で発行されたモノじゃない。

　果たして、本当にこの免許証で車に乗っていいのやら。

　何より、ハルナの車に乗っていいのかが疑問ではあるが、セラの車に乗るよりはマシと言えるだろう。

　問題は、その車自体がないところにあるのだが。

　こういうときに頼たよりになるのが、サラスの存在だ。

　セラの上司的な立場で、部隊長の女性。

　あいつは財ざい閥ばつキャラに匹ひつ敵てきするほど、何でもすぐにご用意することが出来る。

　夏になれば、きっと別べつ荘そうなんかにも招待してくれることだろう。

　自家用ジェットですら、簡単に用意してくれるに違ちがいない。

　そんな思いで、俺は電話を掛かける。

「私だ。ダーリンからの電話を、待っていたぞ。二四時間態勢でな」

　その声は、いつもの整ったモノではなかった。

「あー、サラスか？　頭領の件聞いたよ。残念だったな」

　俺は、すぐに気付いた。

　サラスが動どう揺ようしていたことを。

　サラスが、泣いていたことを。

「うむ。私が付いていればこのような事態にはならなかった。と意い気き消しよう沈ちんしていたところにマイダーリンの声が聞けて嬉うれしいよ。何か用なのか？」

「いや、まあ……気を落とすなよ。──すまん、あとで掛け直そうか？」

「問題ない。今し方言ったところだろう？　声を聞けて嬉しいと。大だい丈じよう夫ぶだ。もう涙なみだは止まっている。本当に、良いタイミングだったのだ」

「まあ、なんだ……前向きにな」

「ふふ、デートでもしてくれるか？」

「それぐらいでいいなら、近い内に」

「ありがとう。クソダーリン。で、そろそろ本題を聞こうか」

「実はな、明日に向けて部屋をリフォームしようと思ってるんだが、ホームセンターへ行く車がなくて。そういうときは、お前が頼りになるからさ」

「ほう。ならば、我々のマンションに来ればいい。玄げん関かんにいる管理人に私の名を出せば、人力車からランボルギーニカウンタックまで貸してくれるだろう」

「助かる。まあ、話が通じなかったら、また掛けるかも知れないからそのときにまた。あんまり気を落とすなよ？」

「うむ。貴様の役に立てることが、何よりの薬だ」

　とまあ、サラスの提案を受けて、俺たちは吸血忍にん者じやの集合住宅であるマンションへと向かった。

　ここの一階には、友ゆ紀きも住んでいて、侵しん入にゆう者を爆ばく死しさせたり、侵入者を槍やりで突き殺したり出来る防犯システムがある。

　今となっては懐なつかしいが、全部くらったわ。

　今日は忍しのび込む訳ではないので、正面から入ってすぐの所で管理人らしきおじさんに事情を説明。

　すると、すでにサラスから話は聞いていると、車の鍵かぎをわんさか出された。

「これがいい！」

　なんて、ハルナが取った車の鍵は、黒のＳＵＶ。

　海外ドラマでよくＦＢＩが乗ってたり、犯人グループが乗ってたりする、デカイ車だ。

　これだったら、わんさか積んでも問題ないだろう。

　果たして、本当にハルナがこれを運転していいものか。

　なんて思ってたら──

「相あい川かわー」

　たったったったった。

　おっぱいをぶるんぶるんさせながら、背の小さな少女が駆かけてくる。

　短たん髪ぱつで、冬でも短パンにニーソックス姿の、風の子みたいな吸血忍者。

　友紀だ。

　服にぎゅっと押し込められたおっぱいは、俗ぞくにいう隠かくれ巨きよ乳にゆうという奴やつで、動いてないと存在感がないが、いざ暴れ出すと目に入って気になる存在。

　こいつはこれで陸上部ってんだから、男子に人気があってもおかしくないのだが、残念ながらおつむがあれなせいか、友達としていい奴の域を出ていない。

　このマンションには友紀の部屋もあるからな。そりゃあ会うこともあるだろう。

　手を挙げて「おーう友紀」なんて挨あい拶さつを返そうと思ったが、俺は出来なかった。

　そんな友紀の後ろから、ぞろぞろと屈くつ強きようそうな男達がやってきたからだ。

　誰だれ一人ひとりとして顔を知らないが、強こわ面もての頼りになりそうなお兄さんたち。

　そんな威い圧あつ感かんのある集団が、すぐ側そばまで来ると、足を止める。

　まるで、俺たちを囲むように。

　ということは、俺に用がある。

　ぽんと俺は手を打った。

「もしかして、手伝いに来てくれたのか？」

「おうっ！　サラスに言われてさ」

　さすがサラス。手て際ぎわがいいね。

　車の用意だけではなく、人手まで用意してくれたのか。

「で、その後ろの方々は──」

　俺はずらっと並んだ数十人の男達を見回した。

　皆みんな、一様にタオルをバンダナ風に頭に巻いて、黒いＴシャツ姿だ。

　吸血忍者の方々だろうが、普ふ段だんは何をしてるんだろう。

　──一番近い人に聞いてみる。

「建築関係の方ですか？」

　すると、その人はこう答えた。

「いえ、ラーメン屋です」

　………………あれ？　リフォームのための人員で呼ばれたんだよな？

「じゃあこの方が土木関係の方で？」

「いえ、ラーメン屋です」

　………………あっれ～？　リフォームのための人手だよな？

「ああ～、ご苦労様です～。じゃあ、次の方もラーメン屋の？」

「いえ、親がラーメン屋です」

「へえ～、ラーメン屋のご子息さんで～、はあ～。ねー？　おっきくなってー」

　俺は混乱のあまり、久しぶりに正月で会った祖父のようなリアクションをしてしまっていた。

　だって、言えるわけないじゃない。

　ラーメン屋が何しに来たんだよっ！　なんて。







　さて、ホームセンターで山ほど資材を買い付けて、三〇人ほどの男達と我が家へ帰ってきたのはいいんだが──

「東京都にあります相川家。このお宅では、ある問題を抱かかえておりました。それは──」

　などという妙みようなナレーションをハルナが車の中でボイスレコーダーに吹ふき込んでいたから、俺は気が気ではなかった。

　何な故ぜならば、それは劇的ビフォーアフターのオープニングナレーションに相そう似じしていたからだ。──掃そう除じだけに。

　知っている方は知っているだろうが、知らない人のために言っておこう。

　劇的ビフォーアフターには、『大改造!!』という枕まくら詞ことばが付くのである。ビックリマークことエクスクラメーションマークは二つも付くのだ。ただごとではない。

　リフォームは容認したが、大改造!!　などと言われれば、不安で堪たまらない。

　っていうか、問題は抱えてねえよ！

　問題を抱えていない上で、内装を模も様よう替がえ程度にガラッと全体をリフォームしたいんだって話だよ！

　とまあそんなことを大きな声で言えなかったのは、知らないラーメン屋のお兄さんたちがいたので人見知りしてほとんど何も話せなかったためなのだが。

　部屋にあった家具をがっそり外に出したとき、すでに匠たくみは計算していたのだろう。

　はっ！　しまった。ついつい匠と呼んでしまった。

　ハルナだハルナ。

　大改造は認めないぞ！

「なあハルナ。やるのは、居間だけだよな？」

「んー、一階全部？」

　だと思ったよ。

「いや、明日あしたの夜にはサミット始まるんですけど」

　時間が足りないぞーなんてことを暗に仄ほのめかしてみる。

「だから確定じゃないって言ってんだろっ！　そんくらい分かれよなっ！」

　なるほど。時間があれば、居間以外も全部変えてしまおうってことか。

　こええよ。まあさすがに解体するってことはないだろうが。

　一番の懸け念ねんは、匠が途と中ちゆうで飽あきてしまわないかということだ。

　あんまり、匠の機き嫌げんを損そこねないようにしなければ。

　ハルナは天才だ。

　やると決めれば、きっと完かん璧ぺきなリフォームを成し遂とげるだろう。

　せめて、助すけっ人との方々が土建の方々だったらそっちにお任せするんだが、ラーメン屋だからな。

　みんな、ハルナの言うとおりにしか動けないだろう。

　吸血忍者だろうし、身体能力の高さは圧あつ倒とう的てきだろうし、工事自体は簡単に終わるだろうけど──

　むしろ逆に、簡単には終わらないことを祈いのるばかりだ。

「で、まずは何をするんだ？」

　友紀が軍手をはめて、ぱんぱんと掌てのひらを殴なぐる。

「まず床ゆかを剝はがして基き礎そを──」

「しっかりしてるから大丈夫ですっ！」

　危ない。危あやうく、大改造が始まるところだった。

「じゃあ、庭にアスレチックを──」

「いらねえよ！　そこまでの子供はいねえから！　そして今はモノが溢あふれてるから！」

　危ない。危うく、安全な芝生しばふを敷しき詰つめられるところだった。

「あ、玄関に滝たき作ろうかな」

「いらねえよ！　マイナスイオンはなんの効果もねえからっ！」

　危ない。危うく、ボウフラ発生装置を作られるところだった。

「………………一二月」

　口をむっと噤つぐんだハルナが、急にぼそりと呟つぶやく。

「え？」

「一月、二月って感じなんだけど」

「冬……冬かい……不ふ愉ゆ快かいねっ！　わかりにくいからそこはストレートに言えよ！　何、言葉をリフォームしてんだよっ！」

　まずい。このまま不愉快でいられれば、きっとくだらない暴走をするだろう。

「じゃあ基礎は終わってるとして、次は？」

　友紀に言われて、匠ちゃんは強く言う。

「とりあえず床ゆか暖だん房ぼうにしようっ！」

　それには賛成だと思っていたら──

　携けい帯たいに着信。

　相手は、サラスだった。

「ハルナ、ちょっと電話してくる」

「バユムがいると何にも進まないからなっ！　さっさとどっか行けよなっ！」

　どっか行けは言い過ぎな気もするが、俺は電話に出ながら我が家に背中を向ける。

「どうした？　サラス」

「実は、折り入って話したいことがあるのだ。今から直接会えないだろうか？」

　今から会えないか？

　……サラスにこんなことを言われたら、とある危機感に尻しりがきゅっとすぼまるところだが、深刻そうな声こわ色いろだったので、俺はきりっとした表情で答える。

「ああ、どこへ行けばいい？」

　もしあいつが泣いていたなら、慰なぐさめの言葉が欲ほしいなら、すぐにでも飛んで行ってやるさ。

　別に、恋こいでも愛でもない。

　ただの恩義。

　それだけの恩が、あいつにはあるんだ。







　さて、家のことも心配だったが、最悪そこは魔ま装そう少女の不思議パワーかユーのスーパー謎なぞパワーで元に戻もどして貰もらうことが出来る。

　取り返しがまだ出来そうなリフォームは友紀とハルナ、そしてユーに任せて、俺は一人、指定された場所へと向かった。

　携帯に入ってる地図アプリを見ながらなんとかやってきたのだが──本当にここでいいのか戸と惑まどっていた。

　何故ならそこは──

「うひょー。まるでヤクザだな」

　どでかいお屋や敷しき。

　昔ながらの平屋だ。

　駐ちゆう車しや場じようにはベンツが数台止まっており、屋根はまるで城の屋根みたいに豪ごう華かで、玄げん関かんの戸は黄金に輝かがやいている。

　鉄てつ格ごう子しのような門と、二台の防犯カメラを向けられた状態で、誰だれがこの中に入りたいと思うだろうか。

　それも、ただの高校生が一人で訪ねるとなれば、恐きよう怖ふしかない。

　こんなところにピンポンダッシュでもしてみろ。

　きっと、三枚のお札が必要なレベルの鬼おにみたいな奴やつに追いかけ回されるぞ。

　ここで吉き良ら上こうずけ野の介すけが斬きられたんだよねー。なんて語られれば、「へー」なんて信じてしまいそうなぐらい、城の一部のようなまあ荘そう厳ごんなお屋敷。

　そんなお屋敷をぼけーっと突つっ立って見ていたら、黒い檻おりのような門の向こうに見える玄関から、一人の女性が現れた。

　サラスだ。

「よく来てくれたな。マイダーリン」

　なるほど、防犯カメラを見ていれば、俺が着いたことはすぐに分かるよな。

「電話で話せない内容って、なんだ？」

　ビビっていたことを誤ご魔ま化かすように、俺はポケットに手を入れて、舌でほっぺを内側から押す。

　田舎いなかのヤンキーみたいな感じだな。

「中へ入ってからだ」

　そう言いながら、サラスは笑え顔がおを見せた。

　どうやら、もう気を確かに持っているようだな。

　ごんごんごんごんとゆっくり門が開く。

　自動ドアのようになってるのだろうか。緊きん張ちようをさらに煽あおる開き方だった。

　まあここまで大きいと、ゆっくり開かないと事故になるだろうね。

　中へ足を踏ふみ入れる。

　息を整えていることも悟さとられないようにしないと。

　単純に格好が悪いからな。

　キンキラキンの玄関の中は、ニスでも塗ぬりたくったかのようにテカテカのピカピカで、しんと静まり返っていた。

「中に誰もいないのか？」

　靴くつを脱ぬいで、家の中へ。

「ガチャピンの？」

「なんで突とつ然ぜんガチャピンの中が気になったと思ったんだよ」

「あはは。冗じよう談だんだよ。今は、この屋敷に三人しかいないさ」

　楽しそうに笑いながら、サラスは俺の靴をくるりと反転させて整える。

　なんか、申し訳ない気がする。

「三人、ね」

　つまり、内密な用があるのは、その三人目ということだろう。

　サラスは俺の前に出て、スリッパを用意する。

　俺はそれを履はいて、つるつるの廊ろう下かを音も立てずに歩きだす。

「頭領の容態は？」

「未いまだ、昏こん睡すい状態だが、命に別状はなさそうだ」

　妙な話だ。

　てっきり、頭領が意識を取り戻して、俺を呼び出したんだと思っていたが。

　靴下で歩けばすぐに滑すべりそうな廊下だな。毎日毎日磨みがいてるんだろう。

「失礼します」

　サラスが膝ひざをつき、すっと障子を開けると、広い和室に一人のご老人。

　ご隠いん居きよと言うべきだろうか。

　きりっとした表情のおじいちゃんがいた。

　紋もん付つき袴はかまで腕うでを組み、掛かけ軸じくをバックに、ただ座ざ禅ぜんを組んでいる。

　ただただ、そこでじっと待っていたのだろう。

　一度会ったことがある気がする。

　目を閉じて座っているだけなのに、この存在感と威い圧あつ感かん。

　友達の家に行ったときに、友達のお父さんに会ったときのように、俺は萎い縮しゆくしていた。

　厳格さというのは、佇たたずまいで分かる。

　門限とか、食べ方にうるさそうな、頑がん固こ親おや父じの雰ふん囲い気きを──

「よ！　お久っ！」

　ごっつフランクな人だったーっ！

　たっぷりと蓄たくわえたサンタのようなヒゲ。着物の上からでも分かる筋骨隆りゆう々りゆうな肉体。

　そしてこのフランクさ。──思い出した。

　このじいさんは確か、セラがユーを殺せなんて馬ば鹿かげた任務を放ほう棄きして、吸血忍にん者じやの仲間からハブられていた頃ころにやってきた──

「元げん勲くん老ろう様だ」

　サラスに紹しよう介かいされて、やっと輪りん郭かくを帯びてきた。

　セラの上司であるサラスのさらに上司。

　恐おそらくだが、頭領の次に偉えらい人ってレベルだろうね。

　見た目通り、偉い人なんだろう。

「さ、こっちおいでこっち」

　ちょいちょいっと手招きをされて、俺はおじいちゃんの前に座る。サラスは部屋の中に入ってすぐのところに正座していた。

「お久しぶりです」

　俺がぺこりと頭を下げる。

「実はさー。込み入った話になっちゃってんだよねー」

　ぽりぽりと頭を搔かきながら、元勲老は困った顔を見せる。

「と、いうと？」

　深刻そうな表情に、俺は緊張して返した。

　んーと元勲老は唸うなり、果たして言うべきかを悩なやんでいる様子だった。

　俺は待った。

　呼んだ以上は、絶対に理由を言うはずだ。

　一度は相談しようと決めたはずなのに、ここにきてまだ躊ちゆう躇ちよするほどの案件だってことだ。

　さっきから瞑めい想そうのように目を閉じていたのも、ずっと考えていたのだろう。




「頭領を刺さしたのは──吸血忍者の誰かじゃ」




　ぞくり。

　言葉に刺された。

　噓うそだろ？

　吸血忍者の誰か？　が、頭領を刺した？

　友紀は、それはないと言っていた。

　俺も、それはないと思っていた。

「で、俺を呼んだのは？」

　驚おどろきを隠かくしつつ、話を進める。

「ほら、三世界サミットあるじゃない」

「はあ」

「あれの代役に、彩あや香かを呼ぼうと思うんだけども」

「ん？　誰ですか？」

　どっかで聞いたような聞いてないような、そんな忘ぼう却きやくの彼方かなたで聞いた名前に、俺は聞き返した。

「頭領の娘むすめさんだ」

　サラスがそっと教えてくれた。

　頭領、子供いたんだっけ？　そう言えば昔そんな話を聞いたような気もする。

「吸血忍者ってみんな西洋系の名前だと思ってましたけど……」

　サラスもセラも、友紀だってメイルなんたらって名前があって偽ぎ名めいだったはず。

　なのに、彩香？

　吸血忍者らしくない。

「彩香は吸血忍者の修しゆ行ぎようを全然やんないからなー。未だに、その能力も名も与あたえられてないんだわ」

　なるほど、吸血忍者としての名前を貰もらうには、それなりの修行とかをしなきゃならないんだな。

　そんな話も聞いたことがあるような気がする。

　一回聞いたぐらいで全すべて覚えられるほど、俺は頭が良くないからな。

　頭領の娘なのに、吸血忍者としては半人前か──

　そりゃあ、頭領の跡あと継つぎとしては反対する声があってもおかしくはないかな。

　頭領の娘──あれ？

「ちょ、ちょっと待って下さいよ。えっと、たしか頭領が姿を消したのは一〇〇年前ですよね？」

「うんうん」

　元勲老のじいさんは、小動物のように首を動かして肯こう定ていする。

「ってことは、それ以前にお生まれになった娘さんってことですよね？」

「うんうん」

「吸血忍者になってないってことは──不老の力とかもないんじゃ」

　吸血忍者の力を得ているならまだしも、その前だってことだからな。

「あるよ」

　元勲老はあっさり言った。

「なんで？」

　俺は、眉み間けんにシワを寄せて返す。何か、複雑な理由でもあるのだろうか？

「だって、頭領は異世界人だもの」

　………………あ。

　俺は思い出した。

　そうか。

　頭領は元々、ヴィリエの人間。

　その子供も、ヴィリエの、魔ま装そう少女の血が受け継つがれているんだ。

　あの、万年ロリ集団の。

　あいつらは若ければ若いほど強いイメージがあるからな。

「だったら、吸血忍者にだってすぐなれるんじゃ」

「だから、修行しないんだってば。あの子はのー。なんでもすぐに出来ちゃうから、何かをやろうって思うまでが遅おそい。遅すぎるんだのー」

　どっかで聞いたような話だった。

　何でも出来ちゃうという天才ぶりから、全てがつまらなくなり、学校を不登校になった少女の話。

　それを、昔聞いたことがある。

　ハルナ。そうだ。ハルナがそうだった。

　ハルナはヴィリエの人間とこの世界の人間のハーフ。

　そして、その彩香という子もまた、同じ境きよう遇ぐう。

　現世とヴィリエのハーフには天才が生まれる──なんてダービースタリオンみたいなことを考えてしまった。

「で、その子を代役にするってのには別に反対しないが──その子は事情とか分かってるんですか？」

「まあ、新幹線の中でざっと説明すれば、それで全て把は握あく出来るだろうに。頭は良い子だから」

　聞けば聞くほどにハルナそっくりだな。

「俺を呼んだ理由は、その子の護衛ってことだな？」

「お？　察するねぇ～」

　元勲老はにやりと微ほほ笑えんだ。

「吸血忍者に刺された頭領。恐らくその理由は、三世界サミットを潰つぶすことだろう。だから、吸血忍者ではない人間に護衛をさせたい。つまりはそういうことでしょう」

「まさしくその通り。だからこうして、内密に話してる訳よ」

「受けてくれるな？」

　後ろから、サラスに催さい促そくされる。

「受けるも何も、そうしないとサミットにならないんだから。でも、いいのか？」

「む？」

「たしか、保守派革新派って、跡継ぎにもめてたんだろ？　サミットに彩香さんを出したら、その時点で後こう継けい者しやとして認めることになるんじゃ」

「そうはならんよ。あくまでサミットの代理は権力を持つ者がいいというだけのこと」

「それだったら、元勲老さんでもいいんじゃない？　総理が行けないからって総理の子供を行かせるより、大臣が出るべきだろう」

「ワシ、保守派だもの」

　そもそも吸血忍者は、頭領が不在の間、二つに分かれていた。

　それは跡継ぎを誰だれにするかという問題だ。

　確か、吸血忍者には、その血筋の者が後を継ぐという伝統というか掟おきてがあり、それに準じて彩香さんを頭領にするか、それともちゃんとした吸血忍者の修行を受けたみんなから信望の厚い吸血忍者の誰かを頭領に据すえるか。

　掟のまま彩香さんにしたいという護憲派、つまり保守派と、その掟を破ってでも別の優ゆう秀しゆうな人間を頭領に据えたいという改憲派、つまり革新派がいる訳だ。

「悔くやしいが、彩香様が現在一番『次期頭領』に近いからな。権力がないわけでも、交こう渉しよう力がない訳でもないのだ」

「そうか。サラスがそういうなら、革新派も納なつ得とくしてくれるんだろう」

「この屋や敷しきまで連れてきてくれればいい。簡単なことじゃろう？」

　元勲老のじいさんは、そう言ってウインクを一つ。

　誰も喜ばねーぞ、それ。

「──で、その子はいつ来るんだ？」

　俺は元勲老から視線を逸そらし、サラスに聞く。

「もうすでに里を発たっている。二時間か三時間と言ったところだろう」

「急な話だな、おい」

「うむ。迅じん速そくに行動すれば、それだけ隠おん密みつに進めることが出来る」

　なるほどね。吸血忍者は情報のエキスパートだ。

　時間を掛かければ、すぐに彩香ちゃんとやらの上京に気付くだろう。

「彩香様は普ふ段だん、ずーっと家に引きこもっているんだが、ちょうど東京に来たいと思っていたそうで、快かい諾だくしてくれた」

　引きこもりなのに、外に出ることをよしとしたのか？

　いや、強引に出そうとするから引く訳で、きっかけさえあれば行動力を発揮するタイプの引きこもりは存在する。

　彩香ちゃんってのは、そういうタイプなのだろう。

　根っからのダメ人間という訳ではなさそうだ。

「機き嫌げんを損そこねぬようにな」

　サラスに釘くぎを刺される。

「へいへい」

「気に入られなければ、すぐにどこかへ消えてしまうからのー」

　俺は引きつった顔で溜ため息を吐ついた。

「気に入られなければ、ね」

　そこもまた、ハルナっぽいなと俺は思った。

「話はそれだけじゃ。では、あとで東京駅まで迎むかえに行って欲しいんじゃけども」

「分かった。彩香ちゃんは任せてくれ」

　決意して、俺は立ち上がる。

「よろしく～」

　ぱたぱたと手を振ふる元勲老のじいさんにぺこりと頭を下げて、サラスと廊ろう下かへ出た。

「といってもあと二時間ぐらい時間があるな」

　んーと体を伸のばしながら、つるつるの廊下を進む。

「二時間か──ちょうど、ご休きゆう憩けいだな」

　俺の後ろを、楽しそうにサラスが付いてきた。

「ご休憩？」

　聞き慣れぬ言葉を聞き返す。

「うむ。よし、クソダーリンよ！　カラオケにいくぞ」

「ああ、カラオケのことか」

　だったら最初からそう言えよと思いながら、小さく返事をしていると──

「二時間五〇〇〇円の」

　サラスの言葉に、俺は思わず振り返る。

「どこだよそこはっ！　何を頼たのんだら五〇〇〇円になるんだよっ！」

　カラオケってのは、なんだかんだで五〇〇〇円を超こえることだってあるが、たった二時間で五〇〇〇円超えようと思うなら、色々な飯を注文しないと──

　待てよ。俺がいつも二時間一〇〇〇円ぐらいの場所に行くからで、実は普通なのだろうか？

「まだまだ、子供だな」

「何が」

　俺は一人分からないまま、妖あやしく笑うサラスに顔を引きつらせていた。







　さて、カラオケに行く～なんて言いながら、凄すさまじいラブホテル街につれてこられ、全力ダッシュで逃にげた結果、東京駅に着いた訳だが。

　朝、昼と国会に時間を取られ、帰って大おお掃そう除じを始めて、サラスに呼び出されて、東京駅に来て。

　今は何時なのかも定かではない。

「まだ一時間以上はあるだろうな」

　俺は駅の改札を出たところにある柱にもたれ掛かりながら呟つぶやいた。

「うむ。だからカラオケに行こうと言ったのだが──」

　隣となりには、サラスの姿がある。

　俺と同じく柱にもたれ掛かり、さらに俺の肩かたにも、もたれ掛かろうとしやがったので、少し距きよ離りを取る。

「噓うそだよっ！　マイクに似た変なマッサージ器がカバンから出てるよっ！　それで何をぶるぶるするつもりだったんだよ！」

「貴様の、尻しり──だが？」

「なんだよその『ご存じでしょ』感は」

　ぴしっとデコピンを食らわせてやると、サラスは何な故ぜか満足そうに笑顔を見せる。

「で、どういう奴やつなんだ？　その彩香さんってのは」

「うむ。我々の畑であるネットアイドルランキングがあるのだが」

　サラスは吸血忍にん者じやの部隊長をしながら、密ひそかにアイドルをやっている。

　まあ、そんなテレビに出るようなタイプではなく、知る人ぞ知ると言った感じの大おお江え戸ど線ぐらいの地下アイドルなのだが、その人気はかなりのモノで、ライブをやればそりゃあ男達がアリのように群がってくる。

「ほうほう」

「その一位が、彩香様だ」

　俺は驚おどろきを隠かくせなかった。

　何が引きこもりだよ。

　がっつりアウトドア少女だろうが。

　それも、一位って凄すごいな。まあサラスが何位なのか知らないけど。

「ってことは、お前より可愛かわいいってことか」

「そうではない」

　ずばっと即そく答とうしやがった。やはり、一応上司が相手でもプライドは曲げられないのだろうね。

「言い切ったなー。じゃあ、なんか他ほかに売り文句があるってことかね」

「たまにおるだろう。ほら、心しん霊れいアイドル。あの類たぐいだ」

「あー、霊的なモノに敏びん感かんな奴ね。たまーにいるよな。でも、それは一位になれないタイプだろう。一部の方に人気な程度で」

「除じよ霊れいショーが大人気なのだ」

「除霊ショーって何っ！」

　くっそー。悔しいが興きよう味み津しん々しんだ。

「うむ。客を集めて霊を呼び出し、その場で除霊するライブだ」

「ふーん」

　聞き流すように聞いていたが、俺は内心ではこう叫さけんでいた。

　見てえええええっ！

　幽ゆう霊れい生で見れんのっ！

　って、それが成じよう仏ぶつするところまで見られるだとっ！

　マジで見られるんだったら、確かに一度は見てみたい。

　気になるわー。

「ちょうど、前にやった除霊ショーの映像があるが」

　サラスがカバンから、アイパッド的なＰＤＡを取り出した。

「ふーん」

　くそ……

　見たい。

　見たいじゃないか。

　しかし、一度聞き流すクールな男を演じてしまった以上、今いま更さら興味があるとは言えない。

　ここは、紹しよう介かいしたいというサラスの気持ちが冷めてしまわないことを祈いのろう。

「見るか？　ダーリン」

「ああ……まあ……再生してみれば？」

　イヤホンを片耳ずつ、サラスと分けて付ける。

　肩を寄り添い、まるでプリクラで写真を撮とるかのように引っ付いて、割と大きめの画面を見る。

　動画を再生すると、わーっと盛り上がった観客の声が耳に響ひびいた。

　客を集めて除霊をするとは聞いていたが、なんだこの数は。

　三〇〇人？　五〇〇……いや、もっといるだろう。

　古ふる井い戸どを囲むように、人が溢あふれていた。

　当然のように真っ暗な夜に、明かりも何もない野外ライブだ。

「ここで、どんな霊が出たんだ？」

「うむ。皿屋敷を知ってるか？」

「え？　あーあの、一〇枚の皿を管理してた絶世の美女だったお菊きくさんが、振った男か誰だれかに皿を一枚隠されて、盗ぬすまれたとかなんとか濡ぬれ衣ぎぬを着せられた末に殺された、いちま～い、にま～い、一枚足りない──っていう超ちよう有名な怪かい談だんだな」

「あれを除霊したのが、彩香様だ」

「除霊したの！　これ？　お菊さん！」

　俺はとうとう興奮してしまった。

　おいおい、てっきり、そこらの地じ縛ばく霊れいとか、写真の影かげに映る猫ねことか、そんなちゃっちい奴だと思っていたが、霊界の大スターじゃねえか！

　だからこんな大観衆がついてるのか。

　もっと大々的にやれば金が取れるなんて、やらしいことを考えてしまう。

「落語の『お菊の皿』じゃないんだから」

「ほう、さすがいちマ～イダーリン。落語にも精通しているか」

「ちょっとお菊さんっぽく言ってんじゃねえよ」

　ひゅ～、どろどろどろどろ……

　なんて、昔ながらの音楽が流れると──

『いよっ！　待ってましたっ！』

　なんて、江え戸どっ子の声が飛ぶ。

『さあ！　やって参りました除霊ショーっ！　今こ宵よい、何かがぁ起きるっ！』

「おい、今なんかアナウンサー的な奴がいたが」

「さすがに暗いからな。実じつ況きよう付きだ」

　ちゃんと大々的にやってるじゃないか。

「もっと客が入ってもおかしくないな」

「ああ、応おう募ぼ総数は八万件を超えていたが、さすがにそこは人数を絞しぼったのだよ」

　さすがナンバーワンアイドル。単独ライブで八万人を呼ぶか。

　そうこうしている内に、青い光がぱあっと空を照らし、井戸からおどろおどろしい美女が飛び出した。

　そうだ。

　お菊さんという方は、それはそれは、絶世の美女と言われている。

　いざこうして目にすると、やっぱり感かん慨がい深ぶかいな。

　死ぬには勿もつ体たいない。いや、若く綺き麗れいなまま死んでしまったから、この美女の霊が見ることが出来たとも考えられるが──

『おおっと！　ここで登場っ！　我らが最強アイドル、彩香様だーっ！』

　観客席の間にある花道を、一人の少女が歩いてくる。

　ところどころがエロく開いた巫み女こ服に紅あかいミニスカートの少女が、くいっとメガネを押し上げて、ぺこぺこと頭を下げながら井戸へと向かった。

『彩香様～』『彩香様ーっ！』

　どうもすいません的な感じに頭を下げる申し訳なさそうな女の子に、絶え間ない歓かん声せいが飛ぶ。

　っていうか、みんな様付けで呼ぶんだな。

　ファンのお約束って奴か。

『さあ！　解説の星ほし川かわ綺き羅ら々らさん、いかがでしょうか？』

　聞いたことのある名前が出てきて、俺は画面からサラスの端たん整せいな顔に視線を移した。

「お前、解説だったのか」

　そうだ。星川綺羅々というのは、サラスの偽ぎ名めい。

　学校では、そう名乗っているのだ。

「うむ。最前列で見れて良かったぞ」

　ちょっと羨うらやましいと感じてしまった。

『お菊さんという幽霊は、皿の数を数えてくる』

『ええ』

『九枚数えられれば──死が待っているだろうな』

『はあ～、それはそれは怖こわいですねぇ』

『八枚でも、心身に支障を来きたす恐おそれがある』

『強敵ですねぇ～。彩香様は勝てるんでしょうか？』

『難しい勝負になるだろう』

　サラスの解説を聞いて、観客達は静まり返ってしまった。

　何故ならば、対岸の火事ではないからだ。

　九枚数えられれば死ぬ。

　その現場に、自分たちもいるのだ。

『皆みなの者、悪いことは言わん、いつでも席を外してくれ』

　あとは自己責任ってことか。

　いいね、こういう緊きん張ちよう感かん。

　スカイダイビングと同じだ。

　もしかしたら、死ぬかもしれない。

　もしかしたら──と色々考えていくが、結局は、取り仕切る人間を信じられるかどうかにかかってくる。

　つまり、彩香ちゃんをどれだけ愛しているのかという、ファンたちの意地が試ためされているチキンレースなのだ。

『うらめしや～』

　お菊さんが井戸を離はなれ、ゆっくりと彩香ちゃんのところへやってくる。

　彩香ちゃんは何も言わず、すっと構える。

　その構えは、まるで北ほく斗と神しん拳けんでも繰くり出すかのようだった。

　もしかして、素す手ででやんのか？

『いちま～い』

『あーっとっ！　お菊さんの恨うらみ節が始まってしまったーっ！』

　実況ノリノリだな。

『マズイな。彩香様はまだ、除霊態勢に入っていない。先手を打ってきたんだ』

　除霊態勢ってなんやねん。

『にま～い』

　二枚目で早さつ速そく彩香ちゃんは動く。

　カメラアングルが上う手まいのか、スカートの中は見えなかったが、まるで水鳥が飛び立つかのように飛び上がった。

『ああ～っと！　あれはっ！　涅ね槃はん稲いな妻ずま脳のう天てん蹴げりだーっ！　いきなりの大おお技わざが出ましたね星川さん』

『うむ。どうやら、短期決戦で行くようだ』

　空高く舞まい上がった彩香ちゃんは、垂直落下して、お菊さんの脳天を踏ふみつける。

『これにはお菊さんもダウーンっ！　星川さんこれは一発で決まってしまうんじゃないですか？』

『いや、そうもいかないようだ』

『さんま～い』

『あーっと！　あのお岩いわさんを成仏させた涅槃稲妻脳天蹴りを食らっても、まだ数えるのをやめないーっ！』

　お岩さんって、四よつ谷や怪談の？　マジかよ。そっちの対決も見たかったわ。

『よんま～い』

　数を数えながらも、お菊さんは足あし下もとがふらついていた。

　効いてるーっ！　なんたら蹴りが割と効いてるーっ！

　そんなお菊さんの背後に回っていた彩香ちゃんは、ぐっとお菊さんの腰こしに腕うでを回した。

『で、ででで出たーっ！　オンマユシエイバックブリーカーっ！　からの～、唯ゆい我が独どく尊そんホールドーっ！』

　腰を摑つかんで、後ろへ肩かたから落とし、弱ったお菊さんにチョークスリーパーを掛ける彩香ちゃん。

　そうはさせまいと必死に巫女服の袖そでを引っ張るが、彩香ちゃんはビクともしない。

『うむ。見事に決まったな。勝負あったと見た』

『ごぉろくななっ！　……ま～い』

　ずるをしたっ！

　お菊さん今早口で進めたーっ！

　ブーイングの嵐あらしが巻き起こる。

『お菊さんの悪あく霊りようっぷりに、観客は騒そう然ぜんとしていますねぇ』

『だが、もう無理だろう。彩香様は喉のどを潰つぶした』

　なるほど。だからチョークスリーパーだったのか。

　数えさせなければ、それでいいのだから。

『は、はち……はちま～い』

　振ふり絞って、声を出すお菊さん。

『あーっとっ！　とうとう八枚目行ったーっ！　星川さん、なんだか私、頭痛がしてきました』

『ああ、私も頭がガンガンしているよ』

　あと一枚。

　あと一枚で皆死んでしまうかもしれない。

　なのに、誰だれもその場を動こうとはしなかった。

　絶対的な信しん頼らいを、彩香ちゃんに向けているのだろう。

『きゅ……きゅ……』

　ダメか？

　マズイ。

　死ぬっ！

　緊張感が、辺りを支配する。

　そこにあったのは、絶望。

　諦あきらめようとしたのか、何人かが立ち上がってその場を去ろうとしている。

　が──

　ぱんぱんぱんぱん……

　お菊さんが彩香ちゃんの腕をしきりにタップした。

　カーンカーンカーンカーン。

　終しゆう了りようのゴングが鳴り響ひびいていた。

　ギブアップしたお菊さんの体はすーっと青い光になり、そして四散してしまったのだ。

「これで、成じよう仏ぶつしたんだ？」

「ああ。負けを認めてしまったがために、この世に維い持じできる力を失ったのだ。怨おん霊りようというのは、恨みを媒ばい体たいに止とどまっている。その気持ちを忘れてしまえば、成仏するのだよ」

「いやー。俺、彩香ちゃんファンになりそうだわ。他ほかにはないのか？」

「そうだな。あとは──画面から出てくるタイプの、髪かみの長い女の霊れいとか」

　画面から出てくる……怨霊……

「って！　貞さだ子こ除霊したのかよ！」

「いや、そこまでの有名人ではない。同じタイプの幽ゆう霊れいではあったが──ああこれだ」

　サラスがその時の動画を探し出してくれた。

　俺は、見たくて見たくて仕方が無かった。

「これは……映画館？」

「うむ。大おお阪さかステーションシティシネマで呪のろいのビデオを上映してな」

「大画面大音量だな」

「怨霊だけに大音量？　ふふ、面おも白しろいぞ。クソダーリン」

「そんなつもりはなかったし、面白くもねえ」

　三〇〇人ぐらいは収容出来そうな、広い映画館だった。

　座り心地ごこちの良さそうな椅い子すに、みんな大人しく座り、大画面にはざーっと砂すな嵐あらしのような映像が流れている。

　もうすでに始まっている様子だった。

『さあ、果たして貞子的な彼女は現れるのでしょうか？』

　また、実じつ況きようが存在するな。館内放送での実況だ。

　画面の前には、一人の少女が体育座りをしていた。

　カメラはその少女へぐーんと寄って、決してパンツが映らないようなアングルでカメラを回していた。

　アイドルのパンチラは映さない。なんともプロの仕し業わざだな。

　一〇分ほどすると──それは現れる。

　大画面一いつ杯ぱいに、黒く長い髪の女性がドアップで映り、思わずわっと声が上がる。

　そして──

　くーるー、きっとくるーきっとくるー。

　的な音楽が頭の中を巡めぐる。

　実際には、ざーっとうるさいぐらいの音でしかないが、きっとこの場にいる客の頭の中では、みんな俺と同じようなＢＧＭが流れていただろう。

　ぬ～っと、大画面から、女性が飛び出した。

　スリーディーという訳ではない。

　呪いのビデオに込こめられた『怨霊』が、実体化して出てきたのだ。

　といっても、人間サイズ。

　画面が大きいからといって、巨きよ大だい化するとか、数が増えるとかはないようだ。

　髪が長すぎて顔は見えない。

　白いワンピースはところどころ血で汚よごれている。

　一人で部屋にいる状態でこうやって出てこられたら、それは恐きよう怖ふだろうが、ここは映画館で、人が多い。

『うわ、めっちゃおる……』

　確かに、小さく貞子的な怨霊はそう呟つぶやいた。昨今の高性能マイクで音声を拾われてしまったのだ。

　しかし、貞子的な怨霊は、こう思ったのだろう。

　幽霊が、怖おじ気けづいてはいけない──と。

　それ以上は何も喋しやべらなくなった。

　体育座りしていた彩香ちゃんは立ち上がる。

『さあ、今回はどういった技が飛び出すのか』

　実況も盛り上がる。

　俺も興きよう味み津しん々しんで、最も早はや何も言わずにただ見守っていた。

　先制攻こう撃げきは──ドロップキックだった。

『ああ～っと！　出たーっ！　婆ば娑さ羅らドロップキックだーっ！』

　高い。とても高い位置のドロップキックだった。

　やっと見ることの出来たパンツは、レモンイエロー。

　吹ふっ飛ばされた貞子的な怨霊は、四よつん這ばいになって反撃に出る。

　が、次の瞬しゆん間かん──

　彩香ちゃんの両足は、貞子的な怨霊の頭を挟はさんでいた。

『捨しや無む量りよう心しんシュタイナーっ！』

　ぐるんと回転し、貞子的怨霊を投げ飛ばす。

『か～ら～の～？』

　フランケンシュタイナー的な投げ技では終わらない。

　誰も、それを望んでいない。

　俺もまた、実況のアナウンサーと同じ気持ち。

「か～ら～の～？」と頭で呟いていた。

　そして、その期待通り、彩香ちゃんはグロッキー状態の貞子的怨霊の手を取る。

『で、ででで出たーっ！　法ほう蓮れん華げ固めだーっ！』

　そして、チキンウィング。

　いや、腕と同時に首も絞しめている。チキンウィング・フェイスロックのキャメルクラッチ風だな。維い新しん力りきのアルカトラズが一番近いだろう。

　これに、貞子的怨霊は堪たまらず、タップしてしまう。

『あーっとここでギブアップ～っ！　怒ど濤とうの展開に私も付いていけませんでしたっ！』

　見事な早業で、勝利を勝ち得てしまった。

　これは、見せるプロレスではない。

　命を賭かけた、除霊なのだ。

　拍はく手しゆ喝かつ采さいのまま、除霊ショーは終わりを迎むかえる。

　さすがはナンバーワン。並なみ大たい抵ていのパフォーマンスではないだろうと思ってはいたが、まさかこれほどとは。

　貞子的な怨霊はすぐにギブアップしてしまったが、俺的には大満足の試合内容だった。

「壮そう絶ぜつなライブだな」

　いやあ、お腹なかいっぱいだわ。

　サラスはＰＤＡをカバンにしまう。

「それだけに、終わったあとの絶対的な信頼は凄すさまじいモノがあった。あれは最早アイドルではなく宗教と言えるだろう」

「いやもう最初から宗教だよっ！　除霊とかやってる時点で宗教だよ！」

「はは、そうだな」

「でも会ってみたいわー。俺、この子にちょっと興味が出てきたよ」

「私には興味がないのか？」

「まあまあ、そうふくれるなよ。お前のことが嫌きらいだったら、今ここにこうして一いつ緒しよにはいないだろ？　ほら、彩香ちゃんの声とかって全然動画ではなかったからさ。気になったんだよ。どういう格好で来るのかな」

　アイドルが一言も発しないのにライブが成立するなんて、初めて見たからな。

「背は低いな。あと目が悪いから、コンタクトでもしてるんじゃないだろうか」

　サラスは彩香ちゃんのことを必死に伝えようと、身み振ぶり手振りを交えるが──

「なるほどなるほど、背が低くてコンタクトレンズの女性──一杯おるわっ！　今ぱっと目に入っただけでも数十人レベルでおるわ！　そもそもコンタクトレンズは外見的に見分けがつかねえよ」

　伝わらないわー。

　それじゃあ全然足りないわー。

「一理あるな」

　むむむ、とサラスは困ったように呟いた。

「そもそも、吸血忍にん者じやで目が悪いってどういうこと！　吸きゆう血けつ鬼きも忍者もすんごい目が良いイメージしかないわ」

「夜よ更ふかしが多いからな。目が充じゆう血けつしてる」

「目が赤いお前が言うなよ」

「むー、他に特とく徴ちよう的なところは──ないな」

　困ったように呟くサラス。

　そのまま同じような話を延々と続けていたら、ふと目の端はしに見慣れない格好の少女が映る。

　それは、赤いミニスカートに白い──巫み女こ服。

　………………巫女服ねー。

　メガネを掛かけた──

　………………メガネねー。

　………………あれじゃねえか？

　なんて気付くのに、さほど時間はかからなかった。

























　たったったったった。

　彩あや香かちゃんは笑え顔がおのまま走ってきて、サラスに向かって──

「遅おくれてすまぬ」

　頭を下げた。

　顔は、可愛かわいい。中学生ぐらい──というか、ハルナと同じぐらいの身長だな。

　声は思ったよりも低めで、どこかどんよりと暗かった。

「いえ、むしろ思っていたより早いぐらいだ」

　とフォローをしてみる。

「お一人ですか？」

　とサラスが辺りを見回す。確かに、頭とう領りようの娘むすめがなんの護衛もなしにやってくるなんてな。

「うむ。二人ほどそこにおるよ」

　見れば、明らかにＳＰっぽい黒スーツにサングラスの男がこちらをちらちらと窺うかがっている。

　サラスと目が合って、一つ頷うなずくと、くるりと踵きびすを返して去って行った。

　引き継つぎは、それで完かん了りようしたようだ。

「で、此こ奴やつは？」

　此奴ってなんだよ。三時の此奴。なんつって。

「これは、私のダーリンこと、相あい川かわ歩あゆむだ」

「ほほう。ほうほう」

　メガネをくいっとあげて、じーっと上から下まで俺を観察する。

「そんなに格好良くはないのう」

　ずけずけと本音をいう。

　吸血忍者らしい物言いだな、おい。歯に衣きぬ着せぬというか。

「君が彩香さん？」

「そうじゃが？」

　サラスをちらりと睨にらむ。

　コンタクトじゃなくてメガネじゃねえか。

「初めましてー。よろしくお願いします」

　初対面ということもあり、少し人見知りしながらも声を掛ける。

「こちらこそよろしく。──どうせ明日あしたには死ぬかもだが」

「へ？」

「彩香様は、とことんネガティブ思考な方なのだ」

　ネガティブね。

「じゃあ、別に病気を患わずらってるって訳でもないんだな？」

「うむ。そうじゃ。まあ、今日中に患う可能性もあるけども……」

　面めん倒どう臭くさいっ！

「では、参りましょうか」

「どこへ？」

　俺はサラスの提案に、首を傾かしげた。

　そう言えば、彩香ちゃんをどうするかのプランを聞いていなかった。

　最終的には、元げん勲くん老ろうのじいさんのところへ連れて行くんだろうけど。

「秋あき葉は原ばらを見に行きたいと言ってられたので」

「そうじゃそうじゃ。──どうせ雨だけど」

「晴れてるわっ！　今日一日からっからだったわっ！」

　という俺のツッコミに、彩香ちゃんはずいーっと引いた。

「ぐいぐい系……引くわー」

　柱の陰かげに隠かくれて、ぼそりと呟つぶやく。

　気に入られるようにしないと、どこかへ消えてしまうかもしれない。

　なるほど、その通りだな。

　もう嫌きらわれた感じもするけども。







　秋葉原という場所は、よく行ってみたいなどと言われる場所ではあるが、ここほど目的無しで来て面おも白しろくない場所はないと俺は思う。

　観光地として有名だが、何な故ぜこんなにこぞってオタク達がやってくるのか。

　全く理解が出来ない。

　平ひら松まつの時みたいに、ただパソコンパーツを見て回る？

　あれは目的があったのと、平松が知った仲だから楽しかった訳で。

　今は初対面の人間と一いつ緒しよな訳で。

　サラスがいてくれてこれほど心強いと思ったことは──まあ多々あるが、心強いランキング一位と言ってもいいだろうね。

「ところで、彩香ちゃん」

「はっ！　すでにちゃんになっておる！　主、さては妾わらわを自分より年下だと思うたの？」

　まあ、さすがヴィリエの人間の娘というだけあって、どこからどうみても中学生にしか見えないからな。足が綺き麗れいだ。足が。

　胸はほとんどないと言っていいな。いや、巫み女こ服のせいでわかりにくいだけで、脱ぬいだら凄すごいのだろうか。

　まあ今の俺は大きかろうが小さかろうが愛することを誓ちかえる寛かん容ようさを持っているが。

「じゃあさん付けに戻もどすわ」

「いや、構わぬ。──どうせ、妾なんて……」

　まだ、この子の考えが分からないな。

　人間には、地じ雷らいがある。

　絶対に言ってはいけない言葉。

　ユーの前で『死ね』なんて言えば、冗じよう談だんでも怒おこるだろう。

　そんな『地雷』が、彩香ちゃんには多すぎる。

　駅の改札で、俺とサラスはピッとやるだけで通るが、遠くからやってきた彩香ちゃんは切きつ符ぷだった。

　少し戸と惑まどいながら、改札の前で止まっていた。

「どうした？」

「う、うむ……通れないのではないかと不安なのじゃ」

「大だい丈じよう夫ぶだって」

　彩香ちゃんは切符を入れると、ダッシュで改札を抜ぬけようとして──

　腹部を強打した。

「うぐっ」

　何故か、改札に引っかかったのだ。

　手順はおかしくなかった。だが、センサーの誤作動かなんなのか、ともかく、走ったのが原因だろうと考える。

　もぞもぞと体を捻ひねって、強引に改札を抜けた彩香ちゃんは、その場に崩くずれ落ちる。

「やっぱり……こうなると思ったわ」

　ほらな。と言いたげに、悲しそうな表情を浮うかべてお腹なかを押さえる。

「大丈夫ですか？」

　サラスの手を貸りて、苦しそうに立ち上がる。

「東京は怖こわいところじゃな」

　えー。

　東京に限らないだろー。

　これが、引きこもり精神の成せる業わざなのだろうか。

　またもや、嫌われただろうな。

「まあ運が悪かったってことで」

「そうじゃな。どうせ妾に──運は回ってこぬわ」

　どんなフォローも跳はね返す。こういう奴やつは周りにいなかったなー。

　どう対処すべきか、悩なやみどころだな。

　駅を出て、ガンダムカフェなどを目にすると、どんどん彩香ちゃんのテンションが上がっていくのが見て取れた。

「で、どこへ行くんだ？」

　聞いてみる。

　まさか、ぶらぶらしたいだけじゃないだろうな？

　ぶらぶらうろうろ歩くだけだったら、池いけ袋ぶくろの方が有意義だ。

「アニメイトじゃ。──妾が行く頃ころには閉まってるだろうけど」

　いやいや、閉まってる訳ないって。

　とは返さなかった。

　よく分かった。

　彼女のネガティブ発言は、スルーが正解。

　フォローをしても、通用しないんだからな。

　ガンダムカフェに並ぶ同じファッションセンスの男子を横目に、両手を大きく振ふって歩いていく。

　ふわっ、ふわっと髪かみが揺ゆれるのが、見ていて面白かった。

「ふーふふーふ、ふふふふぅーふーふー」

　上じよう機き嫌げんに小さく鼻歌を歌いながら、少しスキップまで見せた。

「なんでサモンナイト３やねん」

　ぼそりと俺が呟くと、彩香ちゃんはぐるりと首をこちらへ向ける。

「な、なんすか？」

　突とつ然ぜんのことに少し怖くなってしまった。

　続いて、彩香ちゃんは少し目を瞑つぶったあと──また前を向いて歌い出す。

「ふーふふーふ、ふーふふふふーふふー」

「なんでルナシルバースターストーリーの船の上の奴やねん。というか歌わないのかよ」

　ぼそりと俺が呟くと、彩香ちゃんはまた顔をこちらに向ける。

　おっと、茶々をいれるべきではなかったかな。

「歌ってしまうとジャスラックに引っかかるではないか。ならば──とっきの、なーがれがとまぁってー」

「ロマ剣けん２は誰だれもわからんだろ。──って、そいつジャスラックに引っかからないんだ」

　ぴたり。

　彩香ちゃんの動きが、停止ボタンを押したように止まり、そして、こちらも見ずに言う。

「お主、ロマンスは剣の輝かがやきまで知っておると言うのか？」

「え？　まあ……はあ」

「ふっふふふ、ふふふー」

「ドキドキプリティリーグ？」

　さっきから、なんでゲームの曲ばかりを推おしてくるのか。

　しかも、微び妙みようなラインナップばかりの。

「な、なんと……」

　彩香ちゃんは、メガネをくいっとあげて、俺の顔をまじまじと見つめていた。

「えーっとえーっと。ならば、これを知っておるか？　ふふふふふーふふふふー」

「おー、はるかぜ戦隊Ｖフォース出してくるとはなー。サクラ大戦の二か月後に出たプレステゲームだな。割と好きだったのに、続編が出てないんだよな」

　彩香ちゃんはぶるぶると体を震ふるわせた。

「………………のう、サラスバティ」

「はっ、何か？」

　名前を呼ばれて、サラスが一歩前へ出た。

「主もオタク商売の端はしくれ、ゲームにも精通しておろうな？」

「はっ、彩香様ほどではないでしょうが」

「ならばこそ問おう。感動するゲームと言えば？」

　ぐっと腕うでを組んで、真しん剣けんな表情で聞いてきた。

　いやいや、そんな真剣な議題でもないだろうが。

「感動するゲーム……多々あるでしょうが、ファイナルファンタジーのⅩとかでしょうか？」

　サラスの答えに、彩香ちゃんは吐はき捨てるように笑った。

「出よったなＦＦ。はっ、ちゃんちゃら可お笑かしいわ」

「言い過ぎだろ。確かにちょっと風のクロノアと被かぶってるところはあるけども、良いゲームだよ。Ⅹは」

「そこで問おう。主の感動するゲームと言えば？」

　何を期待されているのかわからないが、そのメガネの奥にある猫ねこのように大きな目は期待に満ちあふれていた。

「んー、グランディアの初代……あ、シャドウハーツの１をやった上での２かな」

　ぱっと思いついたことを言ってみたら──がっしりと両手で右手を摑つかまれた。

　俺を見上げる目は輝き、頰ほおは赤く染まり、そして、大きく口を開いて、言った。




「主が好きだっ！　妾と付き合って貰もらえぬかっ！」




　その突然の告白に──

「え！」サラスは困こん惑わくし、

「……え？」俺は驚おどろいた。

　突然何を言い出したのか、さっぱり意味が分からない。

　それでなくとも、サラスが俺を恋こい人びとだと紹しよう介かいしたはずだろ。

　いや、サラスの恋人になった覚えはないけども。

　そんな相手に付き合ってくれなんて、そうそう言えたもんじゃない。

　おかしな子がいるもんだ。

　だが、これは好機とも取れるな。

　あれだけ悪かった心証を一気に取り戻すことが出来る。

「あいやすまぬ。急に取り乱してしまった」

　慌あわてて乱れた髪を手で直し、彩香ちゃんは照れ臭くさそうに笑った。

「まあ、驚いたけど、人に好きと言われて嬉うれしくない奴なんていないさ」

「どうせ妾と付き合おうなどという訳がないのに……すまぬ」

「いやまあなんというか」

「おい、ダーリン」

　ぐいっと腕を引っ張られる。

　さらに、ぐいっと耳を引っ張られた。

「なんだ？」

　こんな仕打ちを受けるようなことをした覚えがない俺は、少し威い圧あつ的に返した。

「お受けしろ」

「………………は？」

　お前は何を言っているんだ？　という言葉を、顔全体で表現する。

「任務を遂すい行こうするには、時に噓うそも必要となる」

「は？　まあ、確かに吸血忍にん者じやは任務のためなら噓ぐらい平気て吐つきそうだけど──セラだったら絶対に吐かないぞ」

「うむ。だからセラフィムはいつまでたっても上忍になれんのだ。ダーリン──」

「あのな、俺は忍者じゃないんだぞ。そんなほいほいっと出来るか」

　サラスと俺がひそひそひそひそと密談しているところに、彩香ちゃんはちょいちょいっと袖そでを引っ張った。

「なあ、主よ」

「はいはい」

　蔑ないがしろにしていてごめんねー。的な感じに返事をする。

「…………いや、何でもない」

　目を逸そらし、切ない表情を見せる。

「いや、何かあるから声を掛かけたんだろう？」

「どうせ、断られるのは分かっておるからの」

「付き合ってくれって奴？」

「あいや、その……うむ。そうなのだが、せめて妾わらわが里に戻もどるまでは──と」

　期間を限定してきた。

　まるで、新聞屋の勧かん誘ゆうが一年契けい約やくから一か月でいいからと言ってくるように。

　んー。

　俺は悩んでいた。

　いや、ＯＫとかＮＯとかじゃない。

　果たして、里に戻るまで、つまりこの案件が終わるまででいいから、などという感覚で付き合ったモノを、恋人と呼んで良いのか。

　それに、何の意味があるのか。

　そこに、悩んでいた。

　意味などない。

　という結論が出せるなら、ほいほいっと了りよう承しようしただろう。

　付き合うとはなんだ？

　恋ってなんだ？

　若さってなんだ？　振り向かないことさ。

　おっと、ついつい宇宙刑けい事じが頭をよぎってしまった。

　だが、宇宙刑事はこう言っている。

　愛とは躊躇ためらわないことさ──と。

「なあ、サラス。機き嫌げんを損そこねたら、どうなるんだ？」

　彩香ちゃんの輝くようなメガネを見つつ、俺はサラスに耳打ちする。

「恐おそらく、そこらの漫まん画が喫きつ茶さで二週間は引きこもるだろう」

　やれやれ、面めん倒どう臭くさい姫ひめ様さまだな。

　躊躇わないこと……よし。

　ヨロシク勇気っ！

「彩香ちゃん」

「うむ」

「じゃあ、今だけ、恋人をしようか」

「ほ、ホントかっ！　よくぞ言ってくれた！　──どうせすぐ飽あきられるだろうけど」

　やるしかない。

　今引きこもられては、サミットが出来なくなる。

　嬉しそうに、彩香ちゃんは腕を組んできた。

　お、おおう。

　なんという積極性。

　大人しい子ほど、キレると怖こわいという話を聞いたことがないだろうか。

　オタクほど、ここぞという時の行動力は凄すさまじい。

　引きこもりは、箱はこ入いり娘むすめとも取れる。

　それに、彼女はニートと呼ばれる、『働きたくない』タイプではない。

　ちゃんと、無言ではあったが、アイドルをやっている。

　本当は、大だい胆たんな子なんだ。

「いいかクズ。東京にいる間だからなっ！」

　耳を引っ張られて、サラスにそう強く言われる。

「分かったけど、なんでダーリンを付けなかったんだ？　クズダーリンだろ。いつもなら。まあ、付けて欲しい訳じゃないんだけどさ」

「うるさい」

「もしかして、お前嫉しつ妬としてんのか？」

「う、うるさい」

　サラスはぷいっとそっぽを向くとそのまま何も喋しやべらなくなった。







　こうして、俺の任務は、護衛からデートに変わってしまった。

　水を得た魚。金棒を得た鬼おに。翼つばさを得た虎とら。

　まあ、つまり、相あい性しようが良かったのか、散々ゲームの話を振ふってきた。

「エクサレギウスのばあちゃんが──」

「リングオブレッドの軽けい甲こう脚きやくが──」

「サイキックフォースの四字熟語が──」

「サウザンドアームズのオープニングが──」

　俺も昔ずっと孤こ独どくだった頃ころにやりまくっていたこともあって、懐なつかしさと共に嬉しくなってしまった。

　趣しゆ味みが合うと友達になるまでが一いつ瞬しゆんだが、同じ時を生きてきた場合も同じと言えるだろう。

「いやあ、ゲームの話が出来る奴やつが、吸血忍者にはおらなんだのだ。妾は今、楽しいぞ。──明日あしたには妾の存在など覚えてないだろうけど」

「いやいや、そんなことないって」

「懐かい古こする奴はファミコン。最近の奴らはプレステ３。妾はな、セガサターンとかの頃が一番好きなのじゃ。若い子で、この辺りの話が通じる奴が回りにいなくてのぉ」

「まあ、そうだな。全すべてのゲームをリメイクして欲しいね」

「あはは、無理な話じゃが、そうじゃの。やはり、意見が合う。妾は楽しいぞ。──主はそうでもないだろうけど」

「いやいや、俺だって楽しいさ。なんならエクサレギウスのくだりで一日潰つぶしてもいいぐらい」

　なんて話していたら、アニメイトに着いてしまった。

　中に入ってぶらぶらぶらぶら。

　階段上がってぶらぶらぶらぶら。

　途と中ちゆうでサラスが握あく手しゆを求められたりもしたが、彩香ちゃんは無視。

　あんまり前に出ないからか、ランキング一位なのに、あまり知られてはいないようだ。

　いや、こんな場所にいるはずがないと思っているのだろうか。

　それとも、俺と腕うでを組んでいるから敬遠しているのだろうか。

　そうか。

　ネットの一部とは言え、ランキングで一位を獲かく得とくした少女と、俺は今歩いてるんだな。

「そう言えばさ、除じよ霊れいショーの動画、見させて貰ったよ」

「え……まあ、うん。なんだか照れ臭いではないか。──きっと、妾の姿に幻げん滅めつしたろう？」

「いやあ、一発でファンになったさ。いつか俺も現場で見たいもんだ」

「見たいって……妾が失敗するところを？」

「ちゃんと除霊するところだよ。そう言えば、どうしてサブミッションで除霊するんだ？　というか、プロレス技わざかな」

「サブミッションは、知らない人間には絶対外せぬし、知らない人間には掛けやすいのじゃ。そして、数多あまたの霊は、サブミッションを知らぬ」

「なるほど。だから一発で除霊出来る訳だな」

「昔は塩をぶつけたり、ただ念仏を唱えたり、色々あったがのぅ。今の時代は固めて念仏。これが最も迅じん速そくな除霊じゃよ」

　あ、もしかして、チキンウィングとかサブミッションを掛けてる時って耳元で念仏唱えてたりするのか？

　それだったら、ちゃんと除霊しているようにも見えるな。

　なんて話したりしながら、文庫本とかＣＤとかグッズを見たりして、結局何も買わずに出てきてしまった。

「次は同人誌を見に行きたい。──どうせ欲ほしいのはないだろうけど」

　どうせ欲しいのがなくても行こうというのがイマイチ分からないけど、まあ付き合いましょう。

　今日は、ね。

「のう、サラスバティよ」

「はっ、如何いかがなされましたか？」

　ずっと後ろを付いてきていたサラスに、彩香ちゃんは声を掛ける。

「ちょっと飲み物を買って来てはくれまいか」

「畏かしこまりました」

「あ、なんなら俺が買いに行こうか」

「いや、クソは今、彩香様の彼氏。ここは私が買ってくるよ」

　なんだか、言葉にトゲを感じたが、サラスの顔は仕事の顔だった。

　いつもサラスに色々なことを頼たのんでる俺が言えた義理ではないが、パシリに使うのは気が引ける。

「うむ。主は優やさしい奴よの──妾以外には」

「そんなことないさ。前者の言葉も後者の言葉もな」

「リクエストは？」

「妾はコーラを頼む。──売り切れかもしれないけど、その時は何でも構わん」

　この大都会東京で、自じ販はん機きのコーラが売り切れなのってそうそう見たことがないけどな。

「了りよう承しよう致いたしました」

「じゃあ、お前が俺に飲んで欲しいモノを」

　なんて笑え顔がおを見せてみる。

「ダーリン……ああ、了承した」

　素す敵てきな笑顔を返してきた。

　笑顔を笑顔で返す。

　これもなんだか恋こい人びとみたいだな、なんて思った。

「むー。やはり、主はあのようなスタイルの良い女性が好みか」

「いや、別にそういうのは気にしていない」

「気休めは入らぬわ」

　やっぱり、何を言っても信じて貰もらえそうにないな。

　俺はどうしたものかと頭をぽりぽり搔かいた。

　ころころ話題を変えた方がいいかもな。

「ところで、彩香ちゃんは除霊ショー以外に何かやってるのか？　歌とか踊おどりとかさ」

　これは、ファンとして聞いてみたかった。

　やっぱり、一位ともなれば、色々なことに手を出しているんだろう。

「んー、神の代弁とかかの？」

「え？　神様と話せるの？」

　思ったより興味深いのが出てきたな。

「まあ、の。と言っても、全知全能がどうとか言う神様ではない。そうだのー。サンタのような感じの？」

「どういう神だよ」

　サンタ的な神様の意味が分からない。

「での、そんな神様の愚ぐ痴ちをの、聞いてやる訳じゃ」

「神様って愚痴るんだ」

　心の広さが神様の良いところじゃないのか。

　まあ、日本には八百万やおよろずぐらいの神様がいるらしいからな。

　中にはそういう神様もいるのかも。

「例えばそうだのう、最近だとほら、初はつ詣もうでがあったろう？」

「あーあったね」

「とある神社の神が、あれに文句を言っておったわ」

「え！　一いつ杯ぱい来てくれるから嬉うれしいんじゃないのか？」

「初詣だからと言って、年に一回だけお願いに来られても、そもそもお主はどこの誰だれで何者なのじゃと」

　神様目線で考えたことなかったな。確かに願いを叶かなえる側としては、それこそたくさん人が来るんだから、誰が誰だかわからないことになるかも。

　聞いたことがある。

　たしか、神様にお願いするときは、ちゃんと住所まで言ってからやった方がいいなんていう説を。

「そりゃあの、毎日毎日参拝を続けているのであれば、助けてやろうかなーなんて気にもなる。だがの、年に一回しか来ないのにも拘かかわらず、あれをしてくれーこれをしてくれーなんてのは虫が良すぎるとは思わぬか？」

「ねちっこい神様だなおい」

　言ってる意味は理解出来るけど、全く来ないよりはマシだろう。

　いや、俺が神様でも同じことを思ったかもしれない。

　なんつーか、そう。

　誠意を感じないわな。

「特に中学高校大学受験」

「ん？　まあ、初詣の時期だったら、受験合格を願う人は多いだろうね。さすがに、そこには文句もないだろう」

「それがの、試験に受かりますようになんて言われても、実際どうして欲しいのかと」

「どうして欲しい……か。確かに、具体的なことまでは願わないなー」

「例えばだ、選せん択たく肢し問題を全て山やま勘かんで答え、それを神の力で正解に導いたとする。それで合格して、本望なのか」

「まあ、そんなレベルで受験はしないだろうけど」

「神様とは、一応公平な立場を売りにしておる。一人の願いを叶えて受からせるということは、逆に誰かを落とせということになりかねぬ。それは出来ぬ相談だ」

「まあ、気持ちは分からないでもないね」

「さらに言えば、『どうか〇〇大学に受かりますように』──どうしてそこまで受かりたいんだと。神様だって鬼ではない。ちゃんと人情話でもしてくれれば、少しは力を貸してやろうかなーなんて気にもなると」

「蜘く蛛もを助けていないカンダタに、蜘蛛の糸は垂らせないと」

「少々、言ってる意味がわからんけど、そう！」

　うっそーん。

　……俺の例えがそんなに間ま違ちがってたのか？　いや、良い例えだろう。

「じゃあ、その神は、どうやったら願いを叶えてくれるって言ってるの？」

「まず、毎日来ることじゃの。これは最低条件。でなければ、どこの誰かということも覚えられんわ。そして、どうしてもその学校に受かりたいという思いを告げること」

　神様の気持ちになって考えると──

　それでも毎年、何万人と願い事に来る訳だから、苦労してるんだろうなー。

　誰かの願いが絶対に叶うと仮定しても、全員が叶うまでどれだけの時間が必要なんだろう。

　あ、だから彩香ちゃんは『サンタ』と言ったのか。境きよう遇ぐうは、確かに似ているかも。

「よくさ、一〇〇〇円とか入れる人いるよな。あれは効果あるの？」

「まあ、神も感情があるのだから、少しは気になるだろうのぅ。じゃが──妾わらわがいつも話す神は、そういう奴やつの願いを絶対に叶えんだろう」

「どうして？　賽さい銭せんは多いに越こしたことはないだろう」

「神を買収しようなどと笑しよう止し千せん万ばんじゃ」

「買収って……まあうん神様側からはそう見えるのかな」

「日本には八百万の神がいるからのう。そう思う神様もいるということじゃ。中には金で動く神もおるやも知れんがの」

「ちなみに、その彩香ちゃんの知ってる神様は、何を司つかさどってるの？」

「戦神じゃ」

「え？」

「いくさじゃよ、い・く・さ。合戦、戦争、バトル──」

「あー、だからそんなにけんか腰ごしなんだ」

「口くち癖ぐせは『いつでもやったんぞ』じゃ」

「うわあ、威い嚇かくだけで絶対ケンカしないタイプじゃねえか」

「まあ、いい神ではあるがのう」

「なんでそんな神様に受験──まあ受験も戦争の一つか……いや、どうせ何も調べずにお参りしたんだろうな」

「それにも神様激げき怒どしておったよ。有名どころは人が多いから、近場の神社でいいやー。でやってきてお祈いのりをする。愚痴も言いたくなるというものじゃ」

「会社に例えれば、近いから来たなんて志望動機の奴を採用する会社があるかって話だな」

　俺もそうだったから、耳が痛いね。

「まあ、叶えてやりたいという気持ちが無いわけでもないが、受験に関してはどうしようもないそうじゃ」

「どうして？」

「神様は受験したことないからの。やり方など何も知らぬよ」

「神様も色々と大変なんだなー」

「大変なんじゃよー」

　とまあそんなこんなを話していたら──

「あ、相川だ」

「……相川……くん……と…………誰？」

　最悪の事態が起こってしまった。

　大通りを離はなれていたのが仇あだとなったのか、知り合いにばったり出会ってしまったのだ。

　何な故ぜこんなところにいるんだ。

　なんて、そんなことはどうでもいい。

　マズイ。

　非常にマズイ。

　そこに、いたのは、クラスメイトだからだ。

　噂うわさが立ってしまう。

　あいつ、秋葉原で巫み女こ服の可愛かわいいメガネっ娘こと──

　腕うでを組んでいたと。

　お下げ髪がみの優等生と、ギャルらしい秋葉原より渋しぶ谷やが似合う少女。

　平松と、三み原はらだった。

　三原は険悪な表情で俺を睨にらみ付ける。

「あんた、妙たえちゃんとユキちゃんってモノがありながら──」

　ずいずいっと詰つめ寄られ、俺は目が泳いでいた。

「いや、これには深いわけがあるんだよ。サラス、二人に説明を──」

　しまった。今サラスはいないんだ。

　早く来てくれサラスーっ！

　気分はサイヤ人に強きよう襲しゆうされた時のクリリンだった。

「あ……相川くん……その……あの……うん……そっか」

　ずっと下を向いていた平松は、その優ゆう秀しゆうな頭脳で、何かを察してしまった。

「ちょっと待て平松！　今何に納なつ得とくした！」

「彼女、いたんだ」

　三原のイライラは殴なぐりかからんレベルだった。

「あーこれはだな」

　まずい。非常に、非情にもマズイ。

　否定すると彩香ちゃんが厄やつ介かいだろうし、肯こう定ていすると平松が厄介だろうし──

「もう付き合って長いよなー」

　握にぎられた手をぶらぶらと振ふられ、俺は咄とつ嗟さに手を離した。

「長くねえよ！　まだ一時間ってところだろ！」

「やっぱり……付き合ってるんだ……きゅー」

「妙ちゃんっ！」「平松っ！」

　失神したのか、倒たおれた平松を三原ががっしり受け止める。

「ヒドい……そこまで言うことないじゃないっ！」

　ええええー。

　そんなヒドいことを言ったのか俺は。

　そうだよな。失神してしまったぐらいだし。

　だが、あー、くそ。

　どうすりゃいい。

「話せば分かる。な？　これには色々複雑な事情があるんだよ」

「そりゃあ、男と女がデートするには、複雑な事情が渦うず巻まいてるでしょうよ」

「話を聞いて欲しいんだ」

「じゃあ言いなさいよ。全部」

　と三原に詰め寄られ、俺は困っていた。

　何を、なんと説明すればいいんだろう。

　吸血忍にん者じやの話から？　それとも今三つの世界がありましてーの件から？

　彼女が何者か──ってのも俺は知らないし、命の危険がどうこういっても、頭領がどうとか言っても……

　何も信じられる訳がない。

　彼女は、三原はただの一いつ般ぱん人なんだから。

　俺は意を決して、三原に耳打ちをする。

「親しん戚せきの子で、今ゲームをしてるんだ」

　散々悩なやんだ結果に出た言葉がこれだった。

「ゲーム？」

「そうだ。一日恋こい人びとごっこをするってゲーム」

「相川がぁ？」

　そこに引っかかるのは分かる。俺はそういうの苦手だからな。キャラに合わないことだろうよ。だって噓うそだもん！

「審しん判ぱんにですね。ほら、星ほし川かわ綺き羅ら々らがいますんで。今ちょいとジュース買いに行ってやしてね。いないんですが、信じてくださいよ」

　俺はまるで、殿との様さまに命いのち乞ごいをする越えち後ご屋やのような状態だった。

　今ここにいるのは三原ではない。

　三原様がおらっしゃるのだっ！

「何そのしゃべり方。気色ワルっ！　まあ嫌きらいじゃないけど」

　さすが三原様。お心が深い。

「あの先せん輩ぱい、また相川にちょっかい出してるんだ」

「ちょっかいって訳でもございませんよ」

「あんたねえ、いい加減、ユキちゃんか妙ちゃんか選んだらどうなの？」

「選ぶって言われても」

「偉えらぶってんじゃないわよ」

　ダジャレを放ほうり込んできやがられた！　ここは三原様におツッコミあそばせるべきであろうか。

　果たしてこのキャラを続けるべきなのか。

　うん、もういいや。

「……はう……あ、相川くん」

　三原にガンつけられて、もし俺がビーバップな高校生だったら殴り合いに発展してそうな状態のまま、

「気がついたか」

「大だい丈じよう夫ぶ？　妙ちゃん」

　三原と俺は心配そうに平松の顔を覗のぞき込む。

「あ……うん……」

　平松は虚うつろな瞳ひとみで俺や三原の顔を眺ながめて、最後に彩香ちゃんの顔を見ると、今にも泣き出しそうな表情に変わった。

「もう……大丈夫……」

　立ち上がった平松に、俺は出来る限りの真しん剣けんな表情を向ける。

「平松。実はこの子は」

「うん……」

　目を背そむけられたーっ！

「親戚の子で」

「…………うん」

　後ずさられたーっ！

　マズイ。今、何を言っても通用しない。

　三原、なんとか言ってやってくれないか。頼たのむ。

　じーっと三原の顔を見つめると、仕方が無いとでも言いたげに呆あきれ顔を見せて──

「妙ちゃん、心配ないって。この相川が、誰だれかと付き合う訳ないじゃん。優ゆう柔じゆう不ふ断だんで八方美人だし」

　割と失礼なことを言われたのだが──

「そ、そうだよね……」

　ずいっと元の位置に戻もどった。

　何この無む駄だな信しん頼らい感。

　三原様、ナイスでございますが、どこか寂さびしさが残ります。

「増えてるではないか」

　聞き慣れた声が聞こえて、俺は天の助けにぱあっと表情を明るくさせる。

　振り向けば、サラスの姿。

　いよ、待ってましたっ！

「星川先輩……この子は、誰なんです？」

　三原が早さつ速そく話を振る。

　三原とサラスの絡からみなんて滅めつ多たに見られないな。

　まったく面識がないということもなさそうだが、気の合う仲とも思えない。

「……親戚の子、だな。ダーリンの」

　正解だ。

　さすが人を欺あざむくことに長たけた種族、吸血忍者だ。

　俺がどういう噓を吐つくかを、その場で判断してくれる。

　きっと、いや、絶対に。

　俺だったら咄嗟にそう言うだろうという確信が、サラスにはあったのだろう。

「そうなんだ……良かった……ごめんなさい……私……勘かん違ちがいしてしまって」

　ほっと胸を撫なで下ろす平松。

　なんとか、誤ご魔ま化かすことに成功した。

「コーラです」

「うむ。すまぬ」

　サラスが買ってきたコーラを彩香ちゃんに手て渡わたした。

　そして──

「ダーリンはこれだ」

　俺がサラスに頼んだのは、『お前が俺に飲んで欲ほしいモノ』だったのだが、サラスのチョイスは──赤まむし。

　これを買いに行ってたから、遅おくれたんだな。

　ぐっと一気に飲み干して、顔をしかめていたら。

「はわわわわわ……」

　平松ぐらいが発せば可愛らしい困こん惑わく声が聞こえてきた。

　その奇き声せいに、全員の視線が向けられる。

　ソフトクリームを両手に持ちながら、地面に尻しり餅もちをついている一人の男。

　ツンツン頭の男子高校生、織おり戸と。織戸なんたらだ。

「お前、いたんだ」

「何やってんの？」

　と聞いたのは、三原だった。完全に引いている。

　俺も完全に引いている。両手にあるソフトクリームは、手をつけていないところを見ると、二人に買ってきたのか。

　つまり、三原と平松は、織戸とぶらぶら遊びに来た訳だ。

「あ、彩香様ですよね？」

　ガタガタと震ふるえながら、織戸が呟つぶやくのを聞いて、三原はむっとした表情のまま「知ってるんだ」と呟いた。

　あー、織戸はそういうの詳くわしそうだからな。

「知ってるも知ってるさね！　我らが彩香様じゃけえ！　今をときめく除じよ霊れいアイドルじゃけえ！」

　どこ弁なんだろう。

「アイドル……ねぇ～。親戚の子が、たまたまアイドルねぇ～」

　三原の中にある不信感の塊かたまりが、だんだん大きくなっていく気がする。

「あ……アイドル……やっぱりそうだよね……相川くん……そういう女の子が好きだよね」

　凄すごく残念そうに平松が呟いていた。

　しまったーっ！　またそっちへ話が。

　織戸のやろう。余計な時に出てきやがる

「ちょっと起こして。両手使えなくて起きられないの」

　女の子みたいなことを言うな。気持ち悪い。

「めんどくさいわね」

　三原がアイスクリームを受け取り、ようやく織戸は立ち上がる。

「いやあ、まさかこんなところで会えるなんてねー。握あく手しゆいいですか？」

　ズボンに擦こすりつけるようにして、手を拭ふいた織戸は、笑え顔がおで彩香ちゃんに手を差し伸のべた。

「う、うむ」

　ツンツン頭の威い圧あつ感かんに、彩香ちゃんは戸と惑まどいを見せるが、そこはなんてったってアイドルだ。快く握手に応こたえる。

「最新シングルの『固まって出てこないソルト』買いましたよー」

「まことか──どうせ聞いてないだろうけど」

「お前いっつもステーキセットのライスに塩掛かけてんな～のくだりがとても共感出来ました」

　どういう歌だよっ！

「あ、私もその歌知ってる」

　あーはいはい、と三原が手を挙げた。

　お前は知ってちゃいけないキャラだろ！

　平松にソフトクリームを渡わたして、ぺろりと自分の分をなめる。

　なんでだろう。女子が舌を見せると得をした気分になる。

「どんだけどんだけ、どんだけ掛けるのソルト～って奴やつでしょ？」

　少し楽しそうに、少し恥はずかしそうに、三原が軽く歌う。

　だからどういう歌なんだよ！

「並んで並んで、並んだ結果のソールド～……って奴だよね？」

　ひ、平松まで知ってるだとっ！

　ソフトクリームの先っぽをはむっと口に含ふくんだ平松は、口の端はしに少しつけてしまい、舌なめずりをする。

　なんでだろう。女子が舌なめずりをすると、興奮するのは。

「それは二番じゃん」

　やだなー。もー。みたいな声こわ色いろで三原が平松の肩かたをぽんと叩たたく。

「あ……そうだったね……」

　なんだろうこの、時代に乗り遅れた感。

　知らない話題で盛り上がられたときの疎そ外がい感。

　よくありますよね。

「っていうか、その歌、巫み女ことか除霊とか関係なくない？」

　入り込めなそうだった話題に、無理矢理入り込んでみる。

「いや、塩と言えば除霊アイテム第一位でしょ？」

　何言ってんだお前は、と言いたげな織戸。

　こいつにこういう表情をされると、超ちようムカつく。

「むしろ、除霊アイドルらしいわよね？」

　何言ってんだお前は、と言いたげな三原。

　三原にそういう表情をされると………………ほんまやっ！

　除霊アイドルだから、『塩』をテーマの曲を出したんだな。

「あ、すまぬ。そろそろ時間があるのじゃが」

「何か予定？　一いつ緒しよに行こうか？」

　あれほど彩香ちゃんに興味の無かった三原が、知ってるアイドルというだけでフレンドリーになっていた。

　そうだな。

　そろそろ、元勲老の屋や敷しきに──

「すまぬ。『黒くろ子この王子様』のミュージカルがあるのじゃ」

　ミュージカルって何！　聞いてないんですけどっ！　裏方界のプリンスっ！

「じゃあ、チケットがないと入れないよね。残念」

　ミュージカルだったら、まあそうだろうね。

　っていうか俺も入れないんじゃなかろうか。

「あのー、すいません」

　心配していると、織戸が小さく手を挙げる。

　言おうか言わないでおこうか悩なやんでいるように少し小首を傾かしげていた。

「なんじゃ？」

　メガネとメガネ。同じタイミングでくいっとメガネをあげる二人。

「メアド、いくらで売って頂けますかねぇ？」

「バカじゃないのあんた。ほら、私たちも行くわよ」

　げしっとケツを蹴けられ、織戸は泣いた。

　泣きながら去って行く織戸と、ケツを蹴り続ける三原。

　そして、ぺこりと頭を下げて、笑顔を見せる平松。

「じゃあ、相川くん……またね」

「おう、学校でな」

　どうやら、誤解は解けたようだ。

　そうだよな。

　アイドルだったら、付き合うみたいなスキャンダルを起こしたりしないだろう。みたいな気持ちがあったのか。

　それとも、本当に親しん戚せきだっていう噓うそを信じたのか。

　平松のことだ。きっと事情を雰ふん囲い気きで察してくれたんだろう。

「なあ彩香ちゃん」

「なんじゃ？」

「なんで、俺の言い訳を否定しなかったんだ？　普ふ通つう、恋こい人びとだって主張しないと怒おこるだろう？」

　ただの親戚だとか、恋人ごっことか言ってしまったとき、俺はもう背筋が寒くなっていた。

「あそこで妾わらわが恋人だと主張しても、主が困るだけじゃ」

「気を遣つかってくれたんだ」

「みんなに内ない緒しよで恋人ごっこ──それでよい。妾はそれを今楽しんでおるのじゃよ」

　くるりと巫女服を翻ひるがえし、にっこりと笑うメガネっ娘こ。

　思わずこっちも笑顔が漏もれる。

「サラスも、ナイス判断だった」

「親戚の子で、正解だったようだな」

「ほんと、吸血忍にん者じやは頼たよりになるわ」

「失礼な。吸血忍者は、ではなく、私は、だ」

「そうだな。お前ほど頼りになる奴もいないね」

　なんて話しながら、駅まで戻もどってくる。

　彩香ちゃんは東京の人間では無いので、東日本のＩＣカードを持っていない。

　とりあえず切きつ符ぷを購こう入にゆうしようと、切符売り場へ。

　まあ、ＩＣカードのおかげで切符を買う人間はほとんどいなくなったので、並ばずとも切符を買うことが出来る。

　彩香ちゃんはサラスから受け取った、がま口財さい布ふから小こ銭ぜにを取り出し、大人一枚で切符を購入する。

　しかし、その際、財布から小銭がざーっと落ちてしまった。

　使い慣れていない財布を使うと、そういうことが起こったりするよな。

　小銭を拾おうとして彩香ちゃんが屈かがんだ瞬しゆん間かん──

　パンと破は裂れつ音がなり、俺の後頭部からぴゅっと血が飛び出した。

























「ダーリンっ！」

　サラスの声が聞こえてくる。

　刺さし殺されてゾンビになってから幾いく星せい霜そう、今まで様々な死に様を経験してきた。

　果ては爆ばく発はつから、尻しりに竹たけ槍やりを刺されるまで。

　だが、その全すべては、剣けんや魔ま法ほう、忍術といった『ファンタジー』なモノだ。

　だから、珍めずらしい感覚だった。

　人を殺すために生まれた近代兵器、『銃じゆう』に脳天を撃うたれるのは。

　咄とつ嗟さにサラスは俺の体を抱だいて、その場に倒たおれ込む。頭を低くしろってことだろう。

「あー、大だい丈じよう夫ぶだ。慌あわてるな」

　俺はサラスを諫いさめながら、額から流れ出る血を止めるために穴を指で押さえる。

　一いち撃げきで死んでると分かるな。頭がぽーっとする。

　思考が停止したが、冴さえない頭で俺は辺りを見回した。

　どこから、誰だれが、『狙そ撃げき』したのか。

　入射角は斜ななめだった。そこらの通行人の発はつ砲ぽうではない。

　バスン。バスン。

　二発目三発目が俺の体を貫かん通つうする。

　頭に当たったのに、だんだん狙ねらいを下げているってことは、狙撃したいのは俺ではなく──しゃがんだ彩あや香かちゃんだな。

　突とつ然ぜんの狙撃に、どよめく一いつ般ぱんの人たち。

　しかし、悲鳴も上げず、逃にげ出すこともない。

　それほどまでに、あり得ない状じよう況きようだった。

　テレビかどっきりか、とにかく本物じゃないと思ってるんだろう。

「とにかく、彩香ちゃんを駅の中へ。敵は外だ」

　俺の言葉に一つ頷うなずいたサラスは、いつもの凜りんとした表情で吸血忍者の証あかしであるマントを羽織り、それを彩香ちゃんに被かぶせながら死角へと誘ゆう導どうする。

　やれやれ、元げん勲くん老ろうのじいさんの懸け念ねんが的中してしまったようだ。

　魔ま装そう少女だったら魔法か何かを使って殺しにくるだろうし、冥めい界かい人だって魔法を使えるはず。

　つまり、吸血忍者の仕し業わざ──

　待てよ？

　冥界人が何か悪さをしたところを見たことがない。

　いつも、メガロが騒そう動どうを起こすし、吸血忍者だって銃を使ったところを見たことがない。

　冥界人の可能性は、まだ捨てきれないだろう。

　俺は振ふり返り、辺りを見回す。

　入射角はかなり高い位置からだった。

　ビルの窓──階段──

　あそこか。

　基本的に、狙撃というのは出来る限り回数を減らすべきだ。

　撃てば撃つほどに場所が割れる。

　狙撃をすると言えば屋上。

　今回の狙撃犯も、その例に漏れなかった。

　場所は分かったが、どうするべきか。

　俺が走って行くより、サラスの方が速いだろう。

「サラス！　向こうのビルの屋上だ！　彩香ちゃんは俺に任せて、狙撃犯を頼たのむ！」

「了りよう承しようしたっ！」

　新たに黒いマントを身に纏まとい、サラスが忍者の身のこなしでビルの向こうへ跳とぶ。

　俺はうずくまる彩香ちゃんの背中に手をやって、優やさしく声を掛かける。

「彩香ちゃん、大丈夫？」

「……わ、妾わらわを……妾を狙っておったのか……？」

　ショックが大きいようで、目を丸く大きく見開いて、ガタガタと震ふるえていた。

「彩香ちゃん。彩香ちゃん。気をしっかり。もう大丈夫だから」

「あ……主は、主は大丈夫なのか？　すまぬ。妾のせいで──」

「俺は心配ない」

　ぐいっと彩香ちゃんの腕うでを取って、改札へと走る。

「お主……何者なんじゃ」

「ただの、ゾンビさ」

　にっと笑うと、すーっと傷口が消えていく。

「ゾンビじゃと…………」

「ああ、だから、何回死んでもお前を守る」

「頼たよりにならんのう」

　彩香ちゃんはジト目で俺の顔を眺ながめていた。

　そりゃそうだわ。

　誰も、ゾンビに助けられたくないだろう。

　ネガティブシンキングとかじゃなく、一般的な意見として。

　そこに、サラスが追いついた。

「サラス。倒したのか？」

「いや、取り逃がした」

　残念そうに、悔くやしそうに、首を横に振る。

　さらさらの黒くろ髪かみがふぁさふぁさと揺ゆれた。

「サラスが取り逃がすってことは──やっぱり異世界人かね」

「いや、吸血忍にん者じやだろう。妖よう怪かい共ならば、私が遅おくれを取ることはない」

「でも、お前は吸血忍者の中でも最強クラスだろう？」

「その言葉の通りだよ。どうやら、相手は私と同じ『最強クラス』の吸血忍者」

　なるほどね。

　逃げられたことで、相手が誰なのかを確かく認にん出来る。

「だがしかし、彩香様が上京してきたことを知る者はほとんどいないはず。どこから情報が漏もれたのか」

「吸血忍者は情報の専門家だもんな。やっぱり、そう考えると相手は吸血忍者で確定か」

「頭とう領りようや彩香様を狙うなどと──許せん」

「何にしても彩香ちゃん。残念だけど、ミュージカルはキャンセルだな」

「……そうじゃな。こんな妾なんかがミュージカルに行っても……迷めい惑わくじゃ」

　彩香ちゃんは、寂さびしそうに俯うつむいた。

　そんなこと言うなよ。

　そう言いたかった。

　だが、言う機会を失ってしまった。

　何な故ぜなら、寂しそうだった彩香ちゃんはそんな感情を吹ふき飛ばすように顔を上げて、拳こぶしを握にぎったからだ。

「だが妾は、あえて囮おとりになろうと思う！」

　彩香ちゃん……

「ただ見に行きたいだけだろ」

　………………

「これほど早くバレるなどと！」

　びくんと体を震わせて、彩香ちゃんは先ほどと同じようなショックを受けていた。

　健けな気げな感じを見せたかったら、寂しい表情のままでいろよ。

　ちょっと恍こう惚こつ入ってたぞ。恍惚。

「では彩香様、元勲老様のところへと参りましょう」

　それが一番だな。

「いや、ならば此こ奴やつの家へ参ろう」

　びしっと指を向けられて、俺は口をあんぐりと開けた。

「は？」

「どうせ、明日あしたになれば主の家へ参ることとなろう。ならば、今から行っても同じじゃろうが」

「どうする？　サラス」

「いいかも知れん。情報が漏れているならば、元勲老様の所に予定通り送り届けるよりもダーリンの家の方が安全である可能性が高い」

　一理あるか。

　命の危険があるんだから、それはなんとしてでも回かい避ひしなくちゃならない。

　吸血忍者の中に裏切り者がいるとしても、セラなはずがないからな。

　色々考えて、悩なやんだ結果──

「あいつら、なんていうかな」

　俺はそんなところを心配していた。







　家に帰ったとき、俺は思わず足を止めた。

「ここじゃの？」

　彩香ちゃんに聞かれて──

「あ？　ああ、うん……たぶん」

　即そく答とう出来なかった。

　果たして、ここが俺の家なのかどうか。

　その外観は、まるでノイシュヴァンシュタイン城かのような、白を基調にした建物だった。

　その、シンデレラ城のモデルにもなったと言われる素す晴ばらしき景観。

　それが、一いつ軒けん家やサイズに縮められて聳そびえ立っていた。

「すっっっごいシュールじゃのう」

　彩香ちゃんは気が合うなー。

　ちょうど俺もそう思っていたところだよ。

　だって、隣となりの家は普ふ通つうなんだもの。

「ああ、早く中へ入ってみたいものじゃ！」

　目を輝かがやかされても、困るわー。

　そうか、彩香ちゃんはゲームが大好き。

　こんなもん、ゲームの世界でしか見られないレベルだからな。

　そりゃあ、入ってみたいと思うだろうさ。

　それはそれはメルヘンなんだもの。

　だが、俺は怖こわかった。

　あの屈くつ強きようなラーメン屋の兄ちゃんたちを使って、ハルナが何をやったのか。または、やり続けているのか。

　中では何が待ち受けているのか。

　不安で堪たまらない。──なんて、言ってられないな。

　不安と期待でドキドキしている。

　まるで、時計を持ったウサギを追いかけたエプロンドレスの少女のような気分だった。

「……いくか」

　ふう、と俺は大きく息を吐はいて、扉とびらを開ける。

　玄げん関かんからキッチンへと続く廊ろう下か。

　そのストロークが、えらいことになっていた。

「なんという広さじゃ。中に入ったというのに、まるで外へ飛び出したかのような」

　彩香ちゃんの感想もわからなくはない。

　左右に広がるのは、ジャングル。

　観葉植物ではない。これは、原生林と言っていいだろう。

　と言っても、虫や生物の息吹いぶきは感じないインテリア。

　そんな木々や草花をばっさりと分かつ一本の道。

　人が一人通れる程度の、小さな道が続いている。

　それは、土の道でもコンクリートの道でもない。

　フローリング。

　そう、確かに『廊下』がそこにはあった。

　だが、おかしい。

　廊下の先が、見えないのだ。

　何メートルあるのだろうか。

　いや、何キロメートルあるのだろうか。

　途と方ほうもないほどに長い廊下だ。

　ハルナの野や郎ろう……

　また時空間なんたらをなんとかしやがったな？

　以前にこんなことはあった。

　ユーの誕生日を祝ったとき。

　あのときと同じだ。

　スペースなんていう言葉を取っ払ぱらう、魔ま装そう少女の空間技術。

　全く便利な生き物だな。魔装少女ってのは。

「ほほう、これがダーリンの家か。なかなかではないか」

「そう言えば、サラスは初めて来るんだっけ」

　まあ、俺も初めてなんだけどね。

　こんな家に入るのは。

　一応、靴くつ箱ばことその隣にチェーンソウが置いてあり、ハルナやセラの靴も並んでいる。

　とりあえず靴を脱ぬいで上がると、彩香ちゃんは駆かけだした。

「ふふふふ～ふふーふふふ～」

「なんでワイルドアームズやねん」

　鼻歌を歌いながら走り出す姿は、まるで子供のようだ。

「ペットなどは飼ってないのか？」

　俺の靴を揃そろえるサラスの姿を見て、俺は笑ってしまった。

　まるで、夫ふう婦ふとその娘むすめみたいだったから。

　サラスと夫婦なんて真まっ平ぴらご免めん──いや、なんだろう。

　ちょっとだけ、まんざらでもない感覚。

「ペットは、ハルナしか飼ってないさ」

　なんて、笑え顔がおを見せた俺の頭に、衝しよう撃げき。

　これは、擬ぎ音おんで表すのが簡単だった。

　がぶり。

　そう、これは、がぶりだ。

　俺の後頭部を、がぶりといかれた。

　まるで、パーカーのフードを被かぶったように。

　まるで、馬ば超ちようとか竜りゆう騎き士しとか聖闘士セイント星セイ矢ヤのように。

　頭を嚙かまれたのだ。

「すまんサラス」

「なんだ？」

「俺は今、何に嚙まれてるんだ？」

「名めい称しようは分からん」

　そうか。

　ハルナの野郎。番犬を飼いやがったな？

　家主すら嚙みつくタイプの。

「そうだのう。例えるならば、パックンフラワーじゃ」

　彩香ちゃんに言われて、俺はやっとその全ぜん貌ぼうを理解出来た。

　そして、その巨きよ大だいで丸い顔面を両手で摑つかんで、ヘルメットを脱ぐように頭から外す。

　殴なぐり飛ばすと、それがなんなのかが分かった。

　丸い、植物だ。

　全身緑色で、鎖くさりに繫つながっているように、ツタが天てん井じようへ伸のびている。

　って──

「天井たっけーなおい」

　二階は無くなったんじゃなかろうかと思うぐらいの高さだった。

　なるほど、道がずーっと続いているように見える理由は、この天井の高さにあったのか。

「家主である貴様が言うことか」

「実は今リフォーム中なんだ」

「ほう、それでこんなに小こ綺ぎ麗れいなのか」

「小綺麗どころか、今のところ原型がない」

「そう言えば、先ほど言っていたな」

　あー、サラスにはリフォームの話をしたんだった。

　あれ？　あのラーメン屋の連中はどこへ行ったんだろう。

　友ゆ紀きもだが。

　何よりも──ハルナの存在がない。

「とりあえず、居間を探すか」

　と言いながら歩き出したそのとき──

　足をツタに搦からめ捕とられた。

　びよーんと逆さ吊づりにされて、俺は先住民とかターザンとかランボーに捉とらえられたような気持ちだった。

　ツタを引っ張っても、外れない。

　これは、生きているのか？

　動けば動くほどに絡みつく。

　気がつけば──亀きつ甲こう縛しばりにされていた。

「サラス。早く助けてくれないかな」

「すまぬ。ついつい見入ってしまっていた」

　とん、とフローリングを蹴けって飛ぶと、ばっさりツタを斬きってくれる。

　いやあ、剣けん術じゆつ習った方がいいかもね。

「トラップも仕し掛かけられてるんじゃのう」

　なんで彩香ちゃんはそんな物ぶつ騒そうなことを笑顔で言えるのか。

「楽しそうだな」

　俺は疲つかれていた。

　疲れ果てていた。

「うむ。妾わらわの屋や敷しきは、忍にん者じや屋敷というのに何のトラップもなかったのじゃ。せいぜいウグイス張りの廊下ぐらい」

　自分の家が忍者屋敷だったら楽しいだろうな──なんて、子供の頃ころに一度は考えたことがある。

　だが、実際改造されてみろ。

　きっとこう思うだろう。

　友達の家が忍者屋敷だったら楽しいだろうな──と。

　自分の家はきっついわー。

　罠わなに掛からないよう、恐おそる恐るすり足で廊下を進むと、左手に扉を発見した。

「ここは──」

　そっと扉を開けると、そこに広がっていたのは、丸い部屋だった。

　一面、銀色の壁かべ紙がみ。

　銀色の天井。

　銀色の床ゆか──この素材はなんだ？

　まるでテンピュールのような柔やわらかさの床だった。

　銀世界。

　まるで、そこは、雪景色のようだった。

　白と言うには少し色が付きすぎている。

　銀色と言うほどねずみ色ではない。

　我が国の言葉では、表せない色合い。

　部屋と言えば四角なのが正しい姿だと思っていたが、ハルナの、匠たくみの技わざが光っているのか、そこは円形だった。

　天井と床は平べったいから、円柱と言えるかな。

　これで、ちゃんと二階を支えられているのか。

　柱という柱が見当たらなかった。

　従来の居間の、二倍は広い。

　キッチンへの仕切りはなくなって、一体化している。

　というか、なんだこのキッチンは。

　カウンターテーブルに、巨大な鉄板。

　ただの小料理屋みたいになってやがる。

　料理大好きなハルナの独どく壇だん場じようを作り上げやがったんだな。

「へ、ヘルサイズ──殿どの？　ほ、本物なのか？」

　その丸い部屋に、一人の少女がいた。

　中央には、丸いちゃぶ台。

　そのちゃぶ台に乗って、額がく縁ぶちを壁に飾かざろうとしているユーの姿があった。

「ああ、そう言えば、ユーは吸血忍者にとっては神みたいなもんだっけ」

　少し、俺は嬉うれしかった。

　知らない家の中で、知っている人間に出会うことが出来たからだ。

　ユーはこちらに気付いて、額縁を下ろすと、メモを見せた。
















『おかえりなさい』

　ああ、癒いやされるわー。

　原生林の荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きよりも、この銀色で包まれたＵＦＯの中みたいな場所で出会った鎧よろい少女に癒やされるわー。

「ただいま。ユー」

　俺は笑顔で返す。

「ははー」彩香ちゃんは土下座を見せた。

　その土下座たるや、匠の如ごとし。

　さすがは巫み女こと言わざるを得ない綺き麗れいな姿勢の土下座だった。

「彩香様、顔をお上げ下さい」

　咄とつ嗟さに、サラスが彩香ちゃんの背中をぽんぽんと叩たたく。

「え？　無礼に当たらんのか？」

「問題ありません。ヘルサイズ様は、寛かん容ようであられます」

『初めまして』

「は、初めまして」

　ははー。やっぱり彩香ちゃんは土下座をしてしまった。

「で、ユーは何をやってたんだ？」

『ここに　スティーブン・セガールを飾ろうと思う』

　すっと指をさす。

　確かに、まあるい壁は銀色一色で、何の面おも白しろみも感じないからな。

　ポスターの感覚で額縁を飾ってもいいかもしれない。

　沈ちん黙もくシリーズは好きだし。

「俺がやろうか」

　ユーから巨大な額縁を受け取って、ちゃぶ台に乗る。

　よっこらせ。

　ちょうど額縁が入るスペースが壁に空いている。

　これ専用の窪くぼみ。

　まるでパズルのピースを嵌はめるように、俺は額縁を壁に押し込んだ。

　んー。

　壮そう観かんだな。

　歴代大統領みたいな、凜り々りしいお姿。

『ナイス』

　ユーが嬉しそうにセガールを眺ながめていた。

「ハルナと友紀は？」

『打ち上げ』

「やっぱり、もう完成したんだ」

　こくり。小さく頷うなずくユー。

　ちょうどその時、キッチンから──ひゅい～、と寂さびしい口笛のような音が聞こえてきた。

　それが、お茶が沸わいた音だということは、日本人なら誰だれでもわかることだろう。

　ユーは、キッチンにすいーっと幽ゆう霊れいのような足運びで向かい、やかんを持って居間へと戻もどってくる。

　鍋なべ敷しきの上にやかんを置いて、湯飲みを四つ。

『どうぞ』

「申し訳ない」

「わ、妾が注ぎます！」

　この場で最も偉えらい人であるユーにやらせるわけにはいかない。とやかんに手を伸ばすサラスと彩香ちゃん。

『私が　ホスト』

　そんな二人の手から擦すり抜ぬけるようにやかんを取り、熱々のお茶を湯飲みに注いでいく。

「そうだな。二人はゲストなんだから、どっしりとくつろいでよ」

　俺はユーの隣となりにどっかり座り、お茶を取る。

　座ざ布ぶ団とんに腰こしを落ち着かせ、彩香ちゃんはピンと背筋を張っていた。

　緊きん張ちようの面持ちで、貧びん乏ぼう揺ゆすりのようにメガネを弄いじっている。

　サラスは廊ろう下かで座り、控ひかえていた。

　そんなサラスに、ちょいちょいっと手招きをするユー。

　しかし、サラスは困こん惑わくしていた。

　自分なんかが、ユーや彩香ちゃんと肩かたを並べて良いものなのか。

「一いつ緒しよに飲もうってさ」

　俺が声を掛けて、やっとサラスは平へい伏ふくしながらもこちらへやってくる。

　乾かん杯ぱい。とは言わなかったが、俺たちは仲良く四人同時に湯飲みを傾かたむける。

　あー。

　思わず、息が漏もれる。

　やっぱり、寒い冬は温かいお茶に限るねえ。

　ちなみに、緑茶でもウーロン茶でもなく、ほうじ茶。

　このすっきりと飲みやすいお茶のおかげで、冷え切った体はすぐにぽかぽかに。

「そう言えば、こたつじゃないんだな」

　ユーがテレビのリモコンのようなモノを取り出し、ぴっと押す。

　すると、ウイーンなんて機械音がして、ちゃぶ台が少し迫せり上がり、ふぁっさーっと布団が溢あふれるように出てきた。

「近未来的だな」

　布団を肩まで被かぶる。

　引っ張れば引っ張った分、布団が出てくる。

　普ふ通つう、こっちを引っ張ったら反対側の布団がどんどん少なくなってしまうが、そんな心配はいらないようだった。

　こっち側だけでもクイーンサイズの掛け布団ぐらいの広さはあるぞこれ。

　一体、どうやって収納しているのか。

『テーマは　宇宙技術』

「宇宙でこたつは使わないと思うけどな」

　なんて言いながら、布団にくるまる。

「このまま寝ねたくなるのう。どうせ風か邪ぜ引くだろうけど」

　同じく、のほほんと布団にくるまる彩香ちゃん。

　こうやって正面でじっくり見ると、さすが吸血忍者というべきか、さすがアイドルというべきか。

　可愛かわいい。

「うむ。やはり日本の冬はこたつに限る」

　ほっこりとした表情で、サラスは布団を引っ張っていた。

「テレビはどこ行ったんだ？」

　辺りを見回すと、モノがなんにもない。

　ただ丸いだけの空間だ。

　ハンコも爪つめ切きりも体温計もハサミも見当たらない。

　ぽち。

　またリモコンを操作すると、ウイーンなんて機械音と共に、サラスの背後にあった壁の一部が左右に開き、巨きよ大だいなモニターが現れた。

「普通に凄すごいなおい」

　無む駄だに天才のハルナと、アホの友紀がどういうリフォームをするのか、正直不安で堪たまらなかったが、これはアリだ。

　何より、ごちゃごちゃしていないのがいい。

　ただの真っ白い、奥行きのある憩いこいの空間と、みんなで楽しめるパーティ的空間の同居。

　恐おそらく、小物入れもボタン一つでどこかの壁から現れるのだろう。

　なんということでしょう。

　匠たくみの技わざが光ってる。

「楽しい家じゃの～」

　キラキラした瞳ひとみで、彩香ちゃんは辺りを見回していた。

『歩あゆむも　楽しそう』

　え？

　ユーに言われて、俺の頰ほおが緩ゆるんでいたことに気付いた。

　まあ、確かにちょっと、この近未来的な空間は、まるで秘密基地のようで、まだまだ少年の心を捨てきれない俺はどうしても興奮してしまった。

　そんな少年の心を持っていた俺だったが、ふとあることに気付く。

　もぞもぞと、こたつの中に怪あやしい動き。

　その異変の正体に、俺はすぐ気がついてしまった。

　それは、少年の心からはかけ離はなれた感情。

　足が、搦からめ捕られている。

　サラスの長くて細い女性的な足が、俺の足をさわさわしている。

　というか、ズボンを下げられている。

　いや、下着も下げられている。

　そこにあったのは、秘密基地に持ち込む少年の心では無い。

　こたつに持ち込む──エロ心だ。

「彩香様、お茶のおかわりは」

「いや、いいよ妾わらわなんかには」

『そう言わずに』

　何やってんすかサラスさん。

　そんな言葉はもう言えない。

　こたつの中をユーに見られたくないからだ。

　どうする？

　どうすればいい？

　考えれば考えるほどに、下着は剝はぎ取られていく。

　あ、ダメだ。

　完全に下半身丸出しだわ。

　もう指し摘てきなんて出来ない。

　サラスはこたつから俺のジーンズを取り出し、無造作に置く。

　雑に扱あつかわれたーっ！　せめて畳たためよ！

　あれかっ！　パソコンとか空気清せい浄じよう機きとか家電を買ったときに、ついつい興奮してセッティングに気を取られて、デカめの段ボール箱をぞんざいに扱った結果、何日も何か月も畳まずにほったらかしになる。

　そんな感じかっ！

　律りち儀ぎできちんとしているサラスが、畳むことすらしないほど興奮している理由は──

　その黒いストッキングに包まれた──あ、今脱ぬぎやがった。

　その足は俺の尻しりの下に入り込もうと、必死になっている。

「サラスバティよ」

　ずずず……お茶を美お味いしそうに飲む彩香ちゃんが、湯気でくもったメガネ越ごしにサラスを見る。

「はっ」

　小さく返す。

　会話をしている暇ひまはない。

　今こいつは、俺の尻を素足で堪たん能のうしているのだから。

「涎よだれが出ておるぞ。はしたない奴やつじゃの。別におあずけという訳ではないんじゃから、さっさと茶を飲めばどうじゃ？」

　やれやれ。と言いたげに彩香ちゃんが茶を勧すすめる。

　こいつが涎を出す時は、基本的エロ関係なんだが──彩香ちゃんはてっきり食いしん坊ぼう的な理由だと思っていた。

　サラスは俺への逆セクハラを隠かくすように、湯飲みを傾けてお茶を楽しむ。

　そこへ──

「ふいー、美う味まかったなー」

　お腹なかをぽんぽんと叩たたきながら一人の少女がやってきた。

　頭のてっぺんから伸のびたアホ毛をびよんびよんと振ふりながら、居間へと入ってくるのは──匠ことハルナだった。

「だろー？　次は長なが浜はまラーメン食べにいこうぜ！　固めの麵めんが超ちよう美味いんだよー」

　続いて、短たん髪ぱつの少女──友紀。

　アホみたいに明るい笑顔で、二人は帰ってきた。

「あ、サラスバティがいる」

　普段は見かけない人物の姿に、友紀は小さく驚おどろきの声を上げ、そして、びくりと体を震ふるわせる。

「あ……あああああ……彩香様？」

「そうじゃが」

「どっひぇ～、なんでここにいるんだよ」

「頭領に代わって、明日あしたのサミットに参加して貰もらうんだ」

「そうなのかー。頑がん張ばって下さいっ！」

　友紀は彩香ちゃんに握あく手しゆを求める。

　その快晴のような笑え顔がおに、彩香ちゃんは少し戸と惑まどいを見せていた。

　何な故ぜ、こんなに晴れやかな笑顔が出来るんだ。

　そう思ってるんだろう。

　俺は知っている。

　それは、こいつがバカだから。

　何も考えていないから、いつでもすぐに笑顔が作れるんだ。

　心配するようなことばかり考えている彩香ちゃんには、出来ないことだろうね。

　だが、俺はこんなバカみたいな笑顔が、好きだった。

「で、こいつ誰だれ？」

　ハルナはむっとした表情で彩香ちゃんの頭をぺしぺしと叩いていた。

「初対面の人の頭を叩くなよ」

「紹しよう介かいしよう。こちらは吸血忍にん者じやの次期頭領候補、彩香様だ」

　サラスがすっと手を差し伸べて、ハルナにも分かるように説明をする。

「どうせなれないだろうけど」

　ぺこりと彩香ちゃんは頭を下げた。

「ふーん。あたしは次期Ｆカップの天才美少女悪あく魔ま男だん爵しやく魔ま装そう少女ハルナちゃんだ」

「で、そのハルナちゃんはどこ行ってたんだ？」

「ラーメン食べに」

「相あい川かわが全然帰ってこないからさ。オレは待ってようって言ったんだけど」

「ユーを放ほうって置いて二人で行ったのかよ」

『私は　歩を待っていただけ』

　素す敵てきやん。

　ごっつ素敵やん。

「じゃあ、ユーはご飯まだなのか」

　こくり。小さく頷うなずくユー。

「こいつ、アユムが作るご飯でいいって。作ってやれば？」

　………………まずい。

　作ってやりたい。

　ユーのために、作ってあげたい。

　しかし、今はダメだ。

　だって、俺は今下半身丸出しなんだもの。

　丸出しなんだものーっ！

「そっか。じゃあ──今日はサラスに作って貰おうかな」

　なんて言ってみる。

　トントン。

　こたつのテーブルが二回叩かれた。

『彼女は　ゲスト』

　うっ。そうだったな。

　どうする？

　どうすればいいんだっ！

「こたつ、オレも入れてくれよ～」

　なんて、友紀が俺の横に入ってくる。

　おい、こら。布ふ団とんをわさっとするな。

　マリリン・モンローの気分だわ。

　うわーお。だわ。

　見えてないだろうか？　いや、見えていたら、今いま頃ごろドロップキックが飛んでくるだろう。

「あ、相川ぁ～」

　友紀は、顔が真っ赤っかだった。

　まあ、隣となりに入られれば、気付くわな。

　お前はこう言いたいんだろう？　「なんでズボン脱いでんだよぉ～」ってな。

　まあ分かるけども。

　なんで脱いでるのか、俺にも分からないんだから。

「あたしも入るー」

　続いてハルナが──

「来るなっ！」

　俺は、咄とつ嗟さに手で制した。

「な、なんでだよっ！　ふざけんなっ！」

　ああ、理り不ふ尽じんだ。おかしいことを言ってると思う。

　だが、これはハルナ。お前のためなんだ。

　伝えたい。この気持ちを。

　だが──伝えられないもどかしさ。

　真しん剣けんな表情から、マジさを感じ取ってくれればいい。

「入るなら、俺のところ以外にしろ」

「どこに入ろうがあたしの勝手じゃん」

　ユーと寄り添そって入るなんて、ハルナには出来ないだろうし、初対面の彩香ちゃんはおろか、サラスと一いつ緒しよも嫌いやだろう。

　俺と一緒がいいんじゃない。

　消去法でここがいいんだ。

　だが、ハルナに下半身丸出し事件がバレると、その時点でもうキックアンドキック。黄金の両足が火を噴ふくだろう。

　どうすれば、どうすればバレずに済む？

　考えろ。そして、答えを──

「ん？　これってアユムの？」

　あ。

　ハルナがサラスの横でくしゃくしゃになっているズボンを発見した。

　それを手にしたハルナは、アホ毛をメトロノームのようにちっか、ちっか、と横に振る。

　そして──

「うっきゅううううっ！」

　アザラシのような鳴き声を出したあと──

「何脱いでんだこんのバユムがっ！　マッハロッドでエロロロローン、エロロロローン、エロロロローンっ！」

　ぐへえ。

　ハルナのドロップキックを受けて、俺はにゅるんとところてんのように布団から出た。

　なんというキック力だ。

　ずざーっと滑すべるほど、床ゆかはつるつるじゃない。

　むしろ、柔やわらかで、滑りにくいのだが──

「はい、みんなでこたつの消しよう臭しゆうと殺さつ菌きん開始っ！」

　ぱんぱん、と手を叩くハルナに、サラスと友紀が立ち上がり、ユーがリモコンを操作する。

　俺はみんなの視線から外れて、下着とズボンを着用する。

　ただ一人、彩香ちゃんだけはじっと湯飲みを見つめて肩かた身みを狭せまくしていた。

　人見知り。

　いや、混ざりたいけど混ざれない。

　そんな体の硬こう直ちよくに気付くことが出来たのは、以前の俺が正にそうだったからで。







　さて、ちゃんと人前に出ても恥はずかしくない姿に戻もどった俺は、キッチンへと向かっていた。

「さすがに、冷蔵庫の中までリフォームしてないだろうし、何か作るよ」

「ならば、私も手伝おう」

　と、サラスが立ち上がる。

　さっきの事件に後ろめたさを感じていたのだろうか。

　よしよし、思う存分手伝って貰おうか。

「先ほどはすまなかった。つい興奮してしまって」

「だから、お前を家に呼びたくなかったんだが──気にしてない」

「ダーリンのそういう冷たい優やさしさ、私は好きだぞ」

　なんて小声で会話しながら、キッチンへ。

　代わりに、俺とサラスがいた場所にはハルナと友紀が。

「なあ師し匠しよう、あれやろうぜあれ」

「えー、ユキノリ弱いからなー」

　アホ二人が話しながら、何やらやっている。

　リモコンを操作して、出てきたのはゲーム機だった。

　ただのゲームか。

　なんて思いながら、冷蔵庫を探たん索さく。

　んー。

「ダーリンは何を食べたい？」

「そうだなー。挽ひき肉にくがあるから、ハンバーグかな」

「うむ。私のハンバーグは絶品だ」

「へえ、そりゃ楽しみだ。じゃあハンバーグは任せて──俺は卵スープとサラダでも作るかな」

　なんて言いながら、卵を取る。

　ピカピカの見知らぬシンクに水を出し、とりあえず手洗い。

　料理をよく作る奴やつと作らない奴の決定的てきな差は、この『手洗い』にある。

　普ふ段だんから料理をしない奴ってのは、手も洗わずに調理を開始するもんさ。

　そういう意味では、同じく手を洗うサラスはちゃんとしてるんだろうと想像出来る。

「はて──フライパンはどこだ？」

　サラスに聞かれて、俺はくるりと一回転した。

　んー。

　ＩＨコンロの下にある棚たなを開けても──ない。

　巨きよ大だいな鉄板の下にも──ない。

　フライパンなんてもの、ハルナはどこへ置いたんだよ。

　そう言えば、食器も見当たらないじゃないか。

「ハルナー。フライパンどこへやったー？」

　居間へ声を掛かける。

　すでにゲームは始まってるようで、波動がどうとかヨガがどうとかいう声が画面から聞こえてきた。

「根暗マンサー。出したげてー」

　ハルナに言われて、ユーがキッチンへとやってくる。

　そして、照明のスイッチみたいなのをぱちっと押すと──

　ウイーン。ガシャン。

　壁かべが開いて、小部屋のような場所で、ずらりと調理器具やら食器が並んでいた。

　それはまるで、スパイ映画の個人武器庫のようだ。

「いいねー。このバットマンみたいな感じ」

　包丁やらまな板、ボウルや皿などを一通り用意して、準備開始。

「挽肉こっちも少し使うから分けてくれ」

「ほう、スープとサラダなのに、挽肉を使うのか」

「まあな。サウザンアイランドドレッシングにミートソースを絡からめてタコスみたいにしようかと」

「それは美う味まそうだ。さすがだぞ。ダーリン」

　ウインクするサラス。

　アイドルのウインクは、なんというか──

　反則だ。

「だあらっしゃああっ！」

「うーはーうーはーうーはー」

「にゃっははははは！　やっぱりユキノリ弱すぎだ」

「つえー。ストレート負けかー。オレも結構練習したんだけどなー」

　なんて声が聞こえてくる。

　うーはーをエコー風に呟つぶやきながらパタンと力ちから尽つきて倒たおれる友紀を見ながら、俺はレタスを手て頃ごろな大きさに切っていた。

「よし、じゃあ負けたら交代なっ！　次根暗マンサーっ！」

　コントローラーを渡わたされ、次はユーとハルナの戦いだ。

　何な故ぜハルナがゲームに強いのか。

　それは、練習をしているからだ。

　一人でやっていても限界がある。

　練習とは、強い相手とすることでより高みへと行くことが出来る。

　そう、ハルナと同じレベルで、ユーはゲームが上う手まい。

　俺なんか、ボタン二つ封ふう印いんでも勝てないわ。

「ちなみに、食べられないモノはあるのか？」

　とんとんとんとんとととととと……

　サラスは凄すさまじい手て際ぎわでタマネギをみじん切りにしている。

　その手際を例えるなら──南なん斗と水すい鳥ちよう拳けんと言ったところか。

　ほんの数秒でみじん切りを終しゆう了りようしてしまった。

　涙なみだが出る暇ひまもない。

「んー、特には無い」

「そうか。良き夫とは、好き嫌きらいをしないものだ」

　そう言いながら、温めたフライパンでタマネギを炒いためる。

「好きでも嫌いでもないモノが多すぎるけどね」

「そういう言い方、彩香様に似ているな」

「まあ、言われたまま肯こう定ていすることは確かに少ないな。あいつは行き過ぎだけど」

　鍋なべでにんにくとベーコンを炒めていると──

「よっしゃあああっ！」

　ハルナの雄お叫たけびが聞こえてきた。

　どうやら、ユーとの接戦に勝利したようだ。

「うへー。すげえ勝負だったぜ。残り一いち撃げきの状態での超ちよう必殺をブロッキングで防ぎきって、大逆転するなんてな」

　勝利の決め手を見ていなかった俺に伝えたいのか、何があったのかを友紀が説明的台詞せりふで教えてくれる。

「はい、じゃあ次お前」

　ハルナがコントローラーを彩香ちゃんに向けているのを見て、俺とサラスは一いつ瞬しゆん手が止まった。

「へ？　わ、妾わらわもやっていいのか？　妾なんかが、参加していいのか？　妾は別にその──友達でもないんだし……別にいい」

　ネガティブで引きこもりな性格の彩香ちゃんは、この仲良しこよしの空間で、終始居い心地ごこちが悪そうだった。

　だから、コントローラーを取らなかった。

「うっさい！　やれって言ってるだろっ！」

　時に、このハルナのわがままに救われるときがある。

　彩香ちゃんにコントローラーを投げつけ、ハルナはじっと待つ。

　彩香ちゃんが参加してくるのを、ただずっと──

「彩香様、負けたら次オレだかんなっ！」

　友紀のバカな笑え顔がおが、背中を押す。

　次は自分だ。その言葉が、すでにもう仲間だと言わんばかりだった。

「……すまぬ」

　彩香ちゃんは、それらの思いを、『気を遣つかってくれている』と判断した。

　そうじゃない。

　そうじゃないんだと言ってやりたかった。

「初対面でも仲間になれる。そういう青あお臭くささが懐なつかしいな」

　サラスはくすくすと笑った。

「ハルナは、瞬時に気付いたんだろう。彩香ちゃんを初めて見たときに、体の硬直、言葉の少なさ。──こいつは、孤こ独どくの中にいるんだって。何も信用出来ない思考の迷めい宮きゆうにいるんだってね」

「ヴィリエの天才魔ま装そう少女は伊だ達てではないな」

「──ハルナがそうだったからだと思う」

「……そうか」

　俺たちはそこまで話して、後はなりゆきを見守っていた。

　──が。

「ぐぬぬぬぬ……」

「つ、つえー」

　ハルナは、彩香ちゃんにストレート負けを喫きつしていた。

　そこで俺は思い出した。

　彩香ちゃんは、ゲームが好き、いや、ゲーマーだということを。

「ユキノリ、絶対倒せっ！」

「おうっ！」

　次の試合──彩香ちゃん対友紀。

　瞬しゆん殺さつ。

「根暗マンサーっ！　お前なら絶対勝てるっ！　いけっ！」

　さらに次の試合──彩香ちゃん対ユー。

　秒殺。

「さっきので動きは覚えた！　あたしを──なめんなよっ！」

　一周回って、彩香ちゃん対ハルナ。

　瞬殺。

「そんなバカなっ！　師し匠しようがこんなにあっけなく」

　友紀は驚おどろき戦おののいていた。

「なんで……」

　ハルナは啞あ然ぜんと眺ながめていた。

　一度闘たたかえば、相手の動きを全すべて見切る天才。

　そんな同じ技わざが二度効かないタイプのハルナが、何も出来なかったのだ。

『動きを　覚えられた』

　ユーの解説が全てだった。

　ハルナの癖くせや動きを、彩香ちゃんは覚えたのだ。

　そう、ハルナがそうしたように。

　さらに、彩香ちゃんは覚えられた動きをしなかった。

　ハルナの手の内を完全に読み、さらに自分の手の内を完全に明かさなかった。

　その結果が──この瞬殺劇だった。

　そして、それは何周やっても同じだった。

「格ゲーはやめだっ！」

　むきーっとアホ毛を尖とがらせて、ソフトを替かえる。

　次はレースゲームだったが──

　彩香ちゃんの圧勝に終わる。

　その頃ころ──コンソメの素もとと水を入れ、一煮に立たち。溶とき卵を入れたら、卵スープ完成。

「まずいな」

　ぼそりと俺は呟いた。

「ほう、どうしてだ？」

　炒めたタマネギなどを混ぜた挽ひき肉にくでハンバーグの形を作って、手の中で空気を抜ぬきながら話してくるサラス。

「ハルナは戦いたいんじゃない。ただ、勝ちたいんだ。このまま彩香ちゃんが圧勝を続けると、仲間はずれにしかねない」

「わざと負ける必要があるということか」

「それがまた難しいんだよ。手を抜けば、すぐにハルナは気付く」

「ふむ──心配だな」

　ハンバーグを焼き始めたサラスを尻しり目めに、俺は居間へと向かった。

「俺も混ぜろやー」

　俺は彩香ちゃんの背後から忍しのび寄り、脇わき腹ばらをこちょこちょ。

「ひゃっ！」突とつ然ぜんのこちょこちょに、彩香ちゃんは驚きの声を上げる。

　そして、画面のレースゲームはコースアウト。

「よし！　バユムよくやった！」

　ハルナはまるでコントローラーをハンドルのように回しながら、軽くぺろっと舌を出す。

「いけいけーっ！」

　友紀が煽あおり、彩香ちゃんはどんどん差をつけられる。

　だが──

　コースアウトした彩香ちゃんの画面に、一位の文字。

「なっ！」

　ハルナの小さな驚きの声。

「あそこからショートカットが出来るのじゃ」

　ゲームというのは、やった年月の分だけ腕うでに差が出る。

　知っている知識の分だけ、腕に差が出るのだ。

　そう──やった分だけの差。

　このゲームをやりつくしているのは、ハルナも同じだった。

「どっせえええええっ！」

「いっけーっ！　師匠ーっ！」

　彩香ちゃんの背後から、ハルナが一気に前に躍おどり出た。

　スリップストリーム。

　このゲームは、後ろについた方が速い。

　ショートカットを使ったことによって前に出た彩香ちゃんだったが、それは、ハルナのすぐ前だったのだ。

　しかし、抜き去られたことにより、今度は彩香ちゃんが抜く番だった。

　抜きつ抜かれつの大接戦を繰くり広げ、最終コーナーを回る。彩香ちゃんは最後の直線であえて抜かなかった。

　今抜いても、また抜かれる。

　今はハルナに譲ゆずり、ゴール手前で抜き去るつもりなのだ。

　そして──

　ゴール直前に横から抜き去──れなかった。

「うっしゃああああっ！」

　これでもかとガッツポーズを取るハルナ。

　最後に抜いてくることを読んでいたハルナは、あえて減速して車体をぶつけ、横から抜き去れないようにしたのだった。

「なんでじゃろう……負けたのに、悔くやしいというよりも、楽しい」

「そうだな。それが『遊ぶ』ってことだよ」

「遊ぶ……」

「友達と遊んでると、勝ち負けがどっちも楽しくなるもんだ」

「ああ、そうじゃな。さすが恋こい人びと。悟さとらせるのー」

　すっかりその設定を忘れていた。

　彩香ちゃんが里に帰るまでは、恋人だったわ。

「恋……人……？」

　友紀はぱちくりとまぶたを動かし、ハルナは啞然とした表情を浮うかべ、そしてユーはお茶を嗜たしなんでいた。

　友紀は意味が分からないんだろう。

　ハルナはまたかと言いたいんだろう。

　ユーは、きっと瞬時に限定恋人契けい約やくを察したのだろう。

「よし！　アユムの所有権争そう奪だつ戦せんだっ！」

　ハルナが「これだ」と手を打つ。

「よーしっ！　オレの嫁よめパワーで絶対勝ってやるかんなっ！」

『私も　負けない』

「うむ。妾わらわも──どうせ負けるだろうけど」

　コントローラーは四つ。

　四人対戦のゲームをするようだ。

「ちょっと待て。じゃあやっぱり俺は参加出来ないんじゃ」

「当たり前じゃん」

　げしっと蹴けられた。

　ハルナの蹴りは人を吹ふっ飛ばす程度の力を持っている。

　そのおかげで、俺は自然とキッチンに戻もどってくることが出来た。

　すると、すでに料理は出来上がっていた。

「さすがサラス。俺がやろうとしていたサラダも完かん璧ぺきだな」

「ミートソースのサラダと言ってたからな。それより、ありがとう」

「何が？」

「彩香様の緊きん張ちようを、ほぐしに行ったのだろう？」

「どうだろうね。まあ、結果的にそうなったかな」

「少し、セラフィムが羨うらやましい」

「どうしてそこでセラが出てくる」

「こうしているとまるで、夫ふう婦ふのようではないか。大家族のな」

　お盆ぼんに料理を並べて、居間へと持っていく。

　そんなサラスを見ていると、確かにこう思った。

　ここにあるのは──『家族』だと。







　いやあ、今日は疲つかれたな。

　深夜を回り、俺は自分の部屋に戻っていた。

　一階はとんでもないことになっていたが、玄げん関かんを入ってすぐのところに階段があり、それをいつもの二倍ほど上ると、二階はいつも通り。

　何も特筆することがないほど、広さも変わっていなかった。

　本当に、一階だけをリフォームしたんだな。

　戦せん闘とうに明け暮れてる訳でもなかったが、無む駄だに頭を使ったり、無駄に喋しやべったり、無駄にうろうろしたり──

　でも、そうした面めん倒どう臭くさい出来事があるからこそ、このベッドタイムが堪たまらない。

　実は最近、奮発して低反発のマットレスに替かえたんだ。

　この、体をずっしりと受け止めてくれる感じ。

　目を閉じれば、すぐに睡すい眠みんに入れそうな……ぐー。

　俺は、疲れのせいか、すぐに眠ねむってしまった。

　といっても、なんだ。

　物音一つで起きてしまいそうな、浅い睡眠で、二時間も経たたずに目が覚めてしまう。

　そんな、質の悪い睡眠。

　ユーはいつも通り居間で、ハルナはいつも通りハルナの部屋で友紀と一いつ緒しよ。

　彩香ちゃんはセラの部屋で、サラスと一緒に──

「何してんの？」

　寝ねているはずなのに、いつの間にやらすぐそこにサラスの顔があり、ついつい寝返りの際、そのさらさらな長い黒くろ髪かみを肘ひじで押さえつけてしまった。

「寝起きの顔も可愛かわいいモノだな」

　ふっと小さく笑うサラスの姿が、そこにはあった。

「お前、いつもそういう服着て寝るのか？」

　パジャマではなく、ここへ来たときと同じ格好のままだった。

「いつ何なん時どき、任務が来るかはわからない。寝ね間ま着きから着替える時間が億おつ劫くうでな」

「まあ、お前は忙いそがしい身だろうけど、シワになるぞ」

「スカートは脱ぬいでるぞ？　見るか？」

「見たいけど見ません」

　俺はもぞもぞと布ふ団とんの中で寝返りを打つ。

「むー。素っ気ないではないか。こちらを向け」

「やだよ」

「だが、甘いぞ甘ダーリンよ。背中を向けられた方が私はさらに興奮するのだ」

　ぴと。

　背中に張り付かれて腕を回されて、さらにもう片方は尻しりを──

「変態かお前はっ！」

「よいではないかよいではないか」

「悪代官かお前はっ！」

　さわさわさわさわ……

「どうした？　尻が硬かたいぞ？　初めてではなかろう」

「初めてだわっ！　いや、経験したくねえわっ！」

　全くサラスはいつもこうだな。

　そんなに俺の尻が好きなのか？

　女子の方がいいケツしてる奴やつが多いだろう。サラス自身だって、触さわってみたい尻をしてるし、彩香ちゃんでも──

　あれ？　サラスがここにいるってことは──

　まさかっ！　彩香ちゃんは、今一人なんじゃっ！

　俺はベッドから飛び出した。

「お、おいダーリンっ！」

　サラスから逃にげる意味でも一石二鳥だ。全く、吸血忍にん者じやが護衛を忘れて肉にく欲よくに走るなよ。

「彩香ちゃんっ！」

　俺はセラの部屋に飛び込んだ。

　女子の良い匂においがする和室。

　そこで目にしたのは、着替え中のセラな訳で。

　ブラジャーの色が黒な訳で。

「あ、帰ってたんだ」

　俺は笑え顔がおを見せていた。

　無意識な笑顔。

　少しでも相手の怒いかりを抑おさえようと、本能的に行った笑顔。

　私は敵ではありませんよ、と。いやらしい思いはないですよ、と。

「歩。わざとですね？」

　セラは笑顔を見せていた。

　意識的な笑顔。

　少しでも苛いら立だちを抑えようと、意図的に行った笑顔。

　私はあなたを刺さし殺しますよ、と。ノックぐらいしろよ、と。

「いや、わざとではないんだけど」

　さくっ！

　目に葉っぱが刺さったーっ！

「このクソゴミ虫がっ！」

　罵ののしられるのも当たり前。これは、一〇〇％俺に非があるんだから。

「す、すまん」

　葉っぱ手しゆ裏り剣けんを抜ぬいて、目を擦こする。

「早く出て行って下さいませんかね？」

「彩香ちゃんは？」

　さくっ！

　目が、目があああっ！

　これ以上目を攻こう撃げきされたくないので、俺はくるりと背中を向けた。

「彩香様に夜よ這ばいを考えていたのですか？　気持ち悪い」

「無事なのか？」

「は？　今から歩という獣けものに襲おそわれるという意味では、無事ではありませんが？」

　少しだけ、ゆっくりと顔を向けて部屋の中を見る。シャツを体に当てて隠かくすセラの向こうに、こんもりとした布団があった。

「うーん」ごろんと寝返りを打ったところが見えて、俺はほっと安心した。

　どうやら、寝ているようだ。

　取り越こし苦労って奴だな。

　俺は、敏びん感かんなお年とし頃ごろだからな。

　そうか。

　ここでやっと俺は理解出来た。

　セラが帰宅したから、サラスはセラと交代して、俺の部屋に来たんだ。

　少し考えれば気付くことだった。

　任務を優先するのが、吸血忍者って奴だからな。

「私が起きている間は、指一本触ふれさせません。早く出て行って下さい」

「ああ、それなら安心だ」

　セラが付いてるんだ。何かがあれば、俺が行かずとも向こうから何かアクションを起こしてくるだろう。

　どうして、それが分からなかったかな。やれやれ。

　自分の部屋に戻る前に、俺は階段を降りた。

　何か一いつ杯ぱい、カッと喉のどに流し込みたい気分だ。

　一階の廊ろう下かは相変わらずの樹海で、トトロが住んでても可お笑かしくないような空間のままだった。

　パックンフラワーのような番犬的な植物も今は眠っているのか、静かなモノだ。

　キッチンまで行くと、冷蔵庫を開けて、コーラを取る。

　セラの下着姿がエロ過ぎて興奮していた体には、冷たいコーラのしゅわしゅわがちょうどいい。

　コーラは少年のビールのようなモノだ。

　着替える前にセラが洗ってくれたのだろうか。洗い立ての食器の中から、コップを一つ取り出した。

　コップに注いで、一気にぐっとコーラを流し込む。

　げっぷが出そうなぐらいに、ごくごくと炭酸を楽しみながら、俺は「これが美う味まいんだよなー」なんて顔をしていたのだが──

　飲む時に顔を上げて、ふと何かに気が付いた俺は顔を引きつらせた。

　………………なんだ、これは。

　天てん井じようから、何かがぶら下がっている。

　人──なのだろうか？

　ツタに絡からまって、右足をぐっと曲げたまま天井に吊つり上げられ、左足はぶらんと垂れ下がっている。

　それはまるで、ＴＩＭの人文字ギャグ『命』のようなポージングだった。

　セラは、これに気付かなかったのだろうか？

　それとも、食器を洗ったあと、こうなったのだろうか？

　まあ、普ふ段だんから天井を気にするようなことはないだろうし、普通は気付かないよな。

　さて、件くだんの御お御み足あしだが、それはそれはむっちりとした足だった。

　靴くつ下したではなく足た袋びを履はいていて、パンツは水玉。

　その肌はだ質しつから、それが女性のモノであることが分かる。

　まあ、パンツを見ればそれで分かるんだが。

　何な故ぜ、俺が足だけで男性か女性か判断せざるを得ないのか。

　おへそ辺りから上は、どうなっているのかが全く分からない。

　顔は──金色に輝かがやきを放ち、平たいライオンのようで、大きく開いた口の中は真っ赤に塗ぬられている。

　髪の毛は長く、真っ白で、首から下はおへそ辺りまで大きな布で覆おおわれている。

　まるでワンピースのように。

　と、ここまで文章で伝えようと頑がん張ばったが、これが何なのか分からない人は多々いると思うので、これが何なのかをずばり言ってみると──

　獅し子し舞まいだ。

　正月に現れるあれだ。

　獅し子し頭がしらの色は赤を基調に金の歯が一いつ般ぱん的だろうが、この獅子舞はゴージャスバージョンなのか、まっ金々だった。

　足あし下もとまで包んで余りあるほどの大おお風ぶ呂ろ敷しきも、ツタに絡まってしまっている。

　そのせいで、下半身が残念な形に丸見えになってしまったのだろう。

「ズボンとか穿はいても良いだろ別に」

　というのが、俺の感想だった。

　獅子舞は何も語らず、ゆっくりと口をカタカタさせる。

「……何か言ったらどうなんだ？」

　………………答えない。

「もしかして、獅子舞だから喋しやべらないキャラなのか？」

　カンカーン。

　口を二回開閉させることで、ピンポーンを表現してきやがった。

「そこで何をしてるんだ？　ってのはさすがに答えられないか」

　……にゅ。

　口の中から、狙そ撃げき用のライフルが伸のびる。

「……お前、もしかして秋あき葉は原ばらで俺を撃うった奴か？」

　カンカーン。

「ってことは、彩香ちゃんを殺すために潜せん入にゆうしたわけだな」

　カンカーン。

「正直に答えたのは、助けて欲しいからだな」

　カンカーン。

　どうしたものか。

　まあ正体を露あらわにしておいて、まだ命を狙ねらうようなこともないだろうし、この格好のままは余りにも可哀かわい想そうだ。

　セラを呼ぶべきか──いや、この状じよう況きようで呼んでも、俺がセクハラをしたと言われてボコボコにされるだけだ。

　普通に助けてやろう。

「助けたら、彩香ちゃんを狙うのはやめろよ？」

　と声を掛かけながら、俺は椅い子すを持ってきて、まるで蛍けい光こう灯とうを替かえるように手を伸ばして作業する。

　ハルナの奴やつめ。ここまで天井を高くする必要はないだろうが。

　まあ空間を広く見せるための匠たくみの技わざなんだろうけど。

　複雑に絡み合ったツタは、風呂敷の中にまで張り巡めぐらされていて、手だけではどうにもならない。

「ちょっと失礼しますよー」

　と風呂敷の中へ手を入れると、俺はびっくりして手を引いた。

　このぬくもり──この手て触ざわり。

　…………これは、素す晴ばらしいですねえ～。

「すまん……」

　おっぱいに、手が当たってしまった。

　こいつ、獅子舞の下は水玉のパンツ一枚だけなんだ。

「意外と巨きよ乳にゆうさんだな」

　おっと、ついつい感想が口から漏もれてしまった。

　チャキ。

　音がして、口からライフルがにょきっと覗のぞく。

　ごすっと銃じゆう口こうで頭を殴なぐられた。

　……こいつ、もしかして自力で脱だつ出しゆつ出来るんじゃなかろうか。

　といっても、届かなくてカスる程度だったが。

「ちょっとごめんなさいよー」

　もう一度チャレンジする。

　風呂敷の中に手を入れて……

　むに。

　…………あかん。

　やらけーわー。

　これ、すんごくやらけーわー。

　セラ以上ネネさん未満の、わがままボディだ。

　安やすめぐみ的な、優ゆう香か的なむっちり感。

　まさに『お肉』という体型。

　男はこういうのが一番いいんだよな。やけに瘦やせてる女の子より、こういう──って、何を言ってるんだ俺は。

　風呂敷の中を見ずに手を入れれば、たちまちセクハラになってしまう。

　しかし、見ながらやるとなれば、それはもうセクハラオブザデッド。

　なんて考えている間は、ずっとライフルで突つつかれていた。

　さっきと違ちがって、銃じゆう剣けんになってたからさっくさくに突き刺さされていたんだが、剣的なモノがあったらそれでなんとかしろよ。

　困り果てた俺は、椅子から降りた。

「まあ、すまん。もう少し待っててくれ」

　ツタを手でちぎることも出来ない。

　となれば、結局セラに頼たよるしかない。

　二階に戻もどり、セラの部屋へ……

　今開けたら、きっとまた刺される。

　って、ノックすればいいじゃない。

　ノック……マナーの重要性を、俺は思い出した。

　こんこん。

「入るぞー」

　戸を開けると、すぐにセラの顔があったので、俺は驚おどろき戦おののいた。

「何か？」

「お早いご登場で──」

　一歩も中に入らせるものかという断固たる決意を感じた。

　いやあ、さすがですわー。

　これなら彩香ちゃんを任せても大だい丈じよう夫ぶだろうね。うんうん。

　別に、俺が嫌きらわれてるわけじゃ無いからね。うんうん。

「また、彩香様に夜よ這ばいをするおつもりですか？」

「いや、実はな、彩香ちゃんを狙う人っぽいのを発見したんだ」

「ほう。ぽいとは──どういうことです？」

「なんか獅子舞がハルナの罠わなに掛かっててな。ちょっと助けてやらないか？」

「獅子舞……なるほど、彼女だな」

　背後から耳元で喋られて、俺はびくんと体を震ふるわせた。

　サラスがそこにいた。

「知ってるのか？」

「ああ。暗部の人間だ」

「暗部？」

「暗殺を主な任務にする部隊ですよ」

　セラに補足され、俺はなるほどと呟つぶやいた。

「とにかく、そいつがあまりにも可哀想な姿で引っかかってるんで、助けてやろうかと思うんだけど」

「放ほうっておいて構わないのでは？」

「そうだな。そのままにしておけば、彩香様を危険にあわせずにすむ」

「でも、突とつ然ぜんなんとか抜ぬけ出たら、結局は襲おそってくるんだろうし、監かん視し下に置くぐらいはするべきだと思うんだが」

「やれやれ。そこまで言うのならば、歩が助ければいいじゃないですか」

　面めん倒どう臭くさいと言いたげに、セラは腕うでを組んだ。

「俺じゃ無理だからこうして頼たのみに来たんだろ」

「いやです」

「じゃあ、サラスでいいや。二人で行っても、あいつが囮おとりである可能性はあるからな」

「しょうがない奴だな」

　ふっとバカにしたように笑われた。

「なんだよ？」

「いやなに、夜中に一人でトイレに行けない子供のようだな、と」

「人助けなのに」

　サラスと二人で一階へと降り、キッチンへ向かうと、やっぱりさっきと同じように引っかかっている獅子舞がいた。

　俺の姿を発見するや、その金色の口をカタカタカタカタと激しく動かす。

「ふむふむ。見捨てた訳じゃないんですね──と言っておる」

「お前、獅し子し舞まいの言葉が分かるのかよ」

「というより、暗号だ」

「モールス信号みたいなもんか」

「ダーリンは実に誠実だな」

「突然なんだよ」

「セクハラし放題じゃないか」

　とん、と飛び上がったサラスは、水を剣に変えて瞬しゆん時じにツタを切り裂さく。

　ぼたぼたと落ちてきたツタの欠片かけらを拾い集めてゴミ箱に捨てていると、獅子舞が俺の上に落ちてきた。

　ぐべえ。

　吸血忍にん者じやの魅み力りよく的なボディに押しつぶされ、嬉うれしいような悲しいような気持ちだった。

　自由を手に入れた獅子舞は、瞬時にその場から立ち去ろうとしたが、サラスに風呂敷をぐっと踏ふみつけられ、前のめりにびたーんと倒たおれる。

「さて、貴様を雇やとった奴は誰だれか言ってもらおうか」

　腕を組んでマントを纏まとう紅あかい瞳ひとみの部隊長に、獅子舞は怯おびえていた。

　水の狂きよう鬼き。

　それがサラスの異名だからだ。

　獅子舞は怯えながらも、首を横に振ふる。

「命令だ。答えよ」

　それでも首を横に振る。

「ほう、上官の命に逆らえぬというのか。──素晴らしい。吸血忍者の鑑かがみだな」

「お前の頭領を殺そうとしたんだろ？　それでも言えないのかよ」

「吸血忍者とは何よりも任務を優先する。彼女とて、不本意な任務と思っているだろう。任務を下した人間を憎にくんでいるだろう。だが──それでも吸血忍者なのだ」

「ほんと、相変わらずというか。じゃあ、やっぱりここで逃にがしたら、彩香ちゃんを狙うってか？」

　獅子舞は肯こう定ていも否定もせず、ただじっと地ベタに這はいつくばっていた。

「ならば、こうしよう。今から貴様は私の傘さん下かに入れ。現場の判断は最優先だ。私が殺せと言うまで、その任務はお預け。いいな？」

　獅子舞は口をあんぐりと開けていた。

　そして──カカカカンカッカカ。

「なんて言ってる？」

「その手があったか」

　なんともあっけなく、こうして彩香ちゃんを狙ねらう人間を無力化してしまった。

　だが、油断は出来ないだろう。

　俺は険しい顔を見せていた。

　他ほかにも同じ任務を言い渡わたされている人間は、まだいると考えるのが妥だ当とうだ。

　そして、サラスも険しい顔を見せていた。

　何な故ぜなら、これで頭領と彩香ちゃんを殺そうとしたのが吸血忍者であることが確定したからだ。
















　次の日、朝は仲良くベーコンエッグを楽しみ、ゲーム三ざん昧まい。

　昼飯はピザを頼んで、ゲーム三昧。

　全く、吞のん気きなもんだ。

　今日は運命の日。

　俺はびしっと正装である学校の制服姿、セラとサラスならびに友ゆ紀きは黒いスーツ姿で、ハルナは普ふ段だん着ぎだった。

　ユーは言わずもがな。

　彩あや香かちゃんは巫み女こ服のまま。まあ神聖な服ではあるよな。

　そんな葬そう式しきのような装よそおいで、ゲームをしながら待ちわびていた。

　いつ来るかも分からない状態で、緊きん張ちよう感かんはどっかへ吹ふっ飛んでいた。

　まあ、忙いそがしい連中だから時間指定までは出来ないのも分かるけどさ。

　夜までには来るようにと、ヴィリエ側にも冥めい界かい側にも釘くぎを刺さしておかないとダメかな。

「アユムアユムっ！」

　彩香ちゃん、友紀、ユーと四人協力プレイでファーストパーソンシューティングをしていたハルナが突然俺を呼んだ。

「どうかしたか？」

　そんなのべーっと眺ながめていた俺をハルナが嬉しそうな瞳で見つめている。

「こいつ、意外と凄すごいんだけどっ！」

　それは、昨日の段階で気付いてやれよ。

　なんてツッコミをしてやろうか悩なやんでいたら、ハルナは言葉を続ける。

「ちょっと代わってみっ！」

　代わってみっ！　って言われてもな。

　その『みっ！』の部分が妙みように可愛かわいいので、ハルナの言うとおり、コントローラーを手にする。

　やってるゲームは単純明快。

　ただ特とく殊しゆ部隊となって、敵兵をばったばったと撃うち殺して任務を果たす。そんな戦争ゲームだった。

　こういうゲームの基本は、対戦するのが一番の楽しみ方だが、こうして協力するのも悪くは無い。

　普通にマシンガンとかを拾って、壁かべに隠かくれながら撃って、制圧出来た場所を走る。

　簡単に言えば、そんなゲームだ。

「よーし、巫女メガネ。あれやってやれよな」

　お、彩香ちゃんもハルナから呼び名を頂いたようだな。

　中には未いまだに呼んで貰もらってない奴やつがいる中で、なかなか優ゆう秀しゆうじゃないか。

　友達が出来てよかったな。

　なんて思うのは、やっぱり彼女を子供扱あつかいしているのだろうか。

　いや、それはもう家族扱いしてんじゃねえかな。

　妾わらわは嬉しいぞ。

　歩あゆむの家族、多すぎ。

　え？

　あれ？

　今何か、おかしなことになってたような。

「意識リンクだ」

　ハルナの言葉に、俺はやっと理解出来た。

　わかる。

　彩香ちゃんが今何を考えているのか。

　友紀が今何を考えているのか。

　ユーが今何を考えているのか。

　意識の共有。

　まるでテレパシーのように、以心伝心出来ていた。

　それは、無意識下でも同じだった。

　行動ってのは、そのほとんどが『考えて行動』していない。

　行動したあとで、さっきの行動はなんでだろうと考える。

　歩こうとしたときに、自然と手を振ふっているように。

　そんな無意識の行動が、そして、意識してやろうとする行動が、しかも他人の行動が、手に取るように分かる。

　意識リンク。

　正にそれは、意識の共有だった。

「すごいな。これ」

　これほどの連れん携けいはない。

　友紀が、ユーが、彩香ちゃんがどう動くのかを瞬しゆん時じに頭が考えて、瞬時に行動することが出来る。

『巫女力』

　巫女力ってなんやねん。

　とは思わなかった。

　ユーの考えていることが、分かるからだ。

　彩香ちゃんは元々、神との対話が出来、霊れいと戦う力がある。

　それは、この意識の共有と同じような力なのだ。

　降こう霊れい術じゆつとも言えるかな。

　すごい。楽しい。

　俺は素す直なおにそれを楽しみ、そして感動したのだが──

「意識の共有とは恐おそれ入った。彩香様にそういう力があるとはな」

　なんて、サラスが言い出して、俺はちらりとサラスに目をやってしまった。

　歩の──エッチ。

　ユー、違ちがうんだっ！

　そうかー。相あい川かわっていつもこんな感じなんだな。

　友紀、待ってくれっ！

　妾はどうせプロポーションはよくないわ。

　彩香ちゃん、待ってくれっ！

　俺は別に、やましい思いがあったわけじゃ無い。

　ただ、普通に、サラスのストッキング姿に『足綺き麗れいだな』なんて思っただけで。

　それは毎日思ってることだから、別に普通のことなんだ。

　毎日、思ってるんだ。

　あーっ！　ユー、違うんだ。違うんだーっ！

「ごめん、彩香ちゃん。リンク切って」

　俺は泣き出しそうな声でギブアップを宣言した。

　どんな噓うそも通じない。

　だって、意識が共有されてるんだもん。

　俺が言い訳をしていると思えば、それが三人に伝わってしまう。

　毎日のように眺めている足を見て、すぐにいいねえ～なんて思うなんて、女子からすればただの変態に思えるだろう。

　無意識下でも共有する。

　これは、メリットとデメリットが祭りのように入り交じっているな。

　ぴーんぽーん。

　チャイムがして、みんなの意識が玄げん関かんに向けられた。

　あ、来た。

　そう、全員が考えている。

　そして、そこでリンクは切られた。

　急いでゲームを片付ける友紀。

「よし！　出で迎むかえるぞアユムっ！」

　立ち上がるハルナ。

『お茶の用意』

　立ち上がるユー。

　いよいよ、そのときがやってくる。

　みんな、良い意味で緊きん張ちようしていた。

　たたたた……ハルナが玄関へと駆かける。

　俺はこの家の主あるじとして、ハルナの後を追った。

「はいはーい」

　玄関の鍵かぎを開けて戸を開くと、そこにいたのは──

　紫むらさき色いろの着物に扇子せんすを持った青年と、トレンチコートにテンガロンハットを被かぶった犬。

　冥界の王、デューヴァイスと、その従者、冥界の番人──というか番犬、ケルベロスハーフのご登場だった。

「どーもー」

「あ、コントはもういいから」

　手を叩たたきながら少し屈かがみつつ入ってきた、デューヴァイスを手で制する。

　完全に家では無く漫まん才ざいへの入り方だったからだ。

「お待ちしてましたー」

　ハルナが靴くつべらを手て渡わたした。

　何な故ぜ今から靴を脱ぬいで上がろうって人間に靴べらを渡すんだよ。

「これは……武器っすか？」

　まあ、靴べらの使い方なんて、上がるときに渡されても分からないよな。

「いや、違います」

　冷静に俺は返す。

「さあさあ、入れ入れー。そしてこの素敵空間に酔よいしれるんだな！」

　ハルナがアホ毛をピコピコさせる。

「デューヴァイス様、今の、ボケですよ」

「え？　あ、あっ！　なんでやねんっ！　あぶなー。危あやうく見み逃のがすところだったー」

　お笑い芸人を目指しているこの冥界の王は、ボケに対応出来なかったことに焦あせりを感じていた。

「そうそうそうそう、これをな、こうやってな。ネクタイ。ってなんでやねん！」

　ケルベロスハーフはお手本のような乗りツッコミを見せた。

　ハルナはそんな二人を無視して、ぱあっと表情を明るくさせる。

　デューヴァイスとケルベロスハーフの他ほかに、もう一人──いや、もう一いち羽わの来客があったのだ。

「おおーっ！　お前も来たのかーっ！」

　ハルナに飛び込むように現れたのは、フクロウだった。

　それは、羽角がついているフクロウ──ミミズク。

「ほー」

　片かた翼よくを挙げて挨あい拶さつをするミミズク。

　こいつは、ハルナの『友達』だ。

　まさかのサプライズゲストに、ハルナは嬉うれしくて嬉しくて堪たまらない様子だった。

「ストローク長いなー」

　デューヴァイスはむむむと唸うなっていた。

「いや、別に奇き抜ばつな歩き方とかしなくていいからな」

「え！　これボケ力を試ためされてるんじゃないの！」

「試してないから、さっさと進んでくれ。左手の向こうが居間だ。この世界の代表はもう着いてる」

　しっしっと、野の良ら犬いぬでも追いやるように、俺はデューヴァイスを邪じや険けんに扱った。

　やれやれ。面めん倒どう臭くさい奴だ。

　楽しいけど。

「それにしても、ね。すごい家だ、ね」

　テンガロンハットを押さえて見上げながら、感心したようにケルベロスが呟つぶやく。

　ここは自分の土地じゃないし、これからヴィリエの女王と会うことから、どうも辺りを警けい戒かいしているようだった。

　まあ、王が護衛もほとんど無しに一いつ般ぱん家庭へやってくるんだ。当然、警戒もするだろう。

「護衛は、この二匹だけなのか？」

「ああ、あまり仰ぎよう々ぎようしいと、交こう渉しようにならないからね。それに、オレっちはユークリウッドを信じている」

　デューヴァイスは、にこにこしながらも、少し哀あい愁しゆうの漂ただよう表情を浮うかべていた。

　こいつは、ユーと一いつ緒しよにセブンスアビスなんていう七人チームを結成していた。

　その信しん頼らい関係は、俺の想像なんかじゃ追いつかないレベルなんだろうね。

　今でこそ、みんなバラバラだけど──

　その内俺も──

　いや、これは考えないようにしよう。

　今を楽しく生きることが先決だ。

　犬を先頭に、ぞろぞろと一列に並んで居間へ向かう。

　伏ふく兵へいを警戒してか、トレンチコートを着た犬が先に居間へ足を踏ふみ入れる。

　入った瞬しゆん間かんに攻こう撃げきなんて誰だれもしないって。

　まあ、好きなだけ調べればいいさ。

　気が済んだら、無事だってわかる。

「はわわわわ……」

　突とつ如じよ、犬が腰こしを抜ぬかした。

　あれ？

　明らかに、安全なはずなのに、このへたり具合。

　尻しり餅もちをついて、廊ろう下かを後ずさり、木々に隠かくされた壁かべに背をぶつける。

　ん？　ユーが待ってるだろうけど、見慣れてるだろ？　何を今いま更さらそんなにビビることがあるんだ？

　あっ……あのパックンフラワーっ！　まさかあいつが──

　なんて思った俺の頭を、がぶっとパックンフラワーに嚙かまれた。

　むー。パックンは俺の背後だったか。

　だったら、ますます分からんな。

　サラスやセラが威い圧あつしたのか？

　どこまで怖こわい顔をすればここまでビビるんだろう？

　俺は突つき刺ささった歯を抜いて、パックンにチョップを入れる。

　へなへなと力ちから尽つきるパックンを見ることもせずに、俺はデューヴァイスと一緒にそこへ足を踏み入れた。

「こ、これがこの国の王かっ！」

　デューヴァイスは驚おどろき戦おののいた。

　ぺたんと尻餅をついて、後ずさる。

　犬と同じようなリアクション。

　デューヴァイスの目線の先にいるのは、ユーだった。

　お前、昔ながらの仲間だろう。

　啞あ然ぜんとデューヴァイスを見下ろすと、俺はあることに気付いた。

　目線が、斜ななめ上だ。

　どこを見ているのだろうと視線をさらに追ってみると──俺は納なつ得とくした。

「なんという貫かん禄ろく！　オーラが違ちがう！　勝てる気が全くしない！」

　デューヴァイスはまるで捨てられた子犬のように震ふるえていた。

　冥めい界かい人の方々が見ていたのは、ユーが飾かざったスティーブン・セガールだったのだ。

　額がく縁ぶちが金色で豪ごう勢せいなところも、王と勘かん違ちがいする要素の一つだな。

　セガールがこの世界の代表？

　受けてくれるなら、是ぜ非ひオファーしたいところだ。

「こちらが、現世の代表だ」

　俺が、こたつに入っている彩香ちゃんを紹しよう介かいする。

　サラスがこたつに入らず、彩香ちゃんの背後に並んで控ひかえていた。

　それはまるで、やくざのようにも見える。

　セラと友紀は──どこへ行ったんだろう。

「うむ。お初にお目にかかりまする」

　こたつから出て、彩香ちゃんは三つ指ついて深く頭を下げる。

「こんな可愛かわいい子が」

　じゅるり。思わず涎よだれが溢あふれてきているようだった。

「涎を拭ふいて下さい」

「ケルベロス。お前もな」

　冥界の代表は、二匹とも下品だった。

『失礼』

　彼を最もよく知るユーに窘たしなめられ、デューヴァイスも深くお辞じ儀ぎをする。

「今日はよろしくお願いします」

「まあ座れ座れ」

　図ずう々ずうしく命令するのはハルナ。

　まるで、気さくな父さんと言った感じだ。

　お母さんあれ持ってきて。なんて言い出しそうな、江え戸どっ子風。

「机に布ふ団とん──斬ざん新しんなデザインだな」

　冥界にはこたつがないのか、興きよう味み津しん々しんで中に入る。

　ちら。

　布団をめくって驚いた様子で中を確かく認にんする。

「暖められてるのか。なんて素す敵てきな机なんだ」

　デューヴァイスは感心しきりだった。

　ケルベロスは特にお気に入りで、幸せそうな表情を浮かべている。

『彼は　分ぶん析せきするのが好き』

　なるほどね。だったらこいつとは気が合うかも。

　どちらかと言えば俺もそっち系だからな。

　ユーにお茶を勧すすめられ、デューヴァイスは一息吐つく。

「彩香ちゃん、何か質問とかはないのか？」

　と聞いてみる。

　しかし、奥手で人見知りな彩香ちゃんは何を言っていいのか分からない様子。

「ご、ご趣しゆ味みはなんじゃろう？」

　見合いかっ！

　和平について聞くべきところだろ。

　まあ、とりあえず親交を深めてからの方がいいだろうけどさ。

「趣味──えー、バンブーダンス」

「へー」

　………………会話が終わった。

「あの、今のボケなんですけど」

　デューヴァイスが恐おそる恐る呟く。

「え？」彩香ちゃんは何を言ってるんだと言わんばかり。

「何でも無いです」

　ボケというのは、拾って貰もらえないときが一番恐ろしい。

　ちゃんとツッコミを入れないと、すぐに死んでしまうのだ。

「バンブーダンスは最低三人必要やんけ」

　と、フォローしてみる。

　そもそもバンブーダンスがなんなのか、ぱっと名前だけ言われて分からない奴やつもいるだろうに。

　バンブーダンスってのはあれだ。床ゆかに長い竹を二本置き、両りよう端はしを二人が持って、リズムに乗りながら閉じたり開いたりし、残りの人間が足を挟はさまれないよう出たり入ったりする、ある意味大おお縄なわ飛とびのようなダンスだ。

「君、いいねえ～」

　お褒ほめ頂いたのはありがたいけど、めんどくさい。

「あ、趣味は──『ぴーんぽーん』」

　新たにボケを入れようとしたところで、チャイムに邪じや魔まされた。

　ショックに固まるデューヴァイスだが、俺はそんなデューヴァイスの肩かたをぽんと叩たたく。

「あんまり気を落とすなよ」

「いや、今のは笑いの神が助けてくれたと思う」

　そうだな。

　あのままボケるより、邪魔をされた方が笑いになる。

　──誰も笑ってなかったけど。

「ハルナー。来客だぞー」

　と声を掛かけるが、返事はない。

　ミミズクと遊ぶことに、夢中になっていた。

　お前の使命感なんて、大体そんなもんだな。やれやれ。ハルナらしいと言えばらしいが。

　俺はポリポリと頭を搔かきながら玄げん関かんへと向かう。

　もう鍵かぎは掛かってなかったのだが、当然勝手に入るような人間は友紀ぐらいだろう。

　玄関の戸を開けると、そこには可愛らしい女の子が、ライオンのぬいぐるみを抱だいて立っていた。

　ヴィリエの女王、リリア・リリス。ぱっと見はただの大人しそうな可愛い少女だが、こいつより恐ろしい人物を、俺は知らない。

　…………いや、他ほかにも同レベルの恐ろしい人物はいるかな。大先生とか、クリスとか……魔ま装そう少女ばっかりじゃねえか！

　そう思うとやっぱり、トラブルメーカーばかりの魔装少女を束ねるリリアが一番恐ろしいのかもな。

「こ、こんにちは」

　少し照れくさそうに、リリアは挨あい拶さつをしてくれた。

「待ってたよ。さ、中へ」

　紳しん士し的に対応し、促うながす。

　リリアはどこかよそよそしい感じで、俺の目を見ない。

「どうかしたか？」

　という俺の問いに、リリアの顔はポンと爆ばく発はつしたように赤くなった。

「あ、あの……なんでもないです。ごめんなさい」

　どう見ても、何でもないようには見えない。

「俺が何かした？」

　なんて言いながら、俺は思い出した。

　したわ。

　最低なことをしたわ。

　アクシデントとはいえ、唇くちびるを奪うばってしまった。

　奪うと言う行こう為いは、罪になるんだ。

　そして、その失礼な行為が主な原因として、俺はリリアに呪のろいを掛けられた。

　その呪いの内容は、『全すべての人間に忘れられる』というもので、リリア自身も俺のことを忘れていた訳だ。

　今はもうその呪いがなくなってるから、当然思い出したんだろう。

　俺に、唇を奪われたことを。

「ファーストキス……だったんです。ごめんなさい」

「マジでっ！　それはこっちがごめんなさい！　言い訳じゃないが、あのキスは事故だったんだ」

「もう、大だい丈じよう夫ぶです。気にしてないって言えば噓うそになりますけど」

「もう一度、呪いを掛けられてもおかしくないな」

「ごめんなさい！　ほんと、もう大丈夫なんです……むしろ、良い経験になったなって」

　さらに顔を赤くさせるリリア。

　こうしてると、ただの可愛い少女なんだがな。

　靴くつを脱ぬぐ姿もいとおしく思えるのは、一度キスをしているからだろうか？

　おっと、もうそのことは忘れよう。

　リリアも許してくれると言ってるんだし。

　または、何か裏があるのかも知れないが──まあいいや。

　廊ろう下かを歩くと、パックンフラワーが現れる。

　が、ふうりんかにゃんがシャーなんて威い嚇かくしたら、それだけで引っ込んだ。

　番犬、意味なし。

　動物たちは、絶対に勝てない相手に出会ったとき、萎い縮しゆくし、怖おじ気けづく。

　これは、本能的にふうりんかにゃんに勝てないとパックンフラワーが思ったのだろう。

「みんな、紹介するよ。ヴィリエの女王、リリア・リリスだ」

「皆みなさん、今日はお招きいただき、ありがとうございます。よ、よろしくごめんなさい」

　ぺこり。ぺこり。ぺこり。

　何度も何度も頭を下げながら、申し訳なさそうに居間へ足を踏ふみ入れる。

　彩香ちゃんはデューヴァイスにしたようにこたつを出て、三つ指をついて深くお辞儀を返し、デューヴァイスは嘗なめられないようにと考えたのか、その場で会え釈しやくする程度だった。

『どうぞ　こたつへ』

　ユーに促され、リリアは布団をめくる。

　中が安全かどうかを確認し、ちょこんと正座で中へと入った。

　ふうりんかにゃんはリリアの手から離はなれ、こたつの奥へと入っていく。

　猫ねこはこたつで丸くなる。──って奴だな。

　なんにしても、これで、やっと──




　三世界の代表が揃そろった。




　冥めい界かい代表、元セブンスアビスのデューヴァイス。

　ヴィリエ代表、女王のリリア・リリス。

　現世代表、頭とう領りよう代理、彩香ちゃん。

　三人は、それぞれ笑え顔がおを見せていた。

「いやあ、久しぶりですな。女王。覚えてますかね？」

「覚えてますよー。ごめんなさい、不ふ可か侵しん条約以来ですよね？」

「そうですそうです」

　デューヴァイスの笑みは、人の良さそうな雰ふん囲い気き。

　リリアの笑顔は、知り合いに会ったことで少し嬉うれしそうな雰囲気。

　そして彩香ちゃんは──

　引きつった笑顔を見せていた。

　全員が初対面だと思ったら、三人中二人は知り合い。

　置いて行かれたような気持ちだろう。

　そもそも、彩香ちゃんは引きこもりでゲームばかりをしていた。

　こういう飲み会や合コンのような雰囲気が苦手なんだろうね。

「不可侵条約なんて結んでたんだ」

　ヴィリエは今、冥界に侵しん攻こうしていない。しかし、争いが終わった訳でもない。

　その理由が、不可侵条約なのだろう。

　だから、この世界でメガロと魔装少女の小こ競ぜり合いだけが続いている。

「もう一〇年前ぐらいになりますかね」

　リリアがお茶を飲みながら懐なつかしさを感じていた。

「一二年ですな」

「どこで？」

「この世界で」

「我々は聞いたこともないな」

　俺は控ひかえていたサラスに目をやったが、サラスは首を横に振ふるだけだった。

「もしかして、今日みたいに誰だれかが間に入ったのか？」

「ええ。京きよう都とという場所で」

　京都──そのキーワードに、俺は反応してしまった。

　まさか。

　そうなのか？

「ヴィリエ側に、この世界の住人がいたんだよ」

　デューヴァイスの言葉で俺は確信する。

　やっぱりそうだ。

　ハルナの母親が、間を取り持ったんだ。

「もしかして、そこにあの子もいた？」

　俺はリリアに、こっそりミミズクを抱きながらごろごろと床を転がるハルナを指さしながら聞いてみた。

「あの子かどうかは分かりませんが、間を取り持った女性は、幼い子供と一いつ緒しよでした。ごめんなさい」

　そうか。ハルナがこの世界の景色にうっすらとした見覚えを感じることがあるのは、やっぱり来たことがあるからだ。

　それも、あまり意識していない頃ころの記き憶おく。

　ハルナは天才だ。

　七歳とかそのくらいに見たモノは完かん璧ぺきに記憶するだろう。

　だから、それよりも前──一二年前ということは、ハルナはまだ二歳。

　ヴィリエの魔装少女だからって、二歳で単身、別世界に来ることは無いだろう。

　だから、親と一緒に来た。

　帰郷したんだ。

　そこまで考えて、俺はふとあることが気になった。

「ちょっと待て。不可侵条約って、ヴィリエはまだしも、冥界はそんな侵略する意思があったのかよ？」

　聞くに聞けない内容の詰きつ問もんだが、聞いておく必要がある。

「今の冥界人には、寿じゆ命みようというモノがない」

　デューヴァイスは、ちらりとユーを見ながら言う。

「我々吸血忍にん者じやも同じです」

『私の　せい』

「ユー……お前が何かしなくても、いずれそうなってたさ」

　なんてフォローに意味があるのか、ユーの表情からは分からない。

　ユーには、不老の力がある。

　それを悪用したのか、冥界人はみんな不老となった。

　そして、恐おそらくそれと同じ技術で、吸血忍者も不老となる。

　寿命の無い世界。

　俺たち一いつ般ぱん人には考えられないが──

　そう言えば、人類吸血忍者化計画なんて話もあったな。

「最初に困ったのは、土地の問題だった。人が増えすぎて、居住スペースがなくなり、ホームレスが溢あふれている」

　そうか。寿命がなくなるってことは、人口が減少しないということ。

　今俺たちの世界では人口減少が問題になっているが、冥界では人口増加が問題になっているのか。

　でも、それを言うなら、ヴィリエだって──

　リリアに視線を移すと、リリアはこくりと一つ頷うなずく。

「ヴィリエでは、空間を弄いじる魔ま法ほう技術のおかげで、なんとか解消することが出来ました」

　リリアの言葉を受けて、俺は、ふと廊下へ目を向ける。

　なるほど。

　魔装少女の不思議空間を作り出す力は、そういうところから生まれた技術なんだな。

　さすが、不老の世界を生きてきた年月に差があるね。

「次の問題は、食料。はっきりいって、今の冥界で一番の死因は──餓が死しなんだ」

　そうなるな。

　生き物たち全ての寿命がない世界じゃ無い。『人間』だけが長く生き過ぎて、増え続ければ、考えるまでもなくそうなる。

「ヴィリエの侵攻も、最初はそれが目的でした」

「肥ひ沃よくな大地を求めて戦争──よくある話ですなぁ」

　デューヴァイスは扇子せんすを開いて自分を扇あおぎながら頷いた。

　どこか、寂さびしそうに、どこか切なそうに、そしてそれを隠かくすような笑顔だった。

　冥界側も、色々深刻そうだ。

「ヴィリエの食料問題は解決したのですか？」

　と聞いたのはサラスだった。

　俺もそこが気になる。

「はい。我々は魔法技術で、作物を作ることにも成功しました」

　リリアに言われて、俺はまた廊下へ目をやった。

　なるほど、あのパックンフラワー……食えるんだ。

　このジャングル仕様の廊下は、ヴィリエの技術。

　生きるための技わざを、ハルナはただのインテリアとして使ったんだ。

「以上の理由から、冥界はヴィリエに侵攻することを決意した──が、不可侵条約が結ばれたんでその案は廃はい止しされたんだ」

　デューヴァイスは、これまでの話を纏まとめてくれた。

「魔法技術と冥界の技術を交こう換かんしたんですよ」

　リリアは懐かしいなーとでも言いたげに微ほほ笑えんだ。

　なるほど、ヴィリエの魔法技術があれば、侵攻する理由なんてなくなる。

　侵攻する理由なんてなくなる？

　じゃあヴィリエはなんで侵攻をしてたんだろう。

　住居スペースにも資源にも食料にも困ってないだろう。

　全部、魔法でどうにかなるんだから。

「ヴィリエはどうしてまだ戦争を続けるんだ？」

　聞きづらいことだとは思うが、ここは思い切って聞いてみた。

　大先生は言っていた。

　リリアは、『新しい兵器の実験』という馬ば鹿かげた理由だけで戦争を繰くり返していると。

　だから、クーデターを起こしたんだと。

　それ以外の理由があるのか、リリアの本心を聞きたかった。

　リリアは戸と惑まどっていた。

　そして、俺たちはそれを待った。

　話せないなら、話せないでもいい。それだけの理由があると大先生に言ってやれる。

　決意したのか、リリアは少し声のトーンを落として言う。




「…………人口を、減らすためです」




　俺は、理解に苦しんだ。

　どういう、どういう意味で言ってるんだ？

「ヴィリエで一番困ったのが──人口爆ばく発はつです」

「爆発？」

「はい。人口が増えれば増えるほど、さらに人口が増えるんです。国には許容出来る人口限界が存在します。それを、あるとき一気に超こえてしまった」

「ベビーブーム到とう来らいですなぁ」

「その問題を解決出来たのかえ？」

　興味があったのは、彩香ちゃんだった。

　寿命のない世界。

　それは、理想の世界ではあるだろうし、ここにいるのは、皆みんなその理想の世界に辿たどり着いた人間達だ。

　その中で、一番歴史と文化が発達し、試し行こう錯さく誤ごをしてきたのが、ヴィリエだろう。

　これからの冥めい界かい、これからの吸血忍者のあり方の参考に、リリアの、女王の意見を聞きたかったんだろう。

　リリアも、後進国の代表に、参考例を出すために真実を話す決意をしたんだろう。

　俺はリリアの答えに、唾つばを飲むことになる。




「戦争で死んで貰もらうしかありませんでした」




　リリアの目は、悲しみに溢れていた。

「なんでそうなっちまうんだよっ！」

　俺は、思わず声を荒あららげていた。

「それしか、なかったんです。ごめんなさい」

「それしかって……」

「ふむふむ。国民の数を減らしつつ、新たな土地で人口許容量を増やす。一石二鳥の妙みよう案あんと言えないこともないでしょうなぁ」

「待て待て。お前が賛同したら、冥界もいずれそうなる可能性が出るじゃねえか」

「冥界は問題ないですよ」

「どうして？　もし同じ現象になれば──」

「ヴィリエのように一枚岩にはなれない。良くも悪くも、冥界には多数の国があって、戦争は絶えないんです」

　常に、人が死んでいるから、大だい丈じよう夫ぶってことかよ。

　死んでいるから、大丈夫ってことなのかよ！

　なんだよそれ。死んで嬉うれしいことなんて何にもないはずだろっ！

　死んで、大丈夫。

　こんな言葉の繫つながりがあってたまるかよっ！

　俺は何な故ぜかムカムカしていた。

　俺たちの世界も同じだ。

　経済大国ばかりにスポットが当たってるが、まだまだ争いは絶えない。

　むしろ、世界で国が一つに纏まっているというヴィリエが異常なんだろう。

「天下統一なんて、するもんじゃないです」

　と、統一した女王が言えば、貫かん禄ろくが出る。

「でも、住居も食料もあるんだったら、無限に広げればいいじゃないか」

「魔法技術には、魔力が必要です。魔力の少ない者は、魔力の多い者が助けなきゃいけない。魔力の強大な一人が、少ない一〇〇万人を養わなきゃいけない。そんなレベルの問題なんですよ」

　なんだか、国民年金みたいになってきたな。

　老人の数が若者の数を超えたから、支し払はらう国民年金が間に合わない。

　それと同じ感覚か。

　にしても、一人が一〇〇万人をってのは──確かにきつい話だな。

「じゃあ、もしかして大せ……クリスのクーデターはそんなに困ったことじゃなかった？」

　俺は危あやうく、大先生と言いかけて止やめた。

　ヴィリエでは、クーデターの首しゆ謀ぼう者しやはクリスで、大先生はお咎とがめなしなんだから。

「困らないクーデターなんてないです！　理解して貰えないとは思ってましたけど、私は、国民同士で殺し合いをしたくないんです」

　そりゃあそうだ。

　この世界でもある話。

　自国内での戦争を回かい避ひするために、わざと他国へ攻こう撃げきして一いつ致ち団結を図る。

　そりゃあ、同じ民族で争いなんて、どこの誰だれだろうとしたくないだろう。

「つまり、人口の問題が解決すれば、侵しん略りやく戦争もなくなると」

「その通りです」

　人口の減らし方……

　贅ぜい沢たくな悩なやみとも言えるが、これほど深刻な問題もない。

　でも、死んで貰うために戦争をするなんて、馬鹿げてる。

「ウチの世界には一人っ子政策とかあるけど──」

　中国では、確か二人目の子供を作ったら罰ばつ金きんみたいな制度があったはずだ。

「もうやってます。しかしそれでは総人口が増えていくのは止められません」

　やってんだ。

「寿じゆ命みようを作るってのは──」

　会話に入ろうと必死になっていた彩香ちゃんの提案に──

「それがつまり戦争なんじゃないかな。君、怖こわいこと言うね」

　デューヴァイスがすぐ否定する。

　まあな。結局は死ねって言ってるのと同じだ。

「はい、辛しん気きくさい話はそこまで！　準備出来たからちょっとこっち見ろよなっ！」

　ハルナが大人しいななんて思ってたが、ついに動き出した。

　ミミズクと遊んでるから大人しいのかと思ったが、どうやら料理を作るつもりなんだろう。

　キッチンに目を向けると、そこには友紀とハルナ、そして──セラの姿が。

「小難しい話はオレ、よくわかんねえからさ。今日はオレの料理でもてなしてやろうと思うんだ」

　エプロンに身を包んだ友紀とハルナは巨きよ大だいな鉄板の前に──

　セラは一人少し離はなれたところで、コンロに鍋なべを掛かけていた。

「メイル・シュトローム。あなたの料理では誰も満足しませんよ。ここは私が──」

　鍋から、紫むらさき色いろのおどろおどろしい湯気が上がっていたのを、俺は知らない振ふりで通した。

　じゅー。鉄板から、美お味いしそうな匂においが充じゆう満まんしてくる。

「見に行きましょう」

　パンと一つ手を打って、リリアが立ち上がった。

　続いて、デューヴァイス、ユーも立ち上がり、彩香ちゃんは足が痺しびれてサラスに手を引かれるように立ち上がる。

　何か忘れてると思ってこたつをめくると、中でケルベロスとふうりんかにゃんがお腹なかを見せてのびーっと寝ねていた。

　猫ねこはこたつで丸くなると言うが、実際、丸くなるよりもこうして体をだらしなく伸のばしていることが多いと俺は思う。

　犬は庭駆かけ回りとも言うが、こたつ大好きなことも多いと俺は思う。

　ちょっと可愛かわいい二国間の有様に、俺は少し笑ってしまった。

　これじゃ、誰もこたつで足を伸ばせないな。

　ユーもリリアもデューヴァイスも彩香ちゃんも正座だったことを思い出して、また可お笑かしくなった。

　鉄板焼きは、なんというかライブ感がある。

　ステージの上で、俺を見ろと主張する具材達。

　じゅーっと豪ごう快かいなミュージックを奏かなでている。

「すごいですねぇ～」

　リリアは嬉しそうだった。

「何を作るんだい？」

　デューヴァイスも興きよう味み津しん々しん。

　さすがハルナ。

　目の前で料理をしてくれるってのは、こう安心感がある。

　大して美う味まくも無い料理でも、こうやって調理風景からやってくれれば、かなり美味しく感じたりするもんだ。

　キャンプ場でのバーベキューとか、出店の焼きそばとか。

「陸海空焦しよう土ど作さく戦せん」

　どんな料理だよっ！　焦土って結局陸やないかいっ！

　って、言えよデューヴァイス。ツッコミどころ、結構あるぞ。

「へー。なるほどねー」

　じゃねえよ。

　ハルナは魚ぎよ介かい類るいやチキン、そして牛肉を一気に焼いていた。

　美味そうだ。

　マジで。

「オレは焼ラーメンだぜ！」

　その隣となりで、友紀が野菜を炒いためていた。

　キャベツ、もやし、高菜。

　んー、高菜がどう効いてくるのか楽しみな一品だ。

「私は、ブドウ鍋です」

　噓うそつけっ！　ブドウだからって湯気が紫むらさきになるかーっ！

「さ、会談を再開しよう」

　セラは無視して、俺たちは居間へと戻もどった。

　さっきと同じ場所で正座する面々。俺はユーの隣であぐらをかく。全員が座ったところでリリアが切り出した。

「今日は、どういう案件でしたっけ？」

　俺は彩香ちゃんに目を配る。

　あくまで、この世界の代表は俺じゃ無い。

「うむ。和平交こう渉しように臨みたい」

　彩香ちゃんは、料理を見て緊きん張ちようが解ほぐれたのか、凜りんとした表情で言った。

「和平──とは？」

「三世界全すべてでの、あらゆる戦せん闘とう行こう為いの廃はい止し」

　そう、これが俺のやりたかったことだった。

　だが──さっきの話を聞いてると──

「ごめんなさい。今は無理です」

　だよな。戦って人口を減らしたいんだから。

「こちらも、難しいかなー」

　そうしてはやりたいけどね。と言いたそうな顔だった。

「ならば、こちらも不ふ可か侵しん条約を結んで頂きたい」

　お、いいぞ彩香ちゃん。

「交渉材料も無しに、無茶を言うね」

　デューヴァイスの言葉ももっともだ。

　だが、あるさ。

「以前、全世界での女体化現象が確かく認にんされたのを覚えておいでか」

「あ、ありましたね」

「あの『兵器』を、我々はいつでも発動させる準備がある」

　兵器──という言い方に、俺は少し眉まゆを寄せた。

　彩香ちゃんは織おり戸との力を、『兵器』と、『道具』と感じていたのだ。

　ちょっと、ショックだな。

「脅きよう迫はく──ということか」

　穏おだやかじゃ無い話に、デューヴァイスは困こん惑わくする。

　ああ、これは脅迫だ。

　そうするしか、ないじゃないか。

　ヴィリエと冥めい界かいに比べて、この世界で提供出来るモノなんてないし、立場も弱い。何かを主張するなら、脅迫しかない。

　だが──

「それ、いいですね」

　リリアは意外にも、笑え顔がおだった。

「どういう……」

　彩香ちゃんは戸と惑まどう。

　思っていた反応とは、真逆だったから。

「戦争で殺し合うより、よっぽどいいじゃないですか。全員女体化」

　そうか。ヴィリエの戦争目的は人口の減少。

　全世界女体化は、人口増加の抑よく制せいになる。

「非人道的ではあるが、殺し合いよりはまだマシ──かねぇ。確かに、そう考えると」

　ダメだ。マズイぞ。

　完全に、見通しが甘かった。

　脅迫なんかが通じる奴やつらじゃない。

「ちょ、ちょっと待て」

　彩香ちゃんは慌あわてて話を修正する。

「ならば逆に問おう。不可侵条約を結ぶに当たって、双そう方ほうの条件はなんじゃ？」

　うん。いいぞ。これで言げん質ちが取れれば、話は前に進む。

　問題提起を受けて、こっちがそれを解決すれば、和平成立。この世界は平和になるだろう。

「ヴィリエとしては、その兵器の受け渡わたしですかね」

　…………そうきたか。

　マズイ。リリアの興味が、『兵器』に向かってしまった。

　ここに来て、彩香ちゃんの発言が裏目に出た。

　織戸を、女体化能力を『人』として紹しよう介かいしていれば、こんなに興味を抱いだかなかったろう。リリアは、武器や兵器が大好きだから。

　そして──その提案は到とう底てい受けられない。

「我々としては、ヴィリエの方針次し第だいかな」

　右にならえ。デューヴァイスはリリアの問題解決が先だと考えた。

「な、ならばこれはどうじゃ？　この世界に現れる妖よう怪かいの類たぐい──」

「メガロのことね」

　吸血忍にん者じやの言い回しである『妖怪』を俺は訂てい正せいする。

「あれの発生を抑おさえて貰もらいたい」

　これも、いい議題だな。

　メガロがいなくなれば、魔ま装そう少女がそれを狩かることもない。

「見返りは？　援えん助じよは間に合ってる」

「えと……」

　彩香ちゃんは俺とサラスの顔を見る。

　織戸の件は、正直切り札だった。それが全く通用しないとなれば──

　俺もサラスも答えられない。

「技術支し援えんだ」

　声がして振り返ると、そこにはハルナがいた。

　いや、今いま更さら俺たちの世界で何を支援できる？　どんな科学も、魔法には絶対に勝てないだろう。

「食べろよなっ！」

　陸海空焦土作戦──それは、ただ焼いてソースで絡からめただけのシンプルな料理だった。

　その料理を食べて、リリアは目を丸くする。

「美味しい……」

「この世界には、優すぐれた文化がある。ヴィリエのマズイ飯も、この世界の技術なら美味くなるんだ」

　そうか。文化を支援する。そんな方法もありかもしれない。

　メレンゲやネネさんも、この世界の文化に触ふれている。

　大先生やハルナも、この世界の文化に感かん銘めいを受けている。

　それはつまり、冥界やヴィリエには存在しないモノだという証あかしだ。

「でも、一いつ切さいの戦闘行為を廃止するほどではないです。ごめんなさい」

「じゃあ、こうしよう。ヴィリエの修学旅行によって、戦争の準備が整ったとしても、侵しん攻こうするのだけはやめて欲しい」

「この国との、不可侵条約ですね。んー、それだったら考えてもいいかなー」

　リリアは悩なやんでいた。

　当面の脅きよう威いは、ヴィリエの侵略だ。それをやめさせるだけでも、それだけでもいい。

　とにかく、このサミットの結果が欲ほしかった。

「じゃあ、こちらもその条件で冥界に案件を持ち帰ってみようかな」

　デューヴァイスは俺に気を遣つかってくれたようだった。

「ありがとう。感謝する」

　彩香ちゃんは頭を下げる。

「よーし、オレスペシャル焼きラーメンだぜ！」

　そこへ次の料理が運ばれてくる。

　早さつ速そくそれをみんなで試食。

　──んー。友紀らしい。

　豚とん骨こつスープをベースにした濃のう厚こうソースに絡めた、焼きそば。

　長なが浜はまラーメン風なのだろうか？　紅ショウガと高菜がいい味を出している。

「私のブドウ鍋なべも──」

　満面の笑みを浮うかべたセラの料理が出てきたあとのことは──語りたくない。







　こうして、急きゆう遽きよ行われた三世界サミットでは、和平交渉とまではいかなかった。

　ヴィリエの考え方は、長い時を経へて色々悩んだ結果のモノなんだということが分かった。

　俺が今さら何か案を出したところで、それはすでにやった後だろう。

　人口の減少方法か──

　それは、『死』しか方法はない。

　だったら、減らさない方法を考えなければならない訳だ。

　…………無理だな。

　この世に、無限なモノなんて、存在しないのだから。

　のんびりご飯を食べて、それぞれ解散の運びとなり、俺は一人、彩香ちゃんを送り届けていた。

　サラスやセラは俺の家で後片付け。

　ここで吸血忍者が動くと、またどこかしらから情報が漏もれ、彩香ちゃんに危険が及およぶ。

　ここはむしろ護衛を俺一人にすることで、煙けむに巻くという作戦だ。

　この作戦は功を奏して、俺は彩香ちゃんと二人、元げん勲くん老ろうのいる屋や敷しきまでくることが出来た。

　……二人、恋こい人びとのように手を繫つないで。

「今日は、すまなんだ」

　道中、俺がゲームの話題を振ふっていたが、彩香ちゃんは終始黙だまっていた。

「何が？」

　謝られるようなことは何もされていないと思うんだが。

「恋人らしいことが、何も出来なかった」

　荘そう厳ごんな門の前に二人で立つと、自然と門が開く。

　入れという意味だろう。

「まあ、確かにな。サラスだったら寝ね込こみを襲おそってきたりするだろうけど」

　恋人じゃなくても来てたけどな。

「難しいものじゃな」

「まあ、別に恋人なんて言葉だけのモノってことだよ」

　俺たちは屋敷の中へと入っていく。

「何か一つぐらい、恋人らしいことをやりたかった」

　残念そうに呟つぶやく彩香ちゃん。

　元勲老が前にいた部屋に入ってみると──

「よっ！　やっと来たね～。待ってたよ～」

　立派なヒゲの老人、元勲老が手をもみながら待っていた。

　よっぽど、彩香ちゃんが心配だったんだろうね。

「じゃあ、俺はこれで」

「うむ。──またの。どうせもう会えないだろうけど」

　そんなこと言うなよ。

　なんて、言葉を飲み込んで、俺は屋敷をあとにした。

　さて、すっかり夜になっちまったな。

　これからどうしたものか。

　とりあえず、リフォームした家を元に戻もどすところから始めようかな。

　彩香ちゃんも無事に送り届けたし──

　なんだ？

　何か違い和わ感かんがある。

　無事に？

　なんで、こんなにすんなり行ったんだろう。

　俺が獅し子し舞まいを捕つかまえたから？

　そもそも、決着が付いていない。

　誰だれが、獅子舞に指示を与あたえていたんだ？

　彩香ちゃんを狙ねらっていたのは誰だ？

　そもそも、何な故ぜ狙っていたんだ？

　落ち着け。考えろ。ちょっと待て。

　頭領は影かげの中を自在に移動する能力を持っている。

　その力があるから、女王からも逃にげて生き延びてきた。

　その頭領が攻こう撃げきを簡単に受けるだろうか？

　つまり、不意打ち。

　そいつは、頭領に近づける人物。

　吸血忍者の暗殺部隊を動かせる人物。

　彩香ちゃんの上京を知っていた人物。

　三世界サミットを阻そ止ししたい人物……

　待て待て。

　三世界サミットを阻止したい訳ではないとしたら？

　彩香ちゃんと頭領を殺して得をするのは誰だ？

　俺は、サラスに電話をする。

　ただ一つ、たった一つの言葉だけでいい。

　それを確かく認にんするために。

「急にどうした？　マイダーリンよ。また会いたくなったのか？」

「なあ……一つ聞きたいんだが、革新派の意見が通ったとしたら、頭領の後あと釜がまは彩香ちゃんじゃなく誰になるんだ？」

「うむ。革新派の主張は『吸血忍者で最も強く権力を持つ者が統率者となるべき』だ」

「例えば、今だったら誰になる？」




「元勲老様だが？」




「ありがとう」

　俺は電話を切って、くるりと体を反転させる。

　しまった。

　くそ。

　しまったっ！

　くそっ！

　後こう悔かいばかりが襲いかかる。

　あいつだ。

　あいつが、犯人──いや、黒幕だ。

　だとすれば、サラスに助けは呼べない。

　証しよう拠こもクソもないし、吸血忍にん者じやじゃ敵を増やすだけ。

　だが、全すべての条件が当てはまるというだけで、疑う理由はあるはずだ。

　何故、俺は疑わなかった。

　つるつるの廊ろう下かを走り、そして、ふすまを開ける。

「ほう」

　と感心したようにおじいちゃんが呟いた。

　赤く染まった髭ひげで。

　そこにいたのは、血ち塗まみれで倒たおれる彩香ちゃんと、それを姫ひめ様さまのように抱だきかかえる元勲老。

　髭に付いているのはペンキなんかではない。




　──血だ。




　こいつ、彩香ちゃんの血を──吸ったのか？

　いや、それどころじゃない。

　肩かたがぽっかりと抉えぐれてる。

　こいつ、彩香ちゃんの肩を──肉を──食いやがったんだっ！

「何をしてる」

　俺は苛いら立だちを込こめて問いかけた。

「何をしてるか分かったから、来たんじゃろう？」

「お前だな？　頭領を刺さしたのも」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

「ほほう、喋しやべる余よ裕ゆうがあるとは素す晴ばらしい。彩香がまだ死んでないという確信があるのかのう？」

「そうだな。じゃあ、こうやって話すかっ！　六〇〇％っ！」

　俺の拳が元勲老の顔に向けられる。

　が、次の瞬しゆん間かん──俺は吹ふっ飛んでいた。

　なんだ？　空気？

「気功という奴やつじゃ。それを凝ぎよう縮しゆくして放つ。即すなわち──気功波。聞いたことあるかの？」

「あれって実際あったんだな」

　ぱんぱんと服の上についたコンクリの欠片かけらを払はらい落とす。

「しかし分からんのう。何故一人で戻ってきた？　ワシ、何か気付かせるほどのミスを犯おかしたっけ？」

「暗殺部隊を送り込んだろ。あれが悪かった」

「ほほう、あのとき秋あき葉は原ばらで仕留められなかったのが悪かったか。──まあ、部外者はさっさとお家に帰りなさい」




「部外者？　ざけんなっ！　その子は俺の恋人だっ！　それ以上、俺の女に手を出すな」




　元勲老は驚おどろいた様子を見せて、そして俺の怒いかりの度合いを理解した。

「どうして頭領を刺したのかを知りたい？」

「ああ、教えて貰もらおうか」

「んー、ここでベラベラ話すと、倒される悪役みたいじゃからやめておこうかの」

「完全犯罪ってのは、誰かに話したときに一番優ゆう越えつ感に浸ひたれるんじゃないか？　凝こったトリックを誰にも気付かれないのは、寂さびしいだろ」

「それは一理あるのぅ。じゃあ言っちゃおうかな」

　俺は組み倒され、どっかりと上に乗っかられる。

「彩香はのう。引きこもりなんじゃよ。それも、厳重に守られた」

「つまり、最初から彩香ちゃんが狙いだったのか。頭領が死ねば、彩香ちゃんを呼び出す理由が出来る」

「君の三世界サミットはいい理由になったよ。そういう意味で、感謝してる」

「じゃあ、なんで俺を彩香ちゃんの護衛に付けた？」

「革新派を束ねているのはサラスちゃんじゃからの。推すい薦せんされて否定する理由がなかった」

「ちょっと待て。確か、あんたが初めてウチに来たとき、保守派であるセラの上司だったよな？」

「そうじゃよ」

「でも、さっきから聞いてたら、まるで革新派じゃないか」

「吸血忍者を二つに割ったのはワシじゃもの。どっちのリーダーも、ワシ」

「お前が元げん凶きようか──人類吸血忍者化計画も」

「そうじゃよ」

「セラに、ユーを殺せなんて言ったのもかっ！」

「そうじゃよ」

　許せねえっ！

　こいつだけは、許せねえっ！

　セラを、サラスを、俺の仲間達を弄もてあそびやがって。

　だが、押し返せない。

　見えない力。

　気功って奴で、俺は押さえつけられたまま動けなかった。

　そんな俺を笑う、元勲老。

　そのムカつく顔に、葉っぱが刺さった。

　クナイのように尖とがった、一枚の葉。

　それが、左目を貫つらぬいたのだ。

「何をしておられるのか、説明願えますかね」

「セラ……」

　そこにいたのは、ポニーテールの少女、セラだった。

　だが、いつもとは違ちがう服を着ている。

　そのロリ衣い装しようは、そう、魔ま装そう少女のモノ。

「サラスから電話がありました。歩の様子がおかしいと。私はてっきり、いつも通り気持ち悪いだけだと思っておりましたが──」

　ぎろり。

　綺き麗れいな目が紅あかく、鋭するどく細められる。

　なるほどな。

　サラスに言われて、変身してからやってきたのか。

「でえ丈じよう夫ぶだ。彩香様はまだ死んでない」

　元勲老の後ろには、友紀の姿もあった。

「友紀、彩香ちゃんを頼たのむ」

「ハルナちゃんに任せろよなっ！」

　お前も来てたのか。ということは、ユーも？

「ヘルサイズ殿どのには留守を頼みました」

　さすがセラだ。俺の思っていたことを理解してくれる。

　ユーには危険な場所に来て欲しくないからな。セラは俺の気持ちをよく分かってくれるね。

　ハルナは湿しつ布ぷのようなモノを彩香ちゃんの胸に当てる。

　そんなもんでどうにかなるとは思えないが、あいつは天才だ。

　その効果は、信用に値あたいする。

「これで、形勢逆転だな。もう吸血忍者を騙だますことも出来ないだろ」

「甘いな小こ僧ぞう。ここにいる全員を殺せばいいだけのことよ」

　ぶん。

　黙だまれと言わんばかりにセラが剣けんを振ふるう。

　それは、ハルナの作り出した魔装錬れん器き『エクスカリバーマサムネ』だった。

　その刀身を目に出来る人間は少ない。

　神速の一いち撃げき。

　この剣は、斬きるためのモノではない。

　何な故ぜなら、ハリセンだから。

　その威い力りよくを知ってか知らずか、元勲老は俺から飛び退のいた。

「アユムっ！」

　すかさず、ハルナがチェーンソウを投げる。

　よし。これさえあれば──

　俺がそれを手にしようとした瞬間──

　屈くつ強きような腕うでが、『それ』を摑つかんでいた。




「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ」




　変身のための呪じゆ文もん。

　それを唱えたのは──




　元勲老だった。




　みるみる内に、ピンク色の衣装がおじいちゃんの肉体を包んでいく。

　ふりふりのスカートから伸のびる足は、筋肉しかないような動物的な足だった。

「どうして……」

　理解出来ないと言った様子のセラ。

　俺だってそうさ。

　だが、俺は気付いた。

　もう一人、気付いた人物がいた。

「あんた……こいつを食ったのかっ！」

　ハルナだ。

　彩香ちゃんはヴィリエの人間。つまり──『魔装少女』だ。

　セラが変身出来るのは、ユーの近くにいたことと、ハルナの血を吸っていたことが原因だろうと考えられていた。

　同じように、元勲老は彩香ちゃんの血肉を取り入れた。

　だが、どちらかと言えば、ユーの力が大きいはずだ。

　それだけで魔装少女になれるとは思えないが──

「気功も魔力も使い方は同じじゃて」

　そう言った元勲老の体から、闘とう気きがあふれ出す。

　なるほど。

　甘く見ていた。

　魔装少女の最強と冥めい界かいの最強に比べて、吸血忍にん者じやの最強なんて、大したことはないと思っていた。

　もしもこいつが、ユーほどではないが、強大な魔力を持っていたとしたら？

　クリスほどではないが、強大な戦闘技術を持っていたとしたら？

　ネネさんほどではないが、強大な体術を使えるとしたら？

　魔装少女に変身するってのは、掛かけ算だ。

　それも、数倍ではなく、数十倍レベルの。

　さっきまで見えなかった気功とやらが、白く色がつくほどに凝縮されたんだろう。

　俺は咄とつ嗟さに、セラへとタックルを仕掛けていた。

　次の瞬間──

　俺の下半身はなくなっていた。

　体を吹っ飛ばす気功波が、魔装爺じいさんとなって強化され、俺の下半身を消し飛ばしたんだ。

　参ったねこりゃ。

　早さつ速そく、戦線離り脱だつだ。

　足が取れてくっつける程度ならすぐに出来るが、消失レベルとなると再生までに時間がかかる。

　そして、強者の戦闘ってのは、五分と掛からないもんだ。

「メイル・シュトロームはハルナを守って下さい」

　セラの目には、苛いら立だちが込こめられていた。

　そっと俺の上半身を部屋の隅すみに追いやって、セラはぐっと腰こしを落とす。

　居合いの形。

　対して、元勲老はミストルティンを青眼に構える。

　普ふ段だんは見ることのない、剣の勝負。

　さっき、五分と掛からないなんて言ったが、そんなもんじゃないな。

　これは、一いつ瞬しゆんで終わる勝負。

　一度のぶつかりで、全すべてが決まる、正々堂々の戦いだ。

　互たがいにぐっと腰を入れて──

　そして、そのときが来た。

「いきます」

　低姿勢からセラは畳たたみを蹴ける。

　ざっざっ、と畳が抉えぐれるほどの強い蹴り。

　正面に来たセラに向けて、元勲老はチェーンソウを振り下ろす。

　が、セラは側面に回り込み、エクスカリバーマサムネを抜ぬく。

　元勲老は振り下ろしたチェーンソウから手を離はなしていた。

　右手から気功を放ち、セラの黒くろ髪かみを揺ゆらす。

　躱かわした。

　そこから神速の斬撃で元勲老の頭を狙ねらうが──

　セラの体は壁かべに叩たたきつけられていた。

「下したっ端ぱ忍者に避よけられるほど、甘くはない」

　完全に躱していたはずの気功波。

　だが、セラは全身を壁に打ち付けている。

　あの攻こう撃げき、思ってたよりも攻撃範はん囲いが広いのか。

　セラもそう思っていただろう。

　だが、それを知るのは遅おそすぎた。

　体験する前に気付かなければならなかった。

　その衝しよう撃げきに、セラは口から血ち反へ吐どを吐はき、腕はぷらんと弛し緩かんしていた。

「くっ……」なんとかエクスカリバーマサムネを杖つえ代わりにして立ち上がるが、ダメージは思いの外大きい。

「変身とはかくも見事なものなのか」

　元勲老は手をグーパーグーパーと動かし、自分の力に酔よう。

　魔装少女に変身すれば、それはそれはパワーアップする。

　攻撃力はもちろん、防ぼう御ぎよ力も。

　普通の攻撃で、今のセラにこれほどのダメージは負わせられないだろう。

　だが、同じ魔装少女同士なら──

「いい体がもったいないけど、これで死んじゃいなさい。死体は美お味いしく頂くからの」

　元勲老はにたりと微ほほ笑えみながら、両手をセラに向ける。

　右腕だけであの威力だ。

　これは──死ぬ。

　俺は助けようとしたが、下半身がないことに気づき、ぐっと奥歯を嚙かみしめる。

　気功波が放たれて、ドンと爆ばく発はつ音が響ひびき渡わたった。

　次の瞬間──壁どころか、屋や敷しきが半はん壊かいしていた。

　凄すさまじいまでの風と、それにともなって舞まい上がる砂すな埃ぼこり。

「死体も残らんかったか」

　残念そうに呟つぶやく元勲老が、砂埃の中から現れる。

「ああ、死体はな」

　砂埃の中から聞こえてきた声は、セラのそれではなかったが、女性のモノだった。

　何度も何度も聞いたことのある、頼たよりになるあいつの声。

　そこにいたのは──サラスだった。

　セラの体を抱だき、彩香ちゃんやハルナたちのところへと避ひ難なんさせている。

「ほう、お早い登場じゃて」

　ヒゲをさすりさすりしながら、サラスを嬉うれしそうな目で見る元勲老。

「貴様……よくも我々を……騙してくれたな」

　怒いかり。

　それだけがサラスの顔に表れていた。

「怖こわい声を出すな。共にライブもやった仲なのに」

　そんなサラスの怒りは、元勲老には届かなかった。

　ざっくばらんの気取らない性格。それは、戦闘においても同じだ。

　常に冷静でいられるように、そういう性格になったのかもしれない。

「でも、これで美味しそうな肉が揃そろったの。豊作豊作。前々から食ってみたかったんじゃ。セラフィムちゃんもサラスバティちゃんもの」

「貴様だけは──絶対に……絶対に許さんっ！」

　サラスは水の剣を両手に持ち、特とつ攻こうをかけようとするが、それを止めたのはハルナだった。

「このバカっ！　あんた、力の違ちがいが分かんないのかっ！」

　びしっとチョップを繰くり出す。

「分かってはおる。分かってはおるが──やるしかなかろうよ」

　殴なぐられた頭をぽりぽりと搔かきながら、サラスは剣を構えた。

「相川……オレもやるぜ。ヴィネグレット抜きでもなっ！」

　友紀もマントを羽織り、左手から火球を生み出す。

「私とあの方では、確かに敵かないません、が──三人ならば」

　少しよろけてはいるが、セラも立ち上がる。

　吸血忍者三人娘むすめ。

　その総攻撃ならば──あるいは。

　しゅっと忍者の如ごとく三人の姿が消える。

「いきますっ！」

　セラが背後から──

「うおりゃあああっ！」

　友紀が正面から──

「はああああああっ！」

　サラスは──頭上から。

　元勲老はそれらの攻撃を確かく認にんしたのかしていないのか、すっと横にスライドするように逃にげる。──三人が集まる所に、気功波を放ちながら。

　吹ふき飛ぶ三人。

　ボールのように畳を跳はねるセラ。

　天てん井じようを突つき破るサラス。

　壁に激げき突とつする友紀。

　どうすりゃいいんだよ。これ。

　年季が違う。

「くそっ！　直撃した訳でもないのにこの威い力りよくかよっ！」

　ぱらぱらと崩くずれた壁に寄っかかる友紀。

　そこに、すたっと天井から降りてくるサラス。

　じりじりと間合いを計りながら合流するセラ。

「三人なら、まだ余よ裕ゆうっぽいな」

　にっこりと元勲老は笑顔を見せて、んーっと伸のびをする。

「……んっ……」

　そのときだった。

「妾わらわは……ここは？」

「よしっ！　意識を取り戻もどしたっ！　ハルナちゃんさすがっ！」

　ハルナがぐっとガッツポーズを取る。

　ナイス。どうやら、彩香ちゃんは意識を取り戻したようだ。

「彩香様は無事なのですか？　ハルナ」

　セラは今一度確認する。

「問題ないっ！　さーて、ハルナちゃんも参戦するかな」

　三人で無理なら──

　四人目だ。

「あっはははははっ！　いいぞいいぞ～。もっとこの強さを試ためさせて貰もらおうかっ！」

　嬉しそうに声を荒あららげた元勲老に、少女四人が突っ込んだ。

　俺はその様子を見守ることなく、ほふく前進で彩香ちゃんのところへと向かう。

「彩香ちゃん」

「あ……ああ……妾は……妾はあやつにっ！」

「怖かったんだな。いや、今も怖いのか。大だい丈じよう夫ぶ、みんな来てくれたからさ」

「……何な故ぜじゃ。何故あやつは妾を……」

　ぐっと抉られた肩かたを押さえる。

　手は震ふるえ、声は震え、足は震えていた。

「吸血忍にん者じやの実権を握にぎるためだ。頭領とその娘である彩香ちゃんを殺せば、あいつが頭領になる」

「…………何故、妾を助けたのじゃ？」

「は？　そりゃあだって」

「どうせ妾なんて──死ぬしか能が無い人間じゃ。妾を今助けても、どうせまた実権を握ろうとする奴やつが襲おそってくる。どうせ──」

　………………俺は、一度下を向いて彩香ちゃんの言葉を聞いていた。

　全てを聞いてやろうと思った。

　だが──




「言うなよ」




「え？」

「どうせ雨だなんて言うなよ。どうせ断られるなんて言うなよ。どうせ飽あきられるなんて言うなよ。どうせ負けるなんて言うなよ。──どうせ死ぬなんて、言うなよ」

　これまで言いたかったことを、全部ぶちまけた。

　そして、今戦っている四人を指さす。

「今あいつらは、どうせ負けるなんて考えてない。どうせ死ぬなんて考えてない。みんなお前を助けるためにここへ来たんだよっ！　……だから、死ぬしか能が無いなんて言うなよ。お前の命は、お前の可能性は、そんなに小さくねえよっ！」

　俺は彩香ちゃんの手を摑つかみ、そして真まっ直すぐに目を見つめていた。

　メガネの奥に、うっすらと涙なみだを浮うかべた彩香ちゃんは、ぐっと体に力を込こめる。

「すまぬ……そうじゃな。この命、使えるだけ使ってやるわっ！」

　震えていた体は、もう止まっていた。

「俺も──そろそろやるか」

　下半身の再生は、完全では無い。

　だが、動ける程度には回復していた。

　六人掛がかりなら、どうだ？

　いや、気功波の範はん囲い内に入れば、結局一いち網もう打だ尽じんだろう。

　もう一度あれを全員が食らったら、即そく終しゆう了りよう。

　一いつ瞬しゆんのミスも許されない連れん携けいが必要だ。

　連携？

　そうだ。それがあった。

「彩香ちゃん」

「ん？」

「意識リンクを頼たのむ」

「心得たっ！」

　彩香ちゃんが強く返した瞬間──

　六人の心と心が結ばれた。

「ハルナの指示を優先して、みんなそれぞれ動いてくれ──」

「これは？」

　セラは初めてのようで、少し戸と惑まどいを見せていたが、意識をリンクしているおかげでこれがどう言うものかを瞬時に判断する。

「よし、あたしに全て任せろっ！　あいつの動きは大体覚えたっ！」

「ハルナはこういうとき、頼りになりますね。無む駄だに」

「そうだぜ──師し匠しようが指揮を執とれば──」




　どうせ勝てるっっっっっっ！




　そのとき、全員がそう思っていた。

　元勲老に友紀が正面からぶつかる。

　友紀は正面ばっかりだな。裏から攻せめようという考えが一いつ切さい見当たらない。

　元勲老の右みぎ腕うでが振ふり下ろされるが、それを俺が横から割り込んで食らう。

　下半身がボロボロの状態で殴っても、何にもならないからな。壁かべとして扱あつかったんだ。がっしりと右腕に抱だきつく。

　ハルナ、ちょっとその指示はひどくない？

　続いて、サラス。

　今俺が右腕に飛びついているので、その死角となる右側からの攻こう撃げき。

　元勲老は抱きついた俺ごと右腕を振るい、サラスを迎げい撃げきする。

　だが、サラスは吹き飛びはしなかった。

　ハルナの防ぼう御ぎよ結界。

　両手で放つ気功波は無理でも、片腕ならば──防御可能。

　水の剣けんが、初めて元勲老を切り刻む。

「くっ！　なんというこの戦いにくさっ！　鬱うつ陶とうしいっ！」

　元勲老の恨うらみ節は、よく分かる。

　ハルナを相手にすると、鬱陶しいよな。うんうん。

　おっと、ハルナの怒いかりが増ぞう幅ふくしてるからあまり考えないようにしよう。

　胸、腹、足を斬きられた元勲老は、左手でサラスの顔を摑む。

　そのまま気功波を撃うたれたら──なんて心配はなかった。

　さっき正面から向かっていた友紀が、火球を思いっきり顔面に叩たたきつけたからだ。

　ぐらりと巨きよ体たいが揺ゆれる。

「右腕──貰ったっ！　六〇〇％っ！」

　ぼき、と音がした。

　俺の渾こん身しんの力で、なんとか右腕の骨を折ってやったのだ。

　さらに──

　背後から近づいていた彩香ちゃんが、あの除じよ霊れいショーでお菊きくさんにしてみせたチョークスリーパーでがっちり首を取ったのだ。

　ヒゲごと。

　唯ゆい我が独どく尊そんホールドじゃ。

　あ、そう言えばそんな技わざ名めいだったな。ごめんごめん。

　鬼おにのような形相で元勲老は左手を彩香ちゃんに向ける。

　どん、と音がなって、俺はまさかと思ったが、間かん一いつ髪ぱつ、気功波を避よけていた。

　今までずっと避け切れていなかった気功波を、初めて躱かわせた。

　範囲を、確定出来たのだ。

　ハルナちゃん天才。

　苦しみの中で、元勲老は彩香ちゃんの髪かみを引っ張る。

「貴様ら如きに……ガキ共が……ワシを……」

「何を言おうが、何をされようが、妾は負けぬ。負けてたまるかあああっ！」

　ぐっと唯我独尊ホールドに力を込めたそのとき──

「秘ひ剣けん、燕つばめ返がえしっ！」

　セラの渾身の一いち撃げきが、元勲老の股こ間かんにヒットした。

　鬼き畜ちくの一撃。

　魔ま装そう少女の、魔装錬れん器きでの、神速の一撃が、ゴールデンボールを二つまとめて潰つぶしに掛かったのだ。

　そりゃあ、気絶するわ。

　すーっと元勲老の変身が解除され、裸はだかになっていく。

　彩香ちゃんは力を抜ぬき、全員がその場にへたっと座り込んだ。

「か、勝ったどー」

　全員を手足のように動かしていたハルナは、精神的に疲つかれ果てていた。

　意識リンクはそこで途と切ぎれて、俺も元勲老の右腕から手を離はなす。

「あはっ」

　誰だれかが、ふと笑った。

「あっはははは」

　それは、彩香ちゃんだった。

　続いて、友紀もハルナも笑い出す。

「うむ。意識を統一せずとも分かるな」

　ふっと小さく笑ったのはサラスだ。




「ああ──楽しかった」




　俺がみんなの感想を言葉にすると、また大きくみんなで笑った。

「歩と意識を共有するなんて、二度とごめんです。気持ち悪い」

　セラはつれないことを言っていたが、それは笑いながらだった。

「誰かと共に何かを達成することが、これほど気持ちいいとは知らなんだわ」

　彩香ちゃんは、涙を流していた。

　さっきの恐きよう怖ふや怯おびえからじゃない。

　うれし涙って奴を、彩香ちゃんはきっと初めて流したんだろうな。

























　東京駅で俺は一人、彩あや香かちゃんを見送っていた。

　みんな送りたいとは言っていたが、彩香ちゃんがどうしても二人が良いと言い出して、みんなは俺の街の駅まで、

　で、俺だけが東京駅までやってきた。

　元げん勲くん老ろうはもう悪さが出来る状態じゃないそうで、死んだのかまでは聞いてないが、恐おそらく二度と会うこともないだろう。

「世話になったの」

　新幹線の改札まで来ると、彩香ちゃんは繫つないでいた手を離し、俺の正面に立った。

「それはこちらも一いつ緒しよだ」

　優やさしく微ほほ笑えんで返す。

　いざ別れのときがくると、こう、なんだろう。

　何にも掛ける言葉が出てこない。

　それは、彩香ちゃんの方も同じ様子で、ずっともじもじしているだけだった。

「のう、相あい川かわ歩あゆむよ」

　先に切り出したのは、彩香ちゃんの方だった。

「なんだ？」

　ちょいちょい。辺りをキョロキョロと見回しながら手招きをされて、俺はひそひそ話だとすぐに理解して耳を寄せる。

　すると──




　ちゅ。




　頰ほおに、口づけをされた。

　予定外だった。

「お、おい……」

　まさか、こんな行動に出るとは。

「言ったはずじゃ。里に戻もどるまでは恋こい人びとだとな」

「まあ、そうだけど」

「はあ。肩かたの荷が下りた思いじゃ。やっと、恋人らしいことが出来た」

「恋人らしいこと、ねえ」

　今時の恋人は、別れ際ぎわにほっぺにチューなんてするんだろうか？

　俺は思わず、笑ってしまった。

　俺にだけここまで見送って欲しいというのは、恋人らしいことが出来ていなかったのが心残りだったからなんだな。

　そんな彩香ちゃんを、どこか、可愛かわいいと感じていた。

「あの日、相川歩争そう奪だつ戦せんがあったことを覚えておるか？」

　頰を紅あかく染めて、照れ隠かくしのように話を変える。

「ああ、あれね。──あれって結局誰が勝ったんだ？」

　俺も恥はずかしかったから、その話に乗っかった。

「それがの、途と中ちゆうから協力ゲームになったんで、勝敗がまだ付いておらん」

「それは本人としては有り難がたい限りだね」

　まあ、一対一をぐるぐる回すより、四人が一緒に遊べる方が楽しいもんな。

「妾わらわは、あの争奪戦を、今度こそ勝ち抜いて見せるぞ」

「は？」

　続いてるのか？　あの争奪戦。

　あるいは──ずっと続いていたのだろうか。

　俺が知らない間に。

　彩香ちゃんは何かを決意した晴れ晴れしい顔で言う。




「妾はどうせ負けるだろう──負けるだろうが、きっと勝ってみせるっ！」




　そのときの言葉は、そのときの表情は、ネガティブな彼女からは考えられないほどの明るいモノだった。

　そう、それはまるで、ハルナのような。

　あいつに触ふれた人間は、みんな人生観を変えられるな。

　俺は、ハルナに感謝をしたい思いだった。

「そういう言い方だったら、言ってもいいな」

　ぽりぽりと頭を搔かいて、俺は小さく呟つぶやく。

「また会える日を楽しみにしておるぞ」

「ああ、いつでも遊びに来い」

　最後に手を差し伸のべられて、俺と彩香ちゃんはがっしりと握あく手しゆした。

　何度も何度も繫いだ手は、とても温かく感じた。







　彩香ちゃんを送り届け、我が家へと帰ろうとしていた。

　墓場を通り、人が二人ほどしか歩けない狭せまい路地を歩く。

　夜空がとても澄すみ切っていて、綺き麗れいだ。

　まあ、星は見えないけどさ。

　まん丸いお月様が見下ろしている。

　ドルンルンルン。

　エンジン音がしたと思ったら、突とつ然ぜんハーレーが俺の横を通った。

「何してんの、お前」

　俺はそのハーレーに乗っている男に声を掛かけた。

　昔の魔ま法ほう使つかいが被かぶってそうなツバの広い帽ぼう子しに、ノースリーブのジャケットにトゲトゲのブレスレット。ダメージジーンズの──おじいさん。

　ユーやデューヴァイスと同じく、セブンスアビスの一人、ドゥラークだ。

「アイカーワ。探したぞい」

　この鬱うつ陶とうしいキャラクターが、ユーはあまり好きじゃ無いそうだ。

　ハーレーで俺の前を塞ふさぐように止まったドゥラークは、深刻そうな顔を見せた。

「なんすか」

　俺はジト目で返す。

　面めん倒どう臭くさい事件を持ち込んできたんだろうなと、瞬しゆん時じに判断したからだ。

「マズイことが起きたんじゃ」

　彩香ちゃんとか元勲老とか、昔言葉の奴やつが多いなおい。

「聞かせて貰もらいましょう」

　諦あきらめて耳を小指でほじりながらでも話を聞こうとした俺は、第一声でその態度を改める。




「冥めい界かいで、セブンスアビス狩がりが始まった」




　ざわ……

　俺は、驚おどろきを隠せなかった。

　セブンスアビス……狩りだと？

「どうして？　何があったんだ？　……まさか、今回のサミットが原因なのか？」

「いや、サミットの前から──」

　パン。

　それは、あまりにも突然だった。

　最近、どこかで聞いた音。

　それは、銃じゆうで撃うたれる音だった。

　ぴゅっと鮮せん血けつを吹ふき出しながら、ドゥラークの体がハーレーから落ちる。

「おいっ！　じいさん！　大だい丈じよう夫ぶかっ！」

　俺は、今聞いたばかりの言葉を反復していた。

　セブンスアビス狩り──

　誰だれだっ！　誰がやったんだっ！

　俺は銃じゆう撃げきの射線を追う。

　どこからだっ！

　民家の屋根に、それはいた。

　秋あき葉は原ばらのときは回りが高層ビルだったが、ここは違ちがう。

　みんな二階建ての家ばかりだ。

　だから、家の屋根にいても姿を確かく認にんすることが出来た。

　俺はふと思い出す。

　元勲老のじいさんは俺が暗殺部隊を派は遣けんした話をしたときにこう言っていた。

　あのとき秋葉原で仕留められなかったのが悪かったか──

　何な故ぜ、秋葉原での襲しゆう撃げきだけを言ったんだ？

　そっちよりも、家で捕つかまったことの方が重要だろうが。

　獅し子し舞まいを捕まえたとき、あいつはキッチンにいた。

　彩香ちゃんは二階にいたのに、どうしてキッチンにいたんだ？

　あいつの狙ねらいは、彩香ちゃんじゃなかったとしたら？

　あのとき、彩香ちゃんを狙う黒幕は誰なのかを答えなかったのは、知らないだけだとしたら？

　居間にいる人物を背後から狙うために、キッチンへ回り込んだとしたら？

　いつも一階の居間に、寝ねる時も籠こもっているのは──




　ユーだ。




　そう、あいつの狙いは、最初から、ユーだったんだっ！

　俺は睨にらみ付ける。

　屋根の上に立つ、獅子舞を。

　あいつは、吸血忍にん者じやの暗殺部隊。

　それは、サラスが確認した。

　しかし、秋葉原での襲撃とは別の案件で俺の家に来た。

　吸血忍者は、任務のためなら噓うそを吐つく。

　あのとき、彩香ちゃんを狙いに来たというのは、助けて貰うための噓。

　あいつの任務は──ユーを殺すことだったんだ。

　そう、つまり──

「お前、元々は冥界人の吸血忍者だったんだな」

　獅子舞はカンカーンと、二回口を動かした。

　セブンスアビス狩りは、まだ始まったばかりだった。







　あとがき




　皆みなさんは、幽ゆう霊れいを信じますか？

「俺はそういう霊れい的てきなモノは一切信じないわー」

　なんて言ってる人がお盆ぼんに墓参りに行くことが納得出来ない木き村むらです。

　幽霊は都合が良すぎると思うんですよね。

　ビキニギャルの幽霊はいないのか？

　メガネの幽霊はうっすらと心しん霊れい写真に写らないのは何故か？

　デブの幽霊はいないのか？

　カバンを持たない女子はいないというのに、カバンを持った幽霊の話を聞かないのは何な故ぜなのか？　服しか霊れい体たい化かしないのか？

　キリスト教が伝来したとき、神はなんで悪あく魔まを作ったの？　とか日本人は矛む盾じゆん点が気になって質問ばかりしていたのでザビエルが困ったという話を聞いたことがあります。

　人知を超こえた存在なんだよってことなんでしょうか？

　まあ、良いです。

　私は、ホラーが好きです。

　ホラーというジャンルは、作品作りがシンプルなので難しいので、とても参考になるからです。

　要するに、幽霊が出てくる。あるいは、異常者が出てくる。

　絶対に入れなければならないシーンがあり、そしてそれがメインになる。

　こんな縛しばりで作品を作るのは、とても難しいモノです。

　幽霊が出てくることはパッケージですでに分かっている。

　どこで出すか。どうやって出すか。

　それを、試し行こう錯さく誤ごし続けて、今がある。

　ちなみに、個人的に上う手まいと思うホラーは『呪じゆ怨おん』ですね。

　視し聴ちよう者しやのテンションを上手くコントロールし、そしてちゃんと幽霊で落とす。

　飽あきさせないように五分に一回は音を立てたり猫ねこを出したりする親切設計。

　オムニバス形式にすることで、同じ幽霊を何度も出せる。

　あれはホラー映画の一つの完成形だと考えます。

　稲いな川がわ淳じゆん二じさんも好きですし、怖こわい話も好きです。

　しかし、幽霊というモノは信じていません。

　ホラーってのは、本当にあったかどうかなんてどうでもいいんです。







　さて、そんな幽霊を信じていない私ですが、過去に一度だけ、それっぽいのに出会ったことがあります。

　あれは、小学校五年生ぐらいの時だったと思います。

　台風のせいで強風と雨が吹ふき荒あれている日。

　夜の九時ぐらいだったかな。

　傘かさを差しても一いつ瞬しゆんで竹たけ箒ぼうきみたいにばっさーってなるので、息も出来ないぐらいの向かい風を受けながら家へと全力ダッシュしていたんですが、さすがに全力ダッシュをずっとは続けられず、途と中ちゆうで休きゆう憩けいしようとしたんです。

　そこは十字路になっていて、私は民家の玄げん関かんをお借りして、雨宿り。

　その民家に門や石いし垣がきがあれば、雨宿りに使おうとは思わなかったでしょうね。

　車は全く通っておらず、風と雨の音だけが聞こえてました。

　で、私の正面、民家の向かいに、倉庫のようなものがありまして、ふと、そこにうずくまる女性がいたんです。

　黒くろ髪かみで、腰こし辺りまで長いストレート。細身の女性が、その倉庫に向かってうずくまっていました。

　降りしきる雨のせいで、もう視界が霧きりのようだったのですが、体型からして女性だろうなと思います。

　今の私でしたら、まあ声を掛かけますが、そのときは小学生なので、「何やってんだろう」程度にしか考えていませんでした。

　そこで、ふと気付いたのです。

　その長い黒髪が、一切動いていないことを。

　その服が、濡ぬれていないことを。

　雨宿りをするならば、こっちです。

　倉庫にも屋根はありますが、出っ張ってる部分が少なすぎる。

　私は急に怖くなって、また全力ダッシュしました。

　そして、家に帰って、着き替がえてから、誰だれかに話さないと夜寝ねられないと考えて電話をします。

「今さー。十字路ん所で、なんか幽霊みたいなんを見たんやけどさー」

　すると、その友人はこう返しました。




「それって、うずくまってる奴やつ？」




　友人が言うには、それは朝四時にもいたそうです。

　全く、何時間うずくまってんだって話だよ。

　おかしな人がいたもんだ。

　私は幽霊なんて信じていません。

　あれは、ただ『長い間うずくまっていた、幽霊みたいな人』なんだと思います。

　まあ、今はもうその倉庫はなくて、聞けば車が突つっ込こんで壊こわれたからだそうだし、すぐ側そばにお地蔵さんがあったり、近くに井い戸どがあったりするのですが、そんな場所、どこにだってあるもので、このような偶ぐう然ぜんの集合体を、我々は霊現象と呼んでいる訳ですねー。

　たまにはこんな話もいいかなと思ったんですが、どうすか？

　そんなことより近きん況きようを話して欲しい？

　まあ、たまにはいいじゃない。










　さて、最後に謝辞を。

　この本を手にとって下さいました皆みな様さま。ありがとうござます。

　その中でも、ファンレターを下さってる方々、ありがとうございます。

　特に女子！　やっぱりファンだろうがなんだろうが、女子から手紙を貰もらうってのは嬉うれしいモノです。返事は返せないけど！　ドＳのＭ丘おかに止められて無理だけど！

　こぶいちさん、むりりんさん。いつも忙いそがしい中、ありがとうございます。クソ忙しいとクオリティが落ちがちですが、見事に維い持じしてますよね。

　コミックのさっちさん、長は谷せ見みさん。

　おつかれ！

　編集部の皆様、色々ご迷めい惑わくもかけますが、これからもよろしくお願いします。
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